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成
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二
年





�

六
〇
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に
よ
せ
て　
　
天
竜
厚
生
会
第
五
代
理
事
長　

河
合
晴
夫

平
成
一
二
年
、
法
人
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
理
事
長
に
就
任
し
、
今
回
六
〇
周
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
一
〇
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
措
置
か
ら
契
約
」
に
代
表
さ
れ
る
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
の

大
き
な
流
れ
の
な
か
、
介
護
保
険
制
度
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

等
が
次
々
と
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
の
社
会
福
祉
制
度
の
骨
格
の
改
革
が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
様
な
急
激
な
変
革
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
新
制
度
に
ス
ム
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
次
の
三
点
に
重

点
を
置
き
、
法
人
の
近
代
化
を
進
め
て
き
た
。

一　

国
、
県
、
市
町
の
財
政
難
に
よ
る
補
助
金
の
大
幅
カ
ッ
ト
や
民
間
参
入
に
伴
う
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
要

求
に
対
応
す
る
た
め
、
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
中
長
期
計
画
の
策
定
、
及
び
管
理
会
計
導
入
に
よ
る
経
営
状

態
の
分
析
と
透
明
化
に
努
め
た
。

二　

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
第
三
者
に
よ
る
客
観
的
な
評
価
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１
の
法
人
全
体
で
の
認
証
取
得
や
、
第
三
者
評
価
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
に
努
め
た
。

三　

職
員
が
働
き
が
い
を
持
ち
、
将
来
に
夢
を
抱
け
る
職
場
の
創
造
を
目
指
す
た
め
、
事
業
部
制
を
取
り
込
ん
だ
組

織
の
近
代
化
や
、
時
代
に
あ
っ
た
賃
金
規
程
、
人
事
制
度
の
制
定
に
努
め
た
。

必
ず
し
も
充
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
今
後
新
し
い
体
制
で
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て

法
人
の
使
命
達
成
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。



�

概
要　

平
成
一
三
年
～
二
二
年

天
竜
厚
生
会
の
あ
ゆ
み
の
記
録
は
、
昭
和
五
五
年
に
刊
行
し
た
三
〇
周
年
記
念
誌
が
最
初
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
、

記
録
を
写
真
集
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
の
後
平
成
二
年
に
刊
行
し
た
四
〇
周
年
記
念
誌
は
昭
和
二
五
年
の
団
体
設
立

か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
史
実
を
、
残
さ
れ
て
い
る
史
的
文
献
資
料
に
基
づ
い
て
本
格
的
な
史
誌
と
し
て
編
集
し
た
。

さ
ら
に
平
成
一
三
年
に
刊
行
し
た
五
〇
周
年
記
念
誌
は
四
〇
年
ま
で
を
一
部
、
平
成
二
年
～
一
二
年
ま
で
の
一
〇
年

を
二
部
と
し
て
編
集
し
た
。
近
年
は
一
〇
年
を
一
括
り
と
し
て
、
そ
の
都
度
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
の
で
、
六
〇
周

年
記
念
誌
は
、
そ
の
後
の
一
〇
年
（
平
成
一
三
年
～
二
二
年
）
の
動
向
を
総
括
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
一
〇
年
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
等
、
社
会
的
立
場
の
弱
い
方
の
み
を
対
象
と
し

た
領
域
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
を
思
い
や
る
普
遍
的
な
福
祉
へ
と
そ
の
領
域
が
拡
大
し
て
い
っ
た
時
期
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、
福
祉
部
門
で
働
く
職
員
及
び
子
育
て
家
庭
等
き
め
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
、
目
を
む
け
ら
れ
た
こ

と
は
、
こ
の
時
期
の
特
筆
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
次
か
ら
次
へ

と
大
胆
か
つ
大
幅
に
制
度
改
革
も
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
国
の
動
き
と
社
会
世
相
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
自
ら
の
経
営
状
態
を
的
確
に
判
断
し
て
必
要
な
諸
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。

具
体
的
に
は
法
人
組
織
（
足
元
）
と
法
人
の
全
体
像
を
見
直
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
次
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
面
に

力
を
注
い
だ
。
組
織
再
編
と
新
人
事
制
度
の
創
設
、
中
長
期
計
画
の
策
定
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
取
得
、
健
全

経
営
の
た
め
の
管
理
会
計
導
入
、
医
療
改
革
へ
の
対
応
、
法
人
組
織
の
評
価
シ
ス
テ
ム
、
各
種
満
足
度
調
査
、
法
人

職
員
の
資
質
向
上
策
等
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
介
護
保
険
制
度
な
ら
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
福
祉
諸
施
策
の
中
核
で
あ
っ
た
の
で
特
別
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養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
・
増
築
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
新
築
等
、
新
制
度
へ
の
移
行
を
推
進
し
た
。

さ
ら
に
ご
利
用
者
の
健
康
面
の
要
で
あ
る
医
療
部
門
と
し
て
第
二
診
療
所
を
設
置
し
た
こ
と
は
法
人
史
と
し
て
重
要

な
部
分
で
あ
る
。

一
方
、
子
育
て
部
門
で
は
、
公
立
保
育
所
の
民
間
委
譲
と
い
う
市
町
の
要
請
に
よ
り
二
つ
の
保
育
所
の
運
営
を

開
始
し
た
。
ま
た
、
幼
保
一
元
化
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
幼
稚
園
経
営
の
た
め
に
法
人
格
を
別
と
す
る
学
校
法
人
天

竜
厚
生
会
を
設
立
し
、
幼
児
教
育
に
力
を
注
い
だ
。

総
じ
て
こ
の
一
〇
年
は
、
将
来
に
向
け
て
の
法
人
経
営
を
よ
り
健
全
化
す
る
た
め
に
客
観
的
経
営
数
値
に
基
づ

い
て
各
種
事
業
を
推
し
進
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
〇
年
に
実
施
し
た
個
々
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
各
項
目
ご
と
に
記
述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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組
織
の
再
編
と
組
織
規
程
策
定

一　

子
育
て
支
援
課
の
新
設

平
成
一
三
年
当
時
、
天
竜
厚
生
会
の
経
営
す
る
一
一
保
育
所
は
、
天
竜
市
・
浜
北
市
・
掛
川
市
・
湖
西
市
の
四

市
に
わ
た
っ
て
お
り
、
地
理
的
な
制
約
か
ら
連
絡
調
整
が
必
ず
し
も
充
分
と
は
言
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ 

で
、
保
育
所
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
書
類
の
統
一
化
や
業
務
の
合
理
化
を
図
る
等
の
調
整
や
、
各
園
の
経

営
分
析
を
専
門
的
に
行
う
た
め
に
子
育
て
支
援
課
を
設
置
し
た
。

子
育
て
支
援
課
が
中
心
と
な
り
、
主
に
①
保
育
所
職
員
配
置
基
準
（
保
育
士
、
看
護
師
、
介
助
員
、
事
務
員
、
調 

理
員
）
の
作
成
、
②
エ
リ
ア
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
関
係
機
関
へ
の
配
布
、
③
自
主
事
業
（
一
時
保
育
、
児
童

ク
ラ
ブ
）
の
重
要
事
項
説
明
書
の
作
成
、
④
浜
北
五
ヶ
園
合
同
に
よ
る
休
日
保
育
の
実
施
、
⑤
地
域
子
育
て
支
援
の

拡
大
等
を
実
施
し
た
。

二　

複
数
常
務
理
事
制
と
事
業
部
制
な
ど
を
柱
と
し
た
新
組
織
体
制

平
成
一
七
年
に
は
、
複
数
常
務
理
事
制
と
事
業
部
制
な
ど
を
柱
と
し
た
新
組
織
体
制
を
確
立
し
た
。
制
度
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

（
一
）
新
組
織
体
制
の
特
色

①
複
数
常
務
理
事
制

常
勤
役
員
の
役
割
は
、
法
人
経
営
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
が
、
よ
り
強
固
な
経
営
体
制
を
図
る
べ
く
、
そ
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れ
ま
で
の
常
務
理
事
一
人
体
制
で
あ
っ
た
も
の
を
四
名
の
常
務
理
事
制
と
し
た
。

②
事
業
部
制
の
新
設

障
害
者
支
援
事
業
部
、
雇
用
支
援
事
業
部
、
高
齢
者
支
援
事
業
部
、
医
療
保
健
事
業
部
、
子
育
て
支
援
事
業
部
、 

サ
ー
ビ
ス
事
業
部
の
六
つ
の
事
業
部
を
新
設
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
最
前
線
で
あ
る
各
事
業
所
を
種
別
ご
と
に
事

業
部
と
し
て
ま
と
め
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
組
織
体
と
し
た
。

③
経
営
企
画
室
、
監
査
指
導
室
の
新
設

経
営
企
画
室
は
、
法
人
経
営
戦
略
の
策
定
、
市
場
調
査
、
市
場
開
発
、
中
長
期
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
い
、
監

査
指
導
室
は
、
内
部
監
査
、
第
三
者
評
価
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
行
政
監
査
の
取
り
ま
と
め
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。

（
二
）
事
業
部
制
の
ね
ら
い

①
権
限
委
譲
と
運
営
責
任

理
事
長
権
限
で
あ
っ
た
も
の
を
事
業
部
長
に
、
ま
た
、
総
務
部
・
財
務
部
な
ど
管
理
部
門
に
あ
っ
た
権
限
を
事

業
部
門
に
極
力
委
譲
し
、
事
業
部
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
権
限
を
持
つ
と
同
時
に
運
営
責
任
も
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

②
意
志
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
化

権
限
委
譲
に
よ
り
、
重
要
な
案
件
を
除
き
、
日
常
的
な
も
の
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
最
前
線
で
あ
る
事
業
部
長
、
施

設
長
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、ご
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
す
ば
や
い
対
応
、

急
激
な
外
部
環
境
変
化
へ
の
迅
速
な
対
応
が
図
ら
れ
た
。
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三　

組
織
規
程
策
定
と
組
織
再
編

平
成
一
七
年
の
複
数
常
務
理
事
制
、
事
業
部
制
の
導
入
か
ら
五
年
経
過
し
た
平
成
二
二
年
に
は
、
組
織
規
程
策

定
と
組
織
再
編
を
行
っ
た
。

（
一
）
組
織
規
程
策
定

組
織
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
組
織
図
と

｢

職
務
権
限
と
責
任｣

基
準
表
は
あ
っ
た
が
、
組
織
規
程
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
策
定
し
た
。

組
織
規
程
は
、
総
則
、
組
織
と
業
務
分
掌
、
職
位
と
職
務
分
掌
、
会
議
体
と
分
掌
、
業
務･

職
務
権
限
と
責
任
、

稟
議
手
続
き
の
六
章
か
ら
な
り
、
組
織
図
（
別
表
１
）、
ラ
イ
ン
部
門･

ス
タ
ッ
フ
部
門
業
務
分
掌
表
、
会
議
体 

一
覧
、｢

業
務･

職
務
権
限
と
責
任｣

基
準
表
（
別
表
２
）、
建
設･

運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
五
表
を
別
表
と

し
た
。

策
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
組
織
規
程
の
明
文
化
、
②
定
款
と
の
整
合
性
、
③
規
程
に
そ
っ
て
業
務
分
掌
、
職
務
分
掌
、

権
限
と
責
任
を
行
使
す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
今
後
問
題
や
矛
盾
が
あ
れ
ば
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
組
織
再
編

組
織
規
程
策
定
と
同
時
に
、
組
織
の
一
部
を
再
編
し
た
。

再
編
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
六
事
業
部
だ
っ
た
も
の
を
五
事
業
部
と
し
た
。
一
事
業
部
減
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
速
や
か
な
対
応
を
図

る
た
め
、
障
害
者
支
援
事
業
部
と
雇
用
支
援
事
業
部
を
障
が
い
者
支
援
事
業
部
へ
と
一
本
化
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。



�

理事会

理事長

副理事長

常務理事

医
療
保
健
事
業
部

子
育
て
支
援
事
業
部

総
　

務
　

部

財
　

務
　

部

高
齢
者
支
援
事
業
部

障
が
い
者
支
援
事
業
部

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

監査指導部経営企画部

評議員会監　事

別表 1　平成 22 年 4 月 1 日現在の組織図（事業部・部以上）

別表 2　「業務・職務権限と責任」基準表　抜粋（平成 22 年 4 月 1 日〜）

職務権限事項 役員 ライン スタッフ

大項目 中項目 小項目
理
事
長

副
理
事
長

常
務
理
事

事
業
部
長

事
業
課
長

施
設
長
等

経
営
企
画
部
長

監
査
指
導
部
長

総
務
部
長

財
務
部
長

総
務
課
長

会
計
課
長

管
理
課
長

1

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

定款 ◎ ○ ○ □

2 合併 ◎ ○ ○

3 法人の解散 ※財産帰属者の選定も ◎ ○ ○

4 法人運営規則の制定・変更 ※小さな変更は、理事長決定権 ◎ ○ ○

5 その他法人業務に関する重要事項 ◎ ○ ○

6 組織規程 ◎ ○ ○ □

7

定常的組織

施設内組織編成・業務分掌 △ △ ◎

8 事業部内組織編成・業務分掌 ◎ □

9 法人組織編成・業務分掌 ◎ ○ ○ □

10 法人委員会編成 ◎ ○ ○ □

11 プロジェクトチーム（PT）、

ワーキンググループ（WG）

事業部組織編成 ◎ □

12 法人組織編成 ◎ ○ ○ □

◎…決定権　○…了承権　△…受報告権　□…起案権
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②
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
へ
名
称
変
更
し
、
事
業
部
門
共
通
事
項
の
取
り
ま
と
め
及
び
調
整
、

ス
ー
パ
ー
の
経
営
管
理
、
天
竜
厚
生
会
独
自
の
総
合
相
談
窓
口
設
置
の
検
討
、
当
法
人
全
体
の
給
食
提
供
に
関

す
る
事
項
及
び
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
業
務
を
付
加
し
た
。

③
経
営
企
画
室
、
監
査
指
導
室
を
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
企
画
部
、
監
査
指
導
部
と
し
た
。

四　

学
校
法
人
天
竜
厚
生
会
設
立
と
幼
児
教
育
の
ス
タ
ー
ト

社
会
構
造
等
の
著
し
い
変
化
を
背
景
と
し
て
、
子
ど
も
と
親
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
就
学
前
の

子
ど
も
に
関
す
る
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
く
中
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
総
合
的
な
教
育
・
保

育
の
提
供
が
叫
ば
れ
、
現
状
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
垣
根
を
越
え
た
制
度
の
創
設
期
待
が
高
ま
っ
た
。
国
は
平
成
一

八
年
一
〇
月
「
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
・
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
、

「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
を
創
設
し
た
。

掛
川
市
に
お
い
て
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
平
成
六
年
度
よ
り
、
六
年
間
に
わ
た
り
幼
稚
園
・
保
育
所
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
踏
ま
え
た
上
で
、
就
学
前
の
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
（
三
歳
～
五
歳
児
）
は
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
人

間
形
成
の
基
礎
を
培
う
極
め
て
重
要
な
時
期
と
い
う
認
識
の
も
と
、「
就
学
前
教
育
」
と
し
て
一
体
的
に
行
え
な
い

か
と
そ
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、希
望
す
る
幼
児
を
入
園
さ
せ
、さ
ら
に「
幼

児
教
育
」
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、
平
成
一
二
年
に
掛
川
市
は
幼
児
教
育
振
興
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
中
で

市
内
公
立
幼
稚
園
一
二
園
、
私
立
幼
稚
園
一
園
、
公
立
保
育
所
三
園
、
私
立
保
育
所
五
園
を
八
園
に
再
編
し
、
そ
の

う
ち
六
園
を
、「
幼
保
園
」
と
す
る
と
し
て
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
当
法
人
の
「
幼
保
園
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
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「
幼
児
教
育
の
充
実
」
を
主
眼
に
、就
学
前
の
教
育
・
保
育
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
た
総
合
施
設
で
あ
る
「
幼
保
園
」

は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
法
人
が
必
要
で
あ
り
、
平
成
一
九
年
三
月
「
学
校
法
人
天
竜
厚
生
会
」
を
設
立
し
、

当
法
人
の
学
校
教
育
を
つ
か
さ
ど
る
部
門
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

五　

天
竜
厚
生
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

平
成
一
四
年
度
、
天
竜
厚
生
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
製
し
た
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
、
当
法
人
の
姿
勢
と
活
動

に
つ
い
て
、
内
外
の
人
た
ち
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
ま
た
、
職
員
が
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、

当
法
人
の
目
標
と
す
る
信
条
や
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
の
手
段
で
も
あ
る
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
ロ
ゴ
タ
イ
プ
を
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
封

筒
や
名
刺
、
看
板
な
ど
に
表
示
し
、
一
貫
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
二
〇
年
度
、「
Ｃ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
り
、
こ
の
マ
ー
ク
の
運
用
に
関
し
て
、
さ
ら
に
厳
密
な

規
程
を
設
け
た
。

当
初
、
全
体
の
所
管
は
企
画
調
整
課
で
あ
っ
た
が
、
経
営
企
画
室
を
経
て
、
平
成
二
一
年
度
よ
り
総
務
課
に
移

管
さ
れ
た
。（
Ｐ
180
ロ
ゴ
マ
ー
ク
参
照
）
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新
人
事
制
度
の
創
設

天
竜
厚
生
会
は
、
今
日
ま
で
時
代
の
要
請
や
職
員
の
声
に
応
え
る
た
め
に
様
々
な
人
事
制
度
を
採
り
入
れ
て
き

た
。
平
成
一
六
年
に
は
職
員
の
意
見
を
運
営
に
活
か
す
た
め
本
格
的
な
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
一
七
年
に
人
事
考
課
制
度
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
人
事
制
度
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。

一　

職
群
制
度

当
法
人
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
人
員
把
握
、
職
員
の
採
用
、
人
材
育
成
、
配
置
・
異
動
、
評
価
、

処
遇
等
の
一
連
の
人
事
管
理
を
合
理
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
目
的
で
、
年
俸
職
、
管
理
職
、
医
療
職
、
一
般
職
な
ど

新　職　種　名
※印が、新規または変更名称

旧　　　名 新　　　名
1 役 員 役 員
2 本 部 管 理 職 ※ 管 理 職
3 保 育 園 長 ※ 管 理 職
4 事 　 務 　 員 事 　 務 　 員
5 指 　 導 　 員 ※ ソーシャルワーカー
6 ※ ケ ア マ ネ ジ ャ ー
7 作 業 指 導 員 ※ 作 業 支 援 員
8 マ ッ サ ー ジ 師 マ ッ サ ー ジ 師
9 看 　 護 　 師 看 　 護 　 師
10 ケ ア ワ ー カ ー ケ ア ワ ー カ ー
11 ※ ヘ ル パ ー
12 保 　 育 　 士 保 　 育 　 士
13 ※ 幼 稚 園 教 諭
14 介 　 助 　 員 ※ ア テ ン ダ ン ト
15 業 　 務 　 員 ※ ア テ ン ダ ン ト
16 栄 　 養 　 士 ※ 管 理 栄 養 士
17 栄 　 養 　 士 栄 養 士
18 本 部 調 理 員 ※ 調 理 員
19 保 育 園 調 理 員 ※ 調 理 員
20 医 　 　 　 師 医 　 　 　 師
21 歯 科 医 師 歯 科 医 師
22 嘱 託 医 師 嘱 託 医 師
23 歯 科 衛 生 士 歯 科 衛 生 士
24 理 学 療 法 士 理 学 療 法 士
25 作 業 療 法 士 作 業 療 法 士
26 言 語 聴 覚 士 言 語 聴 覚 士
27 診 療 放 射 線 技 師 診 療 放 射 線 技 師
28 音 楽 療 法 士 音 楽 療 法 士
29 ス ポ レ ク 指 導 員 ス ポ レ ク 指 導 員
30 登 録 ヘ ル パ ー 登 録 ヘ ル パ ー
31 夜 専 看 護 師 夜 専 看 護 師
32 夜専ケアワーカー 夜 専 ケ ア ワ ー カ ー
33 ※ 世 話 人
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に
職
群
（
P
14
参
照
）
を
分
類
す
る
と
と
も
に
職
種
の
名
称
を
変
更
し
た
。

今
回
の
変
更
は
、
社
会
福
祉
の
各
法
律
に
則
っ
た
法
的
な
職
種
名
と
は
別
に
、
当
法
人
内
で
使
用
す
る
職
種
名

を
新
規
追
加
ま
た
は
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
や
支
援
費
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
介
護
支
援
専
門
員
や
世
話
人
な
ど
、
時
代
の
要
望
や
変
化
と

と
も
に
新
た
な
職
種
名
称
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
指
導
員
業
務
で
あ
っ
て
も
高
齢
者
や
障
が
い
者
施
設
等

種
別
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員
あ
る
い
は
支
援
員
で
あ
っ
た
り
と
職
種
名
が
異
な
っ
て
お
り
、
制
度
ご
と
に
変
更
す
る

必
要
が
あ
っ
た
が
、
人
事
管
理
上
の
諸
事
情
や
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
法
制
度
に
よ
り
一
七
年
度
末
ま
で
は
現
行
職

種
名
で
あ
る
指
導
員
に
留
ま
り
、
変
更
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

今
回
、
生
活
指
導
員
・
生
活
相
談
員
・
相
談
支
援
員
な
ど
種
別
に
よ
り
異
な
る
指
導
員
名
称
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
統
一
し
た
。
さ
ら
に
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
職
種
名
称
を
新
規
追
加
し
た
。

栄
養
士
は
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士
に
分
け
、
資
格
の
違
い
の
明
確
化
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
介
助
員
や
業
務
員
は
、
職
種
に
関
係
な
く
、
共
通
す
る
業
務
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
等
で
一
般
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
し
た
が
、
福
祉
関
係
で
は
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
た
め
、
当
法
人

に
お
い
て
も
馴
染
む
の
に
時
間
を
要
し
た
。

二　

役
割
等
級
制
度

担
当
業
務
の
範
囲
、
管
理
監
督
責
任
の
範
囲
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
求
め
ら
れ
る
業
務
の
広
さ
や
重
さ
を

人
事
管
理
上
区
分
す
る
た
め
に
、
経
営
管
理
職
層
二
段
階
、
指
導
監
督
職
層
二
段
階
、
一
般
職
層
二
段
階
の
計
六
つ

の
等
級
を
設
定
し
、
各
等
級
に
応
じ
た
役
割
基
準
書
を
作
成
し
た
。
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一般職層

指導監督職層

Ａ１ Ｂ１ Ｇ１ 一般 （初級 ）
Ａ２ Ｂ２ Ｇ２
Ａ３ Ｂ３ Ｇ３
Ａ４ Ｂ４ Ｇ４

メディカル
A
職群

メディカル
B
職群

ゼネラル
職群

役職任用 役職解任

Ｍ５
Ｍ６

一般 （中級 ）
主任
係長

経営管理職層
マネジメント職群 事業所長/管理部門課長

事業部長/管理部門部長

職層 代表職位役割等級体系

→ ←

→ ←

職群の種類
職群呼称 記号 代表職種

エグゼクティブ E 理事長、常務理事
マネジメント M 事業部長、部長、事業所長、課長

プロフェッショナル P 医師、歯科医師、専門職（一部）

ゼネラル G

ソーシャルワーカー（相談員、指導員）、ケアマネ

ジャー、ケアワーカー、保育士、事務員、スポレク

指導員、音楽療法士、アテンダント他、下記メディ

カル職以外
メディカル A A 看護師、准看護師、診療放射線技師、PT、OT

メディカル B B
ST、PSW、管理栄養士、栄養士、歯科衛生士、マッ

サージ師

役割等級表
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三　

賃
金
制
度

今
後
の
人
件
費
の
動
向
を
見
据
え
、
役
割
等
級
制
度
で
設
定
し
た
六
つ
の
等
級
の
賃
金
に
下
限
額
と
上
限
額
を

設
定
し
た
。
ま
た
、
等
級
と
職
種
の
違
い
に
よ
る
賃
金
を
役
割
給
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
等
級
を
更
新
額
の
異

な
る
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
る
等
、
人
事
考
課
に
連
動
し
た
役
割
給
更
改
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
作
成
し
、
よ
り
明
瞭
な

賃
金
体
系
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
、
当
該
年
度
の
業
績
に
応
じ
て
そ
の
支
給
係
数
を
三
月
賞
与
で
変
動
で
き
る
決
算

賞
与
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

四　

人
事
考
課
制
度

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
職
員
の
当
該
年
度
の
業
務
業
績
の
質
と
量
を
評
価
し
、
翌
年
の
賃
金
、
賞
与
、

昇
進
、
配
置
、
教
育
等
へ
の
反
映
を
目
的
と
し
た
人
事
考
課
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
考
課

者
の
考
課
基
準
等
の
統
一
を
図
る
た
め
、
考
課
者
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し
た
。

（
一
）
当
法
人
の
人
事
考
課

①　

成
果
主
義
で
は
な
く
、
主
に
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
す
る
も
の

②　

人
事
考
課
を
含
め
た
新
人
事
制
度
の
ね
ら
い
は
、
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ
れ
る
等
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
処

遇
を
す
る
こ
と

③　

人
事
考
課
の
最
終
目
的
は
、
当
法
人
の
価
値
（
利
用
価
値
や
所
属
価
値
な
ど
）
を
高
め
る
こ
と

④　

人
事
考
課
は
人
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
評
価
す
る
も
の
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制
度
を
施
行
し
現
在
に
至
る
ま
で
、
人
事
考
課
推
進
委
員
会
を
中
心
に
、
毎
年
考
課
項
目
の
見
直
し
や
考
課
成

績
の
反
映
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。
さ
ら
に
、
考
課
項
目
の
具
体
的
な
行
動
例
の
集
積
や
分
析
を
行
い
、
管

理
職
が
職
員
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

（
二
）
人
事
考
課
者
訓
練

人
事
考
課
は
、
原
則
と
し
て
職
員
各
人
の
コ
ー
ス
、
職
群
、
役
割
等
級
を
期
待
基
準
と
し
、
当
該
等
級
で
求
め

ら
れ
る
期
待
成
果
、
役
割
行
動
、
厚
生
会
バ
リ
ュ
ー
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
。
人
事
考
課
の
結
果
で
あ
る
人
事
考
課

成
績
は
賞
与
や
役
割
給
（
基
本
給
）
の
決
定
に
反
映
し
、
ま
た
人
材
評
価
を
介
し
て
、
職
位
発
令
、
配
置
、
異
動
、

能
力
開
発
、
職
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
に
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
考
課
成
績
は
、
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
本
人
の
気
付
き
を
促
し
、
能
力
開
発
、
指
導
、
人
材
育
成
等
に
活
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

平
成
一
七
年
七
月
九
、
一
〇
、
二
三
、
二
四
日
の
四
回
に
わ
た
り
、
主
任
以
上
の
職
員
を
対
象
に
、
第
一
回
人

事
考
課
者
訓
練
を
実
施
し
た
。
以
後
、
毎
年
主
任
以
上
の
職
員
を
対
象
に
考
課
者
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
講
師
は

新
人
事
制
度
構
築
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
）
に
お

願
い
し
た
。

五　

社
内
求
人
公
募
制
度

各
部
署
が
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
責
任
者
や
適
任
者
の
発
掘
を
全
職
員
対
象
に
公
募
す

る
社
内
求
人
公
募
制
度
を
創
設
し
た
。
本
人
が
や
り
た
い
業
務
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
と
い
う
点
で
は
、
職

員
の
や
り
が
い
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
制
度
活
用
に
よ
る
人
事
実
績
は
、
平
成
一
八
年
度
二
件
、
二
一
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年
度
二
件
と
や
や
低
調
で
あ
る
。
必
要
な
職
務
へ
の
人
材
活
用
方
法
と
し
て
全
体
へ
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

六　

求
職
登
録
制
度

職
員
が
自
己
責
任
に
よ
っ
て
業
務
等
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
自
己
実
現
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、

異
動
希
望
を
登
録
で
き
る
求
職
登
録
制
度
を
創
設
し
た
。
異
動
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
希
望
を
叶
え
る
こ
と
を
約
束

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
登
録
は
異
動
後
二
年
以
内
の
者
を
除
い
て
は
何
回
で
も
可
能
と
し
た
。
そ
の
結
果
本
制

度
へ
の
申
請
は
、
一
八
年
度
か
ら
三
年
間
い
ず
れ
も
四
七
件
を
数
え
、
そ
の
後
の
二
一
年
度
、
二
二
年
度
は
そ
れ
ぞ

れ
三
七
件
、
三
四
件
と
推
移
し
て
お
り
、
今
後
も
高
い
申
請
件
数
が
予
想
さ
れ
る
。

七　

研
修
・
出
向
派
遣
公
募
制
度

職
員
の
能
力
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
外
部
研
修
等
で
本
人
が
希
望
申
請
し
た
研
修
に
は
、
そ
の
内
容
等
を
検

討
し
た
上
、
出
向
さ
せ
る
制
度
や
、
職
員
に
参
加
の
機
会
を
平
等
に
提
供
す
る
べ
き
と
判
断
し
た
研
修
は
、
公
募
と

い
う
方
法
で
全
職
員
に
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
た
。
制
度
創
設
以
来
、
毎
年
海
外
研
修
を
含
め
一
、
二
名
の
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。
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八　

五ご

く九
六ろ
ー

連
続
休
暇
制
度

五
九
六
連
続
休
暇
と
は
、
最
短
五
日
、
最
長
九
日
、
六
年
目
か
ら
五
年
ご
と
に
と
れ
る
連
続
休
暇
の
こ
と
で
あ
る
。

交
替
勤
務
で
働
く
職
員
か
ら
長
期
休
暇
が
な
か
な
か
取
得
で
き
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
海
外
旅
行
な
ど
に
行
け
る

程
度
の
長
期
連
続
休
暇
を
職
員
が
交
代
で
取
得
で
き
る
よ
う
職
場
単
位
で
協
力
し
、
計
画
的
に
取
得
す
る
こ
と
を
促

進
す
る
制
度
と
し
て
、
平
成
一
七
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
こ
の
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
職
員

が
長
期
休
暇
を
取
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
相
乗
効
果
へ
の
期
待
も
あ
っ
た
。

休
暇
の
仕
組
み
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
得
機
会
を
公
平
に
提
供
し
、
か
つ
天
竜
厚
生
会
全
体
と
し
て

休
暇
取
得
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
制
度
の
活
用
で
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の
機
会
を
増
や
し
、
仕

事
だ
け
で
は
な
く
人
生
の
充
実
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
た
。
そ
の
他
に
も
、
職
員
の
長
期
休
暇
取
得
を
通
じ

て
、
組
織
全
体
に
お
け
る
協
力
体
制
構
築
の
重
要
性
を
理
解
し
、
組
織
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
目
的
も
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
法
人
の
考
え
方
に
理
解
と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
制
度
の
適
用
範
囲
は
、
正
規
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ー

ト
職
員
も
対
象
範
囲
と
し
た
。
五
九
六
連
続
休
暇
の
利
用
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
や
有
給
休
暇
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
有
給
休
暇
の
取
得
推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

休
暇
取
得
率
は
、
平
成
一
七
年
度
は
全
体
の
四
〇
％
程
度
だ
っ
た
が
、
平
成
一
八
年
度
以
降
は
、
四
九
％
、
五
七
％
、

六
八
％
と
年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
も
制
度
へ
の
理
解
が
徐
々
に
浸
透
し
、
組
織
全
体
と
し

て
の
協
力
体
制
が
築
か
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
常
に
ご
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
福
祉
の

仕
事
に
お
い
て
、精
神
面
の
安
定
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
合
い
、心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
努
め
、
い
つ
も
笑
顔
で
ご
利
用
者
と
向
き
合
え
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
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九　

ノ
ー
残
業
デ
ー

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
は
、
勤
務
改
善
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
一
七
年
五
月
か
ら
実
施
し
た
。
毎
月

二
〇
日
以
前
の
金
曜
日
を
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と
し
、
終
業
時
間
が
き
た
ら
速
や
か
に
業
務
を
終
了
し
帰
宅
す
る
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

天
竜
厚
生
会
の
時
間
外
勤
務
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
昨
今
の
福
祉
諸
制
度
の
改
正
な

ど
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
要
求
や
、
新
た
な
事
業
展
開
に
よ
る
業
務
量
の
拡
大
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。過

度
の
時
間
外
勤
務
は
、
健
康
管
理
面
に
お
い
て
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
仕
事
・
家
庭
・
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
仕
事
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

健
全
経
営
へ
の
取
り
組
み

ご
利
用
者
が
安
心
し
て
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
地
域
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
、
職
員
が
安
心
し
て

継
続
的
に
働
け
る
た
め
に
は
、
法
人
の
健
全
経
営
が
基
盤
と
な
る
。
健
全
経
営
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
中

長
期
計
画
の
策
定
と
管
理
会
計
の
導
入
を
図
っ
た
。
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一　

中
長
期
計
画
の
策
定

（
一
） 

第
一
期
中
長
期
計
画
（
平
成
一
四
年
～
二
三
年
）

法
人
の
将
来
に
わ
た
る
健
全
経
営
と
変
動
す
る
社
会
福
祉
制
度
へ
の

対
応
の
た
め
、
平
成
一
四
年
度
を
ス
タ
ー
ト
年
と
し
た
平
成
二
三
年
ま

で
の
一
〇
年
間
の
計
画
を
「
天
竜
厚
生
会
中
長
期
計
画
」
と
し
て
策
定

し
た
。

計
画
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ⅰ
．
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
（
計
画
策
定
の
趣
旨
、
基
本
理
念
、
計

　
　

画
の
目
標
）

Ⅱ
．
天
竜
厚
生
会
を
取
り
巻
く
環
境
（
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
）

Ⅲ
．
天
竜
厚
生
会
の
現
状
と
課
題

Ⅳ
．
天
竜
厚
生
会
の
今
後
の
取
り
組
み
（
運
営
計
画
、
人
事
計
画
、
資
金
計
画
、
建
物
等
整
備
計
画
）

基
本
理
念
は
、
第
二
代
理
事
長
内
山
竹
蔵
の
胸
像
の
台
座
に
刻
ま
れ
て
い
る
〈
九
九
匹
は
み
な
帰
り
た
れ
ど
、
ま

だ
帰
ら
ぬ
一
匹
の
行
方
訪
ね
ん
〉
と
定
め
た
。

（
二
）
第
二
期
中
長
期
計
画
（
平
成
一
八
年
～
二
三
年
）　

第
一
期
中
長
期
計
画
策
定
か
ら
四
年
、
福
祉
制
度
は
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
、
そ
の
主
た
る
原
因
と
し
て
「
民

間
企
業
と
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
論
と
「
国
・
県
・
市
町
村
の
財
政
難
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
よ
り
、
当
法
人
と
し
て
も
第
一
期
中
長
期
計
画
の
う
ち
後
半
部
分
に
つ
い
て
根
本
的
に
見
直
す
必
要
に

内山竹蔵翁胸像
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迫
ら
れ
、
平
成
一
八
年
に
「
第
二
期
中
長
期
計
画
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
期
中
長
期
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
障
が
い
者
・
雇
用
支
援
事
業
部
門

一
〇
施
設
あ
る
障
が
い
者
関
係
施
設
は
、
新
体
系
に
合
わ
せ
て
施
設
の
再
編
成
と
統
廃
合
（
定
員
変
更
や
各
施

設
間
の
ご
利
用
者
の
移
行
等
）
を
行
う
。
二
〇
〇
名
以
上
の
ご
利
用
者
が
地
域
移
行
の
対
象
と
見
込
ま
れ
る
た
め
近

隣
地
域
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
新
た
に
設
置
し
、
住
ま
い
の
場
と
す
る
。

②
高
齢
者
支
援
事
業
部
門

ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
個
室
化
の
推
進
、
建
て
貸
し
方
式
等
の
新
た
な
事
業
モ
デ
ル
の
検

討
、
浜
松
市
北
遠
地
区
で
の
福
祉
事
業
の
展
開
、
人
材
育
成
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等
に
取
り
組
む
。

③
子
育
て
支
援
事
業
部
門

同
一
エ
リ
ア
の
保
育
所
が
有
機
的
に
事
業
連
携
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
新
た
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。
ま

た
、
地
域
の
専
門
支
援
機
関
と
し
て
他
機
関
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

④
医
療
保
健
事
業
部
門

施
設
ご
利
用
者
の
重
度
化
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
、
入
院
期
間
短
縮
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
新
診
療
所
を
創
設

す
る
。
ま
た
、
老
人
保
健
施
設
は
、
家
庭
復
帰
支
援
と
重
介
護
利
用
者
対
応
の
二
極
の
役
割
を
担
っ
て
事
業
展
開
す

る
。　

⑤
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

専
門
職
員
（
ス
ポ
レ
ク
指
導
員
・
音
楽
療
法
士
）
の
各
施
設
や
関
係
機
関
へ
の
派
遣
、
福
祉
教
育
・
実
習
の
受

け
入
れ
拡
大
、
研
修
室
等
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
の
自
主
事
業
開
発
、
食
事
提
供
体
制
の
見
直
し
を
行
う
。
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⑥
事
業
部
門
共
通

ご
利
用
者
満
足
度
の
把
握
、
全
部
署
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
、
積
極
的
な
情
報
公
開
、
職
員
満
足
度
の
向
上
な

ど
を
促
進
す
る
。

⑦
間
接
部
門

間
接
部
門
の
業
務
分
掌
見
直
し
、
財
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
の
共
有
化
・

ス
ピ
ー
ド
化
、
職
員
研
修
の
充
実
を
図
る
。

⑧
建
物
等
整
備
計
画

新
診
療
所
の
創
設
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
整
備
、
保
育
所
の
増
改
築
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
、
身
体
障
害

者
療
護
施
設
の
移
転
改
築
を
行
う
。

（
三
）
中
期
経
営
計
画
（
平
成
二
一
年
～
二
五
年
）

平
成
二
一
年
に
は
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
制
度
改
正
等
に
対
応
す
べ
く
、
今
後
五
年
間
に
な
す
べ
き
大
き
な

施
策
を

｢

中
期
経
営
計
画
」
と
し
て
策
定
し
た
。
策
定
に
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

中
期
経
営
計
画
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ⅰ
．
天
竜
厚
生
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）

Ⅱ
．
天
竜
厚
生
会
職
員
の
働
く
喜
び

Ⅲ
．
中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
（
五
年
後
の
法
人
の
姿
）

Ⅳ
．
中
期
法
人
経
営
テ
ー
マ
と
具
体
的
施
策

Ⅴ
．
中
期
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
テ
ー
マ
と
具
体
的
施
策
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Ⅵ
．
中
期
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
テ
ー
マ
と
具
体
的
施
策

Ⅶ
．
新
改
築
等
整
備
計
画  

計
画
で
は
、
五
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
未
来
像
）
を
掲
げ
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
到
達
す
る
た
め
の
テ
ー
マ
と
五
年
間
に

実
施
す
べ
き
具
体
的
施
策
を
表
わ
し
た
。
ま
た
、
Ⅱ
．｢

天
竜
厚
生
会
職
員
の
働
く
喜
び
」
で
は
、
働
く
喜
び
を
持

つ
た
め
の
五
ヶ
条
を
掲
げ
、
ご
利
用
者
も
職
員
も
、
よ
り
満
足
で
き
る
天
竜
厚
生
会
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
さ
ら 

に
、  

Ⅶ
．「
新
改
築
等
整
備
計
画
」
で
は
五
年
間
の
計
画
に
加
え
、  

平
成
五
五
年
（
三
五
年
後
）
ま
で
の
費
用
と
財
源 

を
、
お
お
ま
か
に
推
計
し
た
。

NO

中
期
経
営
テ
ー
マ

重
要
性
（
理
由
づ
け
）

具
体
的
施
策
（
５
年
間
に
す
べ
き
こ
と
）

主
担
当
部
署

年
度

21

22

23

24

25

1

総
合
力
・
相
乗
効
果
（
地

域
と
事
業
）
を
生
か
し
た

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提

供

大
規
模
法
人
と
し
て
の
機
能

を
生
か
し
、
ご
利
用
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

①
気
軽
に
相
談
で
き
る
法
人
独
自
の
「
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

②
在
宅
か
ら
看
取
り
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立

③
ご
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
財
産
に
関
す
る
安
心
プ
ラ
ン
構
築
（
信
託
な
ど
）｝

サ
ー
ビ
ス
事
業
部

○
○

2

高
い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
可
能
と
す
る
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
充
実

こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
推
進
強
化

②
業
務
改
善
の
継
続
的
実
施

③
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
効
率
化
推
進

経
営
企
画
室

経
営
企
画
室

財
務
部

○○　

　　○

3

本
部
以
外
の
中
核
事
業
地

域
で
の
積
極
的
事
業
展
開

本
部
周
辺
だ
け
で
な
い
中

核
地
域
を
つ
く
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
密
着
度
を
高
め
る
。 ①

中
核
事
業
地
域
の
実
施
事
業
の
決
定

②
ド
ミ
ナ
ン
ト
効
果
を
生
か
し
た
事
業
展
開

③
事
業
進
出
・
撤
退
基
準
書
作
成
と
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
推
進

｝

経
営
企
画
室

○
○

○

4

福
祉
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ

し
た
先
駆
的
・
開
拓
的
事

業
推
進

福
祉
ニ
ー
ズ
に
は
、
制
度
上

の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
達
成

で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

①
制
度
で
達
成
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し

②
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
方
策
の
検
討
・
実
施

③
新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

｝

各
事
業
部

○
○

○
○

○

5

天
竜
厚
生
会
の
専
門
的
人

材
や
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
様
々
な
対
外
的

事
業
展
開

外
部
と
の
連
携
・
協
力
は
、

法
人
の
成
長
に
つ
な
が
る
。

①
他
企
業
・
他
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
展
開

②
福
祉
研
修
の
充
実
・
活
性
化

③
学
生
の
実
習
の
積
極
的
受
け
入
れ

④
海
外
と
の
交
流
推
進

各
事
業
部

サ
ー
ビ
ス
事
業
部

サ
ー
ビ
ス
事
業
部

総
務
部

○○○　

○○○○

○○○○

○　　○

○　　　

6

稼
働
率
が
高
い
、
競
争
力

の
あ
る
施
設
づ
く
り

ご
利
用
者
満
足
を
得
て
、

30
年
後
も
安
定
的
に
経
営

で
き
る
よ
う
に
。

①
稼
働
率
意
識
の
向
上
と
稼
働
率
管
理
の
徹
底

②
ご
利
用
者
に
選
ば
れ
る
施
設
づ
く
り

③
最
高
レ
ベ
ル
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

｝

各
事
業
部

○
○

○
○

○

中期法人経営テーマと具体的施策　抜粋
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二　

管
理
会
計
の
導
入

介
護
保
険
法
の
施
行
や
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
等
に
よ
る
社
会
福
祉
諸
制
度
の
変
革
に
よ
っ
て
国
民
の
福

祉
に
対
す
る
意
識
は
変
化
し
、
ま
た
規
制
緩
和
に
よ
る
市
場
競
争
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻

く
環
境
は
激
変
し
た
。
従
来
、措
置
制
度
の
も
と
、画
一
的
な
「
運
営
」
を
求
め
ら
れ
て
い
た
社
会
福
祉
法
人
も
、「
経

営
」
の
時
代
を
迎
え
、そ
こ
に
は
民
間
企
業
と
同
様
な
管
理
会
計
の
考
え
方
に
基
づ
く
経
営
管
理
が
必
要
と
な
っ
た
。

会
計
は
大
き
く
「
制
度
会
計
」
と
「
管
理
会
計
」
に
分
け
ら
れ
る
。
制
度
会
計
と
は
会
計
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

決
算
書
を
作
成
し
、
利
害
関
係
者
に
対
し
て
法
人
の
活
動
実
績
を
報
告
す
る
た
め
の
会
計
で
あ
る
。
一
方
、
管
理
会

計
と
は
、
法
人
経
営
者
に
対
し
て
必
要
な
会
計
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
会
計
で
あ
る
。

当
法
人
で
は
、
平
成
一
五
年
に
管
理
会
計
を
導
入
し
、
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
ま
た
予
算
制
度
の

仕
組
み
と
、
経
営
管
理
者
の
視
点
に
お
い
て
必
要
と
な
る
会
計
情
報
を
集
約
し
た
経
営
成
績
表
を
作
成
し
た
。
二
年

目
は
、
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
み
、
業
績
管
理
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
の
サ
イ
ク
ル
を
月
次

と
考
え
、
月
次
管
理
に
向
け
て
の
流
れ
を
構
築
し
た
。

三
年
目
以
降
も
、
管
理
会
計
の
精
度
を
高
め
、
現
在
は
月
次
管
理
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

当
法
人
の
顧
問
公
認
会
計
士
の
ご
指
導
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
制
度
会
計
上
や
管
理
会
計
上

で
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
当
法
人
の
会
計
レ
ベ
ル
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

当
法
人
に
は
、
現
在
五
〇
以
上
の
建
物
が
あ
り
、
す
べ
て
の
建
物
を
建
て
替
え
た
り
大
規
模
な
修
繕
を
し
た
り

す
る
た
め
に
、
安
定
し
た
収
入
の
確
保
（
稼
働
率
管
理
）
や
利
益
管
理
、
収
入
の
六
割
を
占
め
る
人
件
費
管
理
な
ど

を
、
管
理
会
計
で
経
年
管
理
・
年
次
管
理
・
月
次
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
は
安
定
的
な
経
営
が
で
き
て

い
る
が
、
今
後
の
制
度
変
更
に
よ
る
収
入
の
変
動
、
当
法
人
の
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者
数
の
変
動
、
平
均
勤
続
年
数
の
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上
昇
に
よ
る
人
件
費
の
増
大
な
ど
、
多
く
の
不
安
要
素
も
存
在
す
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ご
利
用
者
が
安
心
し
て
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
地
域
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
、

さ
ら
に
職
員
が
安
心
し
て
継
続
的
に
働
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
経
営
を
計
数
的
に
捉
え
る
管
理
会
計
の
必
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

三　

資
材
調
達
手
法
の
変
更

天
竜
厚
生
会
の
収
益
事
業
の
歴
史
は
、
昭
和
二
五
年
、
当
法
人
が
団
体
を
設
立
し
た
時
期
ま
で
遡
る
。
昭
和
二

七
年
に
組
織
変
更
し
た
と
こ
ろ
か
ら
定
款
に
定
め
、
以
後
五
〇
年
以
上
に
わ
た
り
法
人
内
外
に
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。当

法
人
が
今
日
ま
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
順
調
に
展
開
で
き
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
収
益
事
業
の
功
績
が

多
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
諸
制
度
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
従
来
の

収
益
事
業
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
一
六
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
及
び
今
後
の
方
向
性
を
鑑
み

て
、
従
来
の
事
業
展
開
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
、
平
成
一
七
年
度
よ
り
、
法
人
内
施
設
等
へ
の
販
売
を

廃
止
し
た
。
収
益
事
業
を
担
っ
て
い
た
部
署
（
事
業
課
）
は
、
施
設
へ
必
要
物
品
を
直
接
調
達
す
る
部
署
（
資
材
調

達
課
）
へ
と
組
織
変
更
し
た
。
ま
た
資
材
調
達
方
法
と
し
て
は
、
資
材
仕
入
れ
に
か
か
る
コ
ス
ト
等
の
削
減
、
業
務

の
合
理
化
を
図
る
目
的
で
、当
時
急
速
に
普
及
し
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
仕
組
み
を
新
た
に
採
用
し
た
。

今
後
は
、
さ
ら
な
る
有
益
な
活
用
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
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サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
へ
の
取
り
組
み

一　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
平
成
一
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
取
得
に
あ
た
っ
て
、
全

て
の
事
業
で
取
得
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
三
年
間
で
達
成
す
る
こ
と
の
二
つ
は
先
決
事
項
で
あ
っ
た
が
、
全
部
署
の

認
証
を
ど
の
よ
う
に
取
得
し
て
い
く
か
は
当
初
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本
規
格
研
究
所
）
を
加

え
て
の
議
論
の
末
、
初
年
度
に
保
育
所
、
次
年
度
に
高
齢
者
施
設
、
最
終
年
度
に
障
が
い
者
施
設
を
含
め
た
そ
の
他

の
施
設
で
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
に
決
定
し
た
。
初
年
度
に
保
育
所
を
選
ん
だ
理
由
は
、
当
時
一
一
ヶ
所
あ
っ
た
保

育
所
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
ほ
ぼ
同
様
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
の
目
的
は
、
顕
在
的
に
は
「
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
」「
サ
ー

ビ
ス
の
差
別
化
」「
組
織
力
の
強
化
」
で
あ
っ
た
が
、
長
い
措
置
費
時
代
を
通

じ
て
、
福
祉
の
世
界
で
サ
ー
ビ
ス
を
語
る
場
合
「
主
観
的
、
情
緒
的
」
傾
向
に

流
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
「
客
観
的
、
論
理
的
」
に
語
れ
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
、
と
い
う
の
が
天
竜
厚
生
会
職
員
の
潜
在
的
な
理
由
と
な
っ
て
い

た
。取

得
へ
の
取
り
組
み
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
委
員
会
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
推
進

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
当
時
の
常
務
理
事
を
は
じ
め
と
し
た
経
営
幹
部
、
企

画
調
整
課
、子
育
て
支
援
課
及
び
保
育
所
の
園
長
一
一
名
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー

保育所全てがＩＳＯ認証取得
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は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
月
に
二
回
の
指
導
を
受
け
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
勉
強
と
当
法
人
保
育
所
の
仕
事
の
仕
組
み
の

構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
は
、規
格
要
求
事
項
の
「
記
録
を
確
実
に
す
る
」
等
の
難
解
な
日
本
語
と
、「
レ
ビ
ュ
ー
、

プ
ロ
セ
ス
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
等
の
カ
タ
カ
ナ
語
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
指
導
の
後

に
は
必
ず
小
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
確
実
に
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
並
行

し
て
、
内
部
監
査
員
の
養
成
も
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
平
成
一
五
年
の
初
夏
に
、
一
一
ヶ
所
全
て
の
保
育
所
で
の
認
証
取
得
を
達
成
し
た
が
、

こ
の
時
に
は
既
に
高
齢
者
施
設
の
取
得
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
始
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
三
年
後
の
平
成
一
七
年
の
夏
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
当
法
人
の
全
て
の
部
署
が
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、当
法
人
の
仕
事
の
仕
組
み
は
、全
体
を
束
ね
る
「
品
質
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
と
、
各
部
門
の
業
務
を
記
述
し
た
六
つ
の
「
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
互
い
の
部
署
を
チ
ェ
ッ

ク
し
あ
う
内
部
監
査
シ
ス
テ
ム
も
完
成
し
た
。

当
法
人
が
認
証
取
得
を
計
画
ど
お
り
に
達
成
で
き
た
要
因
と
し
て
は
、
①
全
て
の
役
職
員
の
協
力
が
得
ら
れ
た

こ
と
、
②
取
得
し
や
す
い
保
育
所
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
理
解
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
で
、
高
齢
・

障
が
い
・
医
療
・
給
食
・
研
修
と
難
易
度
の
高
い
も
の
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
③
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
既
に
で
き
て
い
た
こ
と
、
④
担
当
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
質
が
高
か
っ
た

こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
法
人
が
こ
の
時
期
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
取
り
組
ん
だ
意
義
と
し
て
は
、
①
管
理

部
門
を
含
め
た
法
人
全
体
の
仕
事
の
仕
組
み
が
構
築
で
き
た
こ
と
、
②
仕
事
の
進
め
方
の
共
通
基
盤
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
考
え
方
を
全
職
員
に
普
及
で
き
た
こ
と
、
③
事
業
部
ご
と
に
分
離
し
て
い
た
仕
事
の
仕
組
み
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
う
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共
通
言
語
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
後
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
お
け
る
継
続
的
改
善
の
志
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
改
善
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
、
主
に
シ
ス
テ
ム
の
軽

量
化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
様
々
な
提
案
・
改
善
が
実
施
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
」
は
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
の
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
お
い
て
、
そ
の

理
念
を
具
体
化
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
公
正
・
中
立
な
第
三
者
評
価
機
関
が
専
門
的
か
つ
客
観
的
な
立
場
か
ら
評

価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
促
進
し
、
併
せ
て
ご
利
用

者
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

第
三
者
評
価
を
受
け
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
評
価
の
過
程
や
結
果
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
運
営
面
に
つ
い

て
の
良
い
点
や
改
善
点
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
組
織
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
し
て
い
く
た
め
の
道
筋
が
見

え
、具
体
的
な
改
善
策
が
立
て
や
す
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、ご
利
用
者
と
そ
の
ご
家
族
や
地
域
の
方
々
に
サ
ー

ビ
ス
情
報
を
提
供
で
き
、
事
業
者
と
し
て
の
日
頃
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が
可
能
に
な
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
各
施
設
が
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
や
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
な
ど

の
評
価
機
関
の
評
価
を
受
け
て
き
た
。
評
価
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
し
て
、

自
己
評
価
を
行
い
、
評
価
調
査
者
が
事
前
に
聞
き
取
り
や
訪
問
を
し
、「
理
念
や
基
本
方
針
」「
経
営
状
況
の
把
握
」
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「
人
材
の
確
保
・
養
成
」「
安
全
管
理
」「
地
域
と
の
交
流
と
連
携
」「
利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
等
の
約
一
〇

〇
項
目
を
調
査
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
段
階
評
価
が
行
わ
れ
た
。
評
価
結
果
は
、
静
岡
県
と
評
価
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

当
法
人
の
受
審
状
況
は
、
平
成
一
六
年
度
が
二
保
育
所
、
平
成
一
七
年
度
が
九
保
育
所
と
二
障
が
い
者
施
設
、
平

成
一
八
年
度
が
二
障
が
い
者
施
設
、
平
成
一
九
年
度
が
二
保
育
所
と
一
救
護
施
設
、
平
成
二
〇
年
度
が
一
障
が
い
者

施
設
、
平
成
二
一
年
度
が
一
障
が
い
者
施
設
で
、
合
計
二
〇
施
設
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
部
の
専
門
的
か
つ
客

観
的
な
視
点
で
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

三　

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
は
、介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
利
用
者
本
位
」「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」

「
利
用
者
に
よ
る
選
択
（
自
己
決
定
）」
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
ご
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
、
必
要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
す
べ
て
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

も
と
も
と
介
護
保
険
制
度
に
は
、
ご
利
用
者
の
選
択
行
為
を
通
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
仕

組
み
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
事
業
者
が
提
供
す
る
情
報
に
偏
り
が
あ
っ
た
り
、
ご
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
充
分
に
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
等
は
、
ほ
と
ん
ど
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
の
情
報
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
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こ
の
公
表
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
が
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
、
各
種
情
報
を
公
正
・
中
立
な
第

三
者
（
県
指
定
の
調
査
機
関
）
が
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ご
利
用
者
と
そ
の
ご
家
族
等
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
等
の
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
何
時
で
も
誰
で
も
公
表
さ
れ
る
情
報
は
全
て
自
由
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
あ
る
全

て
の
事
業
所
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
情
報
を
も
と
に
比
較
・
検
討
し
、
事
業
所
を
主
体
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
ご
家
族
を
は
じ
め
、
介
護
支
援
専
門
員
や
介
護
相
談
員
な
ど
と
同
じ
情
報
を
共
有
で
き
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
お
け
る
相
談
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

天
竜
厚
生
会
に
お
い
て
も
、
現
在
一
六
拠
点
の
八
六
事
業
が
毎
年
一
回
の
調
査
を
受
け
情
報
を
公
表
し
て
い
る
。

四　

利
用
者
満
足
度
調
査
の
実
施

天
竜
厚
生
会
で
は
、
毎
年
定
期
的
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
八
．
二
．
一
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
満
足
」

に
基
づ
き
、
利
用
者
満
足
度
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
仕
事
の
仕
組
み
）

の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
、
ご
利
用
者
が
要
求
事
項
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
の
情
報
を
入
手
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
法
人
の
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
ま
た
は
ご
家
族
を
対
象
に
、
各
事
業
所
に

よ
る
手
渡
し
や
郵
送
等
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、「
職

員
の
挨
拶
」「
言
葉
遣
い
や
態
度
」「
電
話
対
応
」「
支
援
方
法
や
介
護
技
術
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
」「
個
人
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情
報
保
護
」「
施
設
の
衛
生
状
況
」「
ご
利
用
者
の
衛
生
面
」「
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
八
～
一
一
項
目
を 

設
け
、
さ
ら
に
ご
意
見
や
ご
要
望
の
自
由
回
答
欄
も
設
け
て
い
る
。

調
査
は
、
二
～
三
ヶ
月
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
、
回
収
、
集
計
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
と
し
て
の
回
答
を
文
書
と
し
て
作
成
し
、
施
設
内
掲
示
な
ど
に
よ
り
ご
利
用
者
や

ご
家
族
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。
ご
意
見
・
ご
要
望
や
評
価
の
低
い
項
目
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
回
答
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
会
議
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
ご
利
用
者
等
の
意
向
、
満
足
度
等
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
た

内
容
を
必
ず
記
録
に
残
し
て
い
る
。
単
に
周
知
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
改
善
の
た
め
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
等
へ
反
映
さ
せ
て
い
る
。

五　

行
動
制
限
廃
止
に
関
わ
る
基
本
事
項
の
制
定

平
成
一
二
年
度
に
介
護
保
険
法
が
制
定
さ
れ
、
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
ご
利
用
者
へ
の
身
体
拘
束
が
禁
止
さ

れ
た
。
身
体
拘
束
は
、
ご
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
根
本
か
ら
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
ご
利
用
者
の
人

権
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
竜
厚
生
会
で
は
平
成
一
三
年
度
に
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
。
平
成
一
四
年
度
に
「
行
動
制
限
廃
止
に
関
わ
る
基
本
事
項
（
通
知
）」（
平
成
一
七
年
度
に
改
正
）

を
作
成
し
、介
護
保
険
施
設
に
限
ら
ず
、当
法
人
が
経
営
す
る
全
て
の
施
設
が
行
動
制
限
廃
止
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

介
護
保
険
指
定
基
準
の
身
体
拘
束
禁
止
規
定
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、当
該
入
所
者
（
利
用
者
）
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又
は
他
の
入
所
者
（
利
用
者
）
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
身
体
的

拘
束
そ
の
他
入
所
者
（
利
用
者
）
の
行
動
を
制
限
す
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
し
て
い
る
。

当
法
人
と
し
て
の
行
動
制
限
の
定
義
は
、
職
員
が
ご
利
用
者
へ
生
活
支
援
す
る
際
に
、
ご
利
用
者
の
意
思
に
反

し
て
身
体
的
な
行
動
を
制
限
す
る
行
為
と
し
た
。
判
断
能
力
の
あ
る
ご
利
用
者
が
安
全
を
図
る
、
生
活
の
幅
を
広
げ

る
な
ど
の
た
め
に
、
身
体
的
な
行
動
制
限
を
希
望
す
る
場
合
は
、
行
動
制
限
の
定
義
か
ら
外
す
が
、「
本
人
の
意
思

に
よ
る
行
動
制
限
に
関
す
る
説
明
書
」
に
記
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

行
動
制
限
廃
止
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
緊
急
や
む
を
得
ず
、
行
動
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、

書
面
に
て
そ
の
必
要
性
や
内
容
を
明
記
し
、
ご
家
族
の
了
解
を
得
る
と
と
も
に
、
施
設
長
及
び
事
業
部
長
の
承
認
を

必
要
と
し
て
い
る
。
施
設
が
一
丸
と
な
り
、
職
員
全
員
が
共
通
の
意
識
を
持
ち
、
ご
利
用
者
に
つ
い
て
繰
り
返
し
確

実
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
転
倒
や
転
落
等
の
事
故
が
発
生
し
に
く
い
環
境
を
整
備
し
、
柔
軟

な
応
援
体
制
を
確
保
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
過
程
で
提
起
さ
れ
た
様
々
な
問
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り

質
の
高
い
生
活
支
援
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

六　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

福
祉
施
設
が
「
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
」
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
、
ご
利
用
者
の
権
利
意
識
が
高
揚
し
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
事
故
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
ご
利

用
者
の
安
全
や
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
る
こ
と
か
ら
、
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
被
害
や
損
害
を
最
小

限
に
留
め
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
組
織
全
体
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
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天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
一
二
年
度
の
「
事
故
防
止
要
綱
」（
平
成
一
五
年
度
に
「
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と

し
て
改
正
）
の
策
定
を
皮
切
り
に
、
平
成
一
三
年
度
に
は
「
苦
情
検
討
委
員
会
運
営
要
綱
」
及
び
「
苦
情
マ
ニ
ュ
ア

ル
」（
平
成
一
五
年
度
に
「
苦
情
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
改
正
）、
平
成
一
五
年
度
に
は
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
員
会
運
営
要
綱
」
及
び
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、
平
成
一
七
年
度
に
は
「
捜
索
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
改
正
し
た
「
行
方
不
明
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
リ
ス
ク
関
連
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
て
き
た
。
平
成
一
八

年
度
は
事
故
と
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
統
合
し
た
「
事
故
・
ヒ
ヤ
リ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

し
た
。
よ
り
現
実
的
で
取
り
組
み
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
が
中
心
に
な
り
、
常

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
評
価
・
見
直
し
を
図
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
周
知
徹
底
及
び
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
の
意
義
は
、
当
法
人
に
お
け
る
ご
利
用
者
の
安
全
や
安
心
、
権
利
を
保
障
し
、

健
全
な
事
業
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
し
て
責
任
を
自
覚
し
、
当
法
人
が
行
う

諸
活
動
に
被
る
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備
と
そ
の
活
動
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。

七　
「
個
人
情
報
管
理
手
引
書
」
と
「
個
人
情
報
管
理
規
程
」

平
成
一
五
年
五
月
に
「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
平
成
一
七
年
四
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
大
量
の
個
人
情
報
の
処
理
が
可
能
に
な
り
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
、
不
正
利

用
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
社
会
的
な
不
安
の
高
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
法
律
は
、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権
利
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
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の
た
め
に
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
対
し
て
、
遵
守
す
べ
き
項
目
を
定
め
、
個
人
情
報
が
み
だ
り
に
利
用
・

提
供
さ
れ
る
こ
と
や
、
漏
え
い
を
防
止
し
て
い
る
。

特
に
、
福
祉
や
医
療
に
携
わ
る
事
業
者
は
、
他
人
で
は
容
易
に
知
り
得
な
い
多
数
の
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
詳

細
な
個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
適
正
な
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
医

療
関
係
事
業
者
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
福
祉
関
係
事
業
者
に
お
け

る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
よ
り
厳
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。天

竜
厚
生
会
と
し
て
も
、
ご
利
用
者
の
個
人
情
報
へ
の
適
切
な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
個
人
情
報

管
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
に
、「
個
人
情
報
管
理
手
引
書
」
の
第
一
版
を
発
効
し
、
全
施
設
、

全
部
署
に
配
布
し
た
。
当
法
人
に
勤
務
す
る
す
べ
て
の
職
員
は
、
こ
の
手
引
書
に
従
い
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
手
引
書
で
は
、
当
法
人
の
個
人
情
報
保
護
方
針
や
利
用
目
的
等
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
掲
示
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
外
部
へ
公
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
一
年
三
月
一
日
に
は
、
個
人
情
報
管
理
委
員
会
に
お
い
て
内
容
を
一
部
見
直
し
、「
個
人
情
報

管
理
規
程
」
と
し
て
再
発
効
し
た
。
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八　

公
益
通
報
者
保
護
規
程

近
年
、
国
民
の
安
全
や
安
心
を
損
な
う
よ
う
な
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
い
だ
た
め
、
消
費
者
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
の
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
が
食
品
の
偽
装
表
示
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
業
所
内
部
か
ら
の
通
報
を
契
機
と
し
て
明
る
み
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
法
令
違
反
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
消
費
者
等
の
利
益
を
害
す
る
法
令
違
反
の
是
正
の
た
め

の
通
報
は
正
当
な
行
為
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
通
報
を
ど
の
よ
う
に
行
え

ば
解
雇
等
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
公
共
の
利
益
を
目
的
と
し
て
通
報
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
労
働
者
が
解
雇
等
の
不
利
益
な

取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
通
報
者
保
護
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
よ

る
国
民
の
生
命
や
身
体
の
保
護
、
消
費
者
の
利
益
保
護
等
に
関
わ
る
法
令
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
、
公
益
通
報
者

保
護
法
が
平
成
一
六
年
六
月
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
天
竜
厚
生
会
に
お
い
て
も
ご
利
用
者
の
利
益
保
護
を
目
的
と
し
た
職
員
の
通
報
を
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
う
か
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
ル
ー
ル
が
必
要
と
な
り
、「
公
益
通
報
者
保
護
規
程
」（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一

日
付
）
を
策
定
し
た
。

本
規
程
に
お
い
て
は
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
通
報
の
要
件
や
保
護
の
内
容
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
法
人
が
と

る
べ
き
措
置
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
職
員
か
ら
の
通
報
内
容
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
法
令
違
反
行
為
に
該
当

す
る
の
か
が
問
題
で
あ
り
、
確
認
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
調
査
チ
ー
ム
を
編
成
し
解
決
に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
法
人
内
部
だ
け
で
は
解
決
困
難
な
場
合
に
は
当
法
人
の
顧
問
弁
護
士
に
調
査
チ
ー
ム
へ
の
参
加
を
求
め
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
迅
速
に
解
決
で
き
る
も
の
と
し
た
。
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九　

法
令
遵
守
規
程

「
介
護
保
険
法
及
び
老
人
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
二
一
年
五
月
一
日
付
け
で
施
行
さ
れ
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
不
正
行
為
を
未
然
に
防
止
し
、
介
護
事
業
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
、
法
令
遵
守
に
係

る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
係
る
届
出
も
求
め
ら
れ
、
不
正

行
為
の
有
無
等
を
確
認
す
る
た
め
の
事
業
者
の
本
部
等
に
対
す
る
立
入
検
査
権
の
創
設
、
不
正
事
業
者
に
よ
る
処
分

逃
れ
の
対
策
な
ど
の
法
律
改
正
が
行
わ
れ
た
。

天
竜
厚
生
会
で
は
、
日
頃
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、
法
令
等
（
関
係

法
令
及
び
当
法
人
の
定
款
、
規
則
等
）
の
遵
守
に
係
る
業
務
執
行
状
況
の
監
査
に
つ
い
て
は
、
法
人
監
事
監
査
を
は

じ
め
、
法
人
内
部
監
査
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
内
部
監
査
を
毎
年
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。
当
法
人
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
数
が
二
〇
以
上
一
〇
〇
未
満
で
あ
る
た
め
、
法
令
遵
守
責
任
者
の
選
任
と
「
法
令
遵
守
規
程
」
を
整
備
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

法
令
遵
守
規
程
は
、
日
常
の
業
務
運
営
に
あ
た
り
、
法
令
を
遵
守
す
る
た
め
の
注
意
事
項
や
標
準
的
な
業
務
プ

ロ
セ
ス
等
を
記
載
し
た
も
の
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
は
、
各
法
令
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
が
、
法
令
を

遵
守
す
る
取
り
組
み
自
体
を
明
文
化
し
た
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
限
ら
ず
、
当
法
人
が
経

営
す
る
事
業
全
体
の
法
令
遵
守
規
程
を
策
定
し
た
。

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
で
策
定
し
た
法
令
遵
守
規
程
の
概
要
は
、
第
一
章
の
「
総
則
」
で
は
規
程
整

備
に
係
る
意
義
と
目
的
、
用
語
の
定
義
、
法
令
遵
守
責
任
者
の
選
任
等
、
第
二
章
の
「
法
令
遵
守
の
監
査
」
で
は
定

期
的
な
監
査
の
実
施
、
第
三
章
の
「
法
令
遵
守
の
管
理
」
で
は
日
頃
の
組
織
的
な
取
り
組
み
、
第
四
章
の
「
法
令
遵

守
の
強
化
」
で
は
法
令
遵
守
を
徹
底
す
る
観
点
か
ら
組
織
の
機
能
を
高
め
る
取
り
組
み
を
規
定
し
て
い
る
。
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法
人
・
職
員
の
資
質
向
上
へ
向
け
て

一　

職
員
研
修
の
充
実

人
材
育
成
は
、
ど
の
企
業
に
あ
っ
て
も
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
団
塊
世
代
の
大
量
離
職
を
迎
え
た
多
く
の
企
業
は
、
次
世
代
の
若
い
担
い
手
を
採
用
す
る
と
同

時
に
、
そ
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
人
材
は
「
人
財
」
と
も
い
わ
れ
、
企
業
の
業
績
を
左
右
す
る
優
秀
な
社
員

に
す
る
た
め
に
、
研
修
体
系
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
を
計
画
的
に
実
施
・
効
果
検
証
し
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
成
熟
さ
せ
、
短
期
間

で
育
成
し
て
い
る
。　

天
竜
厚
生
会
に
お
い
て
は
、
様
々
な
研
修
や
講
座
を
開
催
し
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

非
正
規
職
員
の
増
加
や
団
塊
世
代
退
職
の
影
響
か
ら
、
中
堅
層
の
職
員
減
少
等
の
理
由
で
、
現
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導

力
の
低
下
や
指
導
リ
ー
ダ
ー
不
足
が
危
惧
さ
れ
て
き
た
。
採
用
時
か
ら
一
貫
し
た
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し 

て
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
総
務
部
が
中
心
と
な
り
、
職
員
が
確
実
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
組
み
と
内
容
を
立

案
作
成
し
、
研
修
内
容
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
だ
。

（
一
）
管
理
職
研
修

当
法
人
に
お
け
る
管
理
職
と
し
て
の
役
割
を
把
握
し
、
考
え
方
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
方
向
性
を
持

ち
福
祉
分
野
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
。
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平
成
二
二
年
度 

管
理
職
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日
程

研
修
項
目

研
修
内
容

五
月　

八
日

五
月
二
九
日

事
業
運
営
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

・
ビ
ジ
ョ
ン

○
機
能
的
な
組
織
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
事
業
計
画
の
関
連
性

○
各
事
業
部
の
「
事
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
独
自
性
」「
中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」「
中
期
経

営
テ
ー
マ
と
具
体
的
施
策
」
の
検
証

六
月
一
二
日

六
月
二
六
日

管
理
職
に
必
要
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル

○
組
織
に
お
け
る
管
理
職
の
役
割
と
ス
キ
ル

○
天
竜
厚
生
会
に
お
け
る
権
限
・
職
務
に
お
け
る
責
任

○
現
状
課
題
の
抽
出
と
解
決
策
の
立
案

七
月
一
〇
日

七
月
二
四
日

組
織
の
事
業
遂
行
に
際
し
、

付
与
さ
れ
る
べ
き
適
正
な

権
限
と
責
任

○
職
務
に
お
け
る
権
限
・
職
務
に
お
け
る
責
任

○
権
限
と
責
任
の
組
織
内
で
の
機
能

○
権
威
譲
渡
と
責
任
の
明
確
化
に
よ
る
組
織
の
活
性
化

八
月
二
一
日

八
月
二
八
日

天
竜
厚
生
会
に
お
け
る
組

織
規
程
の
意
味
と
役
割

○
組
織
規
程
及
び
下
位
規
程
の
各
条
文
の
理
解

○
組
織
規
程
と
法
人
に
お
け
る
他
諸
規
程
と
の
関
連
性

九
月
一
一
日

九
月
二
五
日

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
内
部
統
制
の
構
築

○
現
在
運
用
し
て
い
る
Q
M
S
を
有
効
利
用
し
た
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
導
入

一
〇
月　

九
日

一
〇
月
一
六
日

コ
ー
チ
ン
グ
の
応
用
（
職
場

で
の
事
例
に
基
づ
く
演
習
）
○
信
頼
を
築
く
・
リ
ス
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
・
質
問
の
ス
キ
ル
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ス
キ
ル
・

承
認
の
ス
キ
ル
・
勇
気
づ
け
の
ス
キ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ス
の
ス
キ
ル
・
挑
戦
す
る
ス
キ
ル

一
一
月
一
三
日

一
一
月
二
七
日

雇
用
・
労
働
管
理

○
経
営
幹
部
と
し
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
基
準
法

○
よ
く
あ
る
労
使
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
と
対
処
法

○
労
働
安
全
の
根
本

○
問
題
職
員
の
対
処
法

一
二
月
一
一
日

一
二
月
一
八
日

今
、
法
人
に
必
要
な
組
織

力

○
成
長
す
る
組
織
に
必
要
な
能
力

○
組
織
力
を
阻
害
す
る
要
因
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（
二
）
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
（
管
理
職
）
候
補
の
職
員
を
選
抜
し
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
ス
タ
ン
ス
や
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
、
業
務
改
善
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
材
養
成
に
力
点
を
置
い
た
。

外
部
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
年

間
を
通
じ
て
、
各
種
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
演
習
形
式
で
学

び
、
最
後
に
課
題
研
究
を
発
表
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

（
三
）
次
世
代
介
護
技
術
指
導
者
養
成
研
修

職
場
Ｏ
Ｊ
Ｔ
推
進
や
施
設
に
お
け
る
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り
、
職
員
全
体
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
指
導
者
養
成
に
取
り
組
ん
だ
。
最
初
に

介
護
知
識
・
技
術
の
自
己
力
量
の
現
状
把
握
（
日
本
福
祉
大
学
が
独
自
開
発
し
た
自
己

チ
ェ
ッ
ク
）
を
行
い
自
己
課
題
を
発
見
し
、
再
学
習
に
努
め
た
。
さ
ら
に
指
導
者
か
ら

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

研修項目 日数
オリエンテーション・天竜厚生会を

巡る環境
1

通信講座
経営戦略

3マーケティング
会計

リーダーとしての意識改革 1
経営戦略 1
マーケティング 1
業務改善とＣＳ 1
ロジカルシンキング 1
プレゼンテーション 1
職場リーダーとしてのマネジメント 1
収益力向上のための会計 1
リーダーシップ 1
経営課題研究 3
経営課題研究（発表会） 1

計 17介護技術指導者研修
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二
〇
〇
九
年
度 

介
護
技
術
指
導
者
養
成
研
修
（
四
月
〜
一
二
月
）

自
己
チ
ェ
ッ
ク
実
施
「
自
己
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施　

日
本
福
祉
大
学
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析

研
修
Ⅰ

午
前

「
介
護
技
術
診
断
」
を
実
施　

午
後

介
護
技
術
基
礎
研
修
を
実
施　
　

振
り
返
り

自
己
チ
ェ
ッ
ク
と
の
差
異
を
確
認
し
、
介
護
基
礎
技
術
に
つ
い
て
振
り
返
る　
　

事
前
課
題

事
前
課
題
の
作
成
（
作
文
）

研
修
Ⅱ

一
日
目

体
位
変
換
・
移
動
・
排
泄
介
助
に
つ
い
て
の
基
礎
技
術
・
知
識
確
認
、
指
導
者
と
し
て
の
知
識
確
認

二
日
目

右
記
、
三
項
目
の
指
導
法
に
つ
い
て
の
演
習

研
修
Ⅲ

一
日
目

清
潔
・
食
事
介
助
に
つ
い
て
の
基
礎
技
術
・
知
識
確
認
、
指
導
者
と
し
て
の
知
識
確
認

二
日
目

右
記
、
二
項
目
の
指
導
法
に
つ
い
て
の
演
習

施
設
間
交
換
研
修

目
的

他
施
設
を
知
り
、
現
施
設
に
お
け
る
業
務
改
善
に
活
用
す
る

目
標

各
施
設
に
お
け
る
前
向
き
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
把
握
す
る

報
告

三
日
間
の
研
修
後
、
研
修
結
果
お
よ
び
新
た
な
取
り
組
み
提
案
を
所
属
施
設
で
報
告
す
る

研
修
Ⅳ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

（
四
）
新
任
職
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

新
任
職
員
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
当
日
か
ぎ
り
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

職
員
が
時
間
を
掛
け
て
自
分
自
身
を
振
り
返
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
に
始
ま
り
、
研
修
当

日
の
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
事
後
レ
ポ
ー
ト
」、「
効
果
の
確
認
レ
ポ
ー
ト
」
ま
で
半
年
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
職
員
に
新
た
な
気
持
ち
を
促
す
研
修
へ
と
改
善
し
た
。
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二
〇
〇
九
年 

新
任
職
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

一　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

　
（
一
）
理
事
長
挨
拶
「
新
任
職
員
へ
の
期
待
」　

　
（
二
）
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
内
容
の
説
明

（
四
〇
分
）

二　
《
楽
し
か
っ
た
こ
と
》　

　
（
一
）
自
己
紹
介

　
（
二
）｢

楽
し
か
っ
た
こ
と｣

に
関
す
る
全
員
の
「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
読
み
比
べ

　
（
三
） 

自
身
の
「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
と
比
較
し
感
想
を
メ
モ

　
（
四
） 

意
見
交
換
し
、〈
気
づ
い
た
こ
と
〉
を
カ
ー
ド
に
記
入

（
五
〇
分
）

三　
《
戸
惑
っ
た
こ
と
》　

　
（
一
）｢

戸
惑
っ
た
こ
と｣
に
関
す
る
全
員
の
「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
読
み
比
べ　

　
（
二
） 

自
身
の
「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
と
比
較
し
感
想
を
メ
モ

　
（
三
） 

意
見
交
換
し
、〈
気
づ
い
た
こ
と
〉
を
カ
ー
ド
に
記
入

（
六
〇
分
）

四　
《
経
験
し
た
こ
と
》　

　
（
一
）｢

経
験
し
た
こ
と｣

に
関
す
る
全
員
の
「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
読
み
比
べ　

　
（
二
） 

自
身
の
「
事
前
レ
ポ
ー
ト
」
と
比
較
し
感
想
を
メ
モ

　
（
三
） 

意
見
交
換
し
、〈
気
づ
い
た
こ
と
〉
を
カ
ー
ド
に
記
入　

　
（
四
）〈
大
切
に
し
た
い
こ
と
①
〉
を
記
入
す
る　
　

 

　
　
　

※
各
テ
ー
マ
の
気
づ
き
の
中
か
ら
、
自
分
が
一
番
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
ひ
と
言
で
表
現
す
る

（
五
〇
分
）

五　
《
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

　
（
一
）
各
テ
ー
マ
「
楽
し
か
っ
た
こ
と
」、「
戸
惑
っ
た
こ
と
」、「
経
験
し
た
こ
と
」
に
関
す
る
気
づ
き
を
付
箋
に
書
き
出
す

　
（
二
）
模
造
紙
に
各
自
の
気
づ
き
を
貼
り
出
す　
　
　

　
　
　
　

①
各
自
の
気
づ
き
の
内
容
を
紹
介
す
る　

②
内
容
の
ま
と
め
か
た
を
各
グ
ル
ー
プ
で
相
談
す
る

　
（
三
）
司
会
者
が
各
グ
ル
ー
プ
の
内
容
の
特
徴
を
ま
と
め
る

　
（
四
）
受
講
者
の
中
か
ら
報
告
者
を
決
め
る

（
七
〇
分
）

六　

研
修
の
ま
と
め

　
（
一
）
報
告
者
が
各
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
（
模
造
紙
の
内
容
説
明
）

　
（
二
）
各
グ
ル
ー
プ
の
報
告
を
聞
き
、
各
自
の
〈
大
切
に
し
た
い
こ
と
①
〉
の
内
容
を
再
検
討
す
る 

　
（
三
） 〈
大
切
に
し
た
い
こ
と
②
〉
を
記
入
し
提
出
す
る

　
（
四
）「
事
後
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」
説
明

（
五
〇
分
）
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二　

新
任
職
員
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
作
成
・
実
施

新
任
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
取
り
組
み
と
し
て
「
新
任

職
員
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
平
成
一
八
年
四
月
発
足
し
た
。
介

護
技
術
力
を
つ
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
力
量
ア
ッ
プ
を
目
的
に
す
る
も
の
は
多

い
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
新
任
職
員
の
メ
ン
タ
ル
面
を
含
め
た
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
。

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、「
あ
い
さ
ん
」
が
主
人
公
で
、
一
年
間
を
通
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
四
月
に
入
社
し
た
主
人
公
が
、
様
々
な
体

験
を
通
し
て
成
長
し
て
い
く
様
子
を
新
任
職
員
は
自
分
自
身
に
重
ね
、
ワ
ー

ク
形
式
で
進
め
て
い
く
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
ご
と
に
大
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

一
六
の
ワ
ー
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
任
職
員
は
「
書
く
こ
と
」
を
通
し
て
「
考
え
る
こ
と
」
に
つ
な
げ
、サ
ポ
ー

ト
す
る
中
堅
職
員
は
、
新
任
職
員
の
思
い
を
「
受
容
す
る
」
場
を
持
つ
こ
と
で
、
一
年
か
け
て
適
切
に
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
年
に
四
回
、
新
任
職
員
、
サ
ポ
ー
ト
職
員
、
主
任
、
施
設
長
と
で
報
告
会
を
開
催
し
、
自

由
な
意
見
交
換
を
行
う
。

ま
た
、サ
ポ
ー
ト
職
員
に
よ
っ
て
大
き
な
ズ
レ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、「
指
導
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。

二
〇
年
度
は
、
試
験
的
に
五
ヶ
所
の
施
設
で
実
施
し
、
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
二
一
年
度
に

は
全
入
所
介
護
施
設
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、「
新
任
職
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」
に
つ
な
げ
、

新
任
職
員
と
指
導
す
る
職
員
が
と
も
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

新任職員ワークフブック作成
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三　

認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
・
実
践
者
研
修
の
開
催

平
成
一
五
年
六
月
に
厚
生
労
働
省
老
健
局
長
の
私
的
研
究
会
の
報
告
書
と
し
て
「
二
〇
一
五
年
の
高
齢
者
介
護
」

が
出
さ
れ
た
。
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
六
五
歳
以
上
に
な
る
二
〇
一
五
年
ま
で
に
実
現
す
べ
き
こ
と
が
提
示

さ
れ
、
そ
の
中
で
「
痴
呆
介
護
を
高
齢
者
介
護
の
標
準
と
す
る
」
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
た
。
平
成
一
三
年
度
か
ら

認
知
症
介
護
の
質
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
痴
呆
介
護
実
務
者
研
修
（
平
成
一
七
年
度
よ
り
内
容
が
見
直
さ
れ
、
認
知

症
介
護
実
践
者
研
修
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
と
改
称
）
が
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
を
実
施
主
体
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
立
案
・
企
画
か
ら
講
義
・
演
習
・
実
習
指
導
を
担
当
す
る
認
知
症
介
護
指
導
者
を

養
成
す
る
の
が
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
で
、
国
内
三
ヶ
所
（
仙
台
・
東
京･

大
府
）
の
認
知
症
介
護
研
究
・

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
天
竜
厚
生
会
に
は
六
名
（
平
成
二

二
年
六
月
現
在
）
の
指
導
者
が
在
籍
し
、
一
連
の
研
修
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

一
方
、
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
、
指
導
者
が
所
属
す
る

県
内
三
法
人
に
委
託
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
当
法
人
も
加
わ
っ
て

四
法
人
で
の
受
託
と
な
り
、
当
法
人
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
三
年
間
で
三
回
の

研
修
を
実
施
し
た
。

な
お
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
は
、
こ
の
研
修
を
参
考
と
し
て
、
高
齢
者
支
援
事

業
部
主
催
で
、法
人
内
の
認
知
症
介
護
指
導
者
と
精
神
科
医
師
を
講
師
と
す
る
「
認

知
症
の
理
解
を
深
め
る
研
修
」
を
実
施
し
て
い
る
。

認知症実践者研修
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四　

福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
開
催

福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
一
三
年
に
愛
知
県
の
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
会
の
呼

び
か
け
に
よ
り
、
大
規
模
法
人
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
、
八
つ
の
法
人
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
の
が
発
足
の
経
緯
で
あ
る
。

第
二
回
福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
一
四
年
九
月
五
日
に
、
北
は
北
海
道
、
西
は
岡

山
県
ま
で
日
本
各
地
か
ら
複
合
施
設
（
高
齢
者
施
設
・
身
体
障
が
い
者
施
設
・
知
的
障

が
い
者
施
設
）
を
運
営
す
る
九
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が
集
ま
り
、
天
竜
厚
生
会
で
開
催

さ
れ
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
平
成
一
五
年
度
に
制
度
化
さ
れ
る
支
援
費
制
度
と
し
た
。
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局

障
害
保
健
福
祉
部
の
障
害
福
祉
専
門
官
を
講
師
と
し
て
招
き
、「
障
害
者
福
祉
の
動
向
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
実
施

し
た
。

ま
た
、
講
演
後
に
は
、「
大
規
模
法
人
と
し
て
の
本
部
機
能
の
あ
り
方　

人
事
・
会
計
」
等
を
テ
ー
マ
と
し
、
大

規
模
法
人
ゆ
え
の
課
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
意
見
交
換
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
会
議
と
は
異
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ム
ー
ド
の
中
で
様
々
な
運
営
上
の
悩
み
な
ど
を
話
し
、
親
睦
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。
二
日
目
は
当
法
人
の
施
設
を
視
察
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
一
〇
回
目
と
な
る
平
成
二
二
年
度
は
、
社
会
福
祉
法
人
神
戸
聖
隷
事
業
団
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
、
こ
の
会
議
が
法
人
間
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
は
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す
る

会
議
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
福
祉
サ
ミ
ッ
ト
開
催
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

福祉村サミット
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福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
一
覧
表

開
催
日

主
催
法
人

講
義
テ
ー
マ

講
師

場
所

第
一
回

平
成
一
三
年
一
一
月

二
日
～
三
日

さ
わ
ら
び
会

社
会
福
祉
法
人
の
規
制
緩
和
と
今
後
の
方
向
性

厚
生
労
働
省　

社
会
・
援
護
局　

総
務
課

課
長
補
佐　

古
川
夏
樹
氏

愛
知
県

豊
橋
市

第
二
回

平
成
一
四
年
九
月

五
日
～
六
日

天
竜
厚
生
会

障
害
者
福
祉
の
動
向

－

支
援
費
制
度
に
向
け
て

－

厚
生
労
働
省　

社
会
・
援
護
局　

障
害
保
健
福
祉
部

障
害
福
祉
課　

障
害
福
祉
専
門
官　

山
口
和
彦
氏

浜
松
市

第
三
回

平
成
一
五
年
九
月

五
日
～
六
日

長
岡
福
祉
協

会

介
護
保
険
の
現
状
と
課
題

厚
生
労
働
省　

老
健
局　

計
画
課

課
長
補
佐　

中
井
孝
之
氏

新
潟
県

長
岡
市

複
合
法
人
の
経
営
指
標
に
つ
い
て

日
本
大
学
教
授　

矢
野　

聡
氏

第
四
回

平
成
一
六
年
九
月

二
四
日
～
二
五
日

黒
松
内
つ
く

し
園

介
護
保
険
の
見
直
し
を
巡
る
施
設
・
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
動
き

厚
生
労
働
省　

老
健
局　

計
画
課

課
長
補
佐　

中
井
孝
之
氏

北
海
道

有
珠
郡

医
療
施
設
に
お
け
る
会
計
準
則
お
よ
び
会
計
基

準
の
解
説

和
光
大
学　

助
教
授　

井
出
健
二
郎
氏

第
五
回

平
成
一
七
年
九
月

二
二
日
～
二
三
日

芳
香
会

制
度
改
革
と
今
後
の
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方

厚
生
労
働
省　

社
会
・
援
護
局　

福
祉
専
門
官

潮
谷
有
二
氏

茨
城
県

つ
く
ば
市

地
域
生
活
支
援
と
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
れ

か
ら

－

自
立
支
援
法
を
め
ぐ
る
課
題

－

埼
玉
県
立
大
学　

保
健
医
療
福
祉
学
部

教
授　

佐
藤　

進
氏

介
護
予
防
と
地
域
福
祉

厚
生
労
働
省　

老
健
局　

振
興
課　

課
長　

古
都
賢
一
氏

第
六
回

平
成
一
八
年
九
月

一
五
日
～
一
六
日

聖
隷
福
祉
事

業
団

大
規
模
法
人
の
組
織
管
理
・
内
部
統
制

聖
隷
福
祉
事
業
団　

理
事
長　

山
本
敏
博
氏

浜
松
市

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省　

老
健
局　

総
務
課

介
護
保
険
指
導
室　

室
長　

中
井
孝
之
氏

第
七
回

平
成
一
九
年
一
一
月

二
六
日
～
二
七
日

こ
う
ほ
う
え

ん

社
会
福
祉
事
業
と
介
護
保
険
制
度
の
未
来

日
本
社
会
事
業
大
学　

准
教
授　

藤
井
賢
一
郎
氏

鳥
取
県

米
子
市

今
後
の
社
会
保
障
制
度
と
介
護
報
酬
の
ゆ
く
え

鳥
取
県
長
寿
社
会
課　

課
長　

三
好　

圭
氏

第
八
回

平
成
二
〇
年
一
二
月

一
一
日
～
一
二
日

旭
川
荘

旭
川
荘
と
地
域
福
祉

－

半
世
紀
の
歩
み

－

旭
川
荘　

名
誉
理
事
長　

江
草
安
彦
氏

岡
山
県

岡
山
市

社
会
保
障
と
地
域
の
再
生

独
立
行
政
法
人　

福
祉
医
療
機
構

理
事　

塩
田
幸
雄
氏

第
九
回

平
成
二
一
年
一
一
月

一
九
日
～
二
〇
日

さ
わ
ら
び
会

変
化
す
る
地
域
社
会
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

－

社
会
福
祉
法
人
へ
の
期
待
と
役
割

－

厚
生
労
働
省　

老
健
局　

総
務
課

課
長
補
佐　

千
田　

透
氏

愛
知
県

豊
橋
市

新
し
い
認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア

国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー　

包
括
診
療
部
長

遠
藤
英
俊
氏
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五　

日
本
福
祉
大
学
と
の
提
携

社
会
福
祉
の
実
践
と
社
会
福
祉
教
育
・
研
究
を
基
本
と
し
た
事
業
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
と

社
会
福
祉
の
発
展
に
相
互
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
に
学
校
法
人
日
本
福
祉
大
学

と
提
携
に
つ
い
て
の
覚
書
を
締
結
し
た
。

当
法
人
が
大
学
側
に
提
供
し
て
い
る
の
は
、
通
信
教
育
で
社
会
福
祉
士
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
の
現
場
実
習

先
と
し
て
、
ま
た
各
種
研
究
事
業
へ
の
協
力
等
で
あ
る
。

一
方
、
大
学
側
は
、
当
法
人
の
評
議
員
の
ひ
と
り
と
し
て
福
祉
経
営
や
財
務
会
計
に
精
通
し
た
教
授
の
派
遣
や

研
修
事
業
へ
の
講
師
派
遣
、
職
員
の
資
格
取
得
等
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
伴
う
支
援
等
が
あ
る
。
例
え
ば
通
信
教
育
課

程
に
よ
る
社
会
福
祉
士
等
の
資
格
取
得
や
大
学
へ
の
編
入
学
を
目
指
す
職
員
な
ど
に
対
す
る
各
種
減
免
措
置
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
毎
年
数
名
の
応
募
が
あ
り
、
資
格
取
得
や
学
士
を
目
指
す
職
員
が
増
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
学
が
提
携
し
て
い
る
全
国
の
社
会
福
祉
法
人
が
一
堂
に
集
う
「
サ
ミ
ッ
ト
」
も
毎
年
開
催
さ
れ
、
今

後
の
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
や
政
権
交
代
に
よ
る
影
響
な
ど
、
時
流
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
提
言
や
実
践
報
告
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

職
員
の
福
利
厚
生
制
度
の
充
実

一　

新
た
な
る
手
当
支
給
と
見
直
し

天
竜
厚
生
会
は
時
代
の
流
れ
を
汲
み
、
少
子
化
の
進
展
に
伴
う
人
口
構
造
の
変
化
や
、
社
会
福
祉
制
度
の
変
革
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に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
手
当
規
程
の
策
定
や
職
員
待
遇
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

（
一
）
次
世
代
育
成
手
当
の
支
給

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
主
、

国
民
が
担
う
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
一
〇
年
を
か
け
て
集
中
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
平
成
一
五
年
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
三
〇
一
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
は
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
の
策

定
と
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
の
一
つ
で
あ
る
事
業
所
内
保
育
所
の
設
置
の
検
討
を
し
た
が
、
利
用
者

が
地
域
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
懸
念
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
次
世
代
育
成
手
当
規
程
」
を
平
成
一
八

年
一
〇
月
一
日
に
創
設
し
た
。

正
規
職
員
及
び
一
週
三
〇
時
間
以
上
勤
務
す
る
パ
ー
ト
職
員
で
、
小
学
校
入
学
前
の
子
を
育
て
て
い
る
職
員
を

対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
手
当
額
は
、
月
額
一
人
、
三
、
〇
〇
〇
円
と
定
め
た
。

（
二
）
研
修
手
当
の
支
給

天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
日
に
自
主
研
修
支
援
策
と
し
て
「
研
修
手
当
」
制
度
を
設
け
た
。
当

法
人
に
お
け
る
研
修
の
分
類
を
、「
強
制
」、「
自
由
」、「
自
発
」
の
三
分
類
と
し
た
。「
強
制
」
は
、
所
属
長
の
命
令

に
よ
る
研
修
で
あ
っ
て
、
業
務
扱
い
と
し
た
。「
自
由
」
は
、
所
属
長
が
希
望
を
募
る
研
修
で
あ
っ
て
、
業
務
性
と

個
人
性
を
併
せ
持
つ
も
の
と
し
た
。「
自
発
」
は
、
職
員
が
自
ら
計
画
し
て
実
施
・
参
加
す
る
研
修
で
あ
っ
て
、
個

人
的
参
加
と
い
う
扱
い
と
し
た
。
業
務
時
間
外
に
実
施
さ
れ
る
「
自
由
」
研
修
と
「
自
発
」
研
修
に
つ
い
て
、
一
時

間
に
つ
き
三
〇
〇
円
を
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。
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全
て
の
研
修
を
時
間
内
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
自
主
性
の
高
い
研
修
に
臨
む
職
員
を
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
三
）
パ
ー
ト
時
給
単
価
の
改
正

パ
ー
ト
職
員
賃
金
規
程
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
幾
度
と
な
く
変
更
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
平
成
一
五
年
四

月
一
日
の
改
正
は
現
在
の
規
程
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
改
正
の
趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
学
歴
に
よ
る
差
を
な
く
し
た
。
②
職
種
に
よ
る
違
い
は
、「
看
護
師
」「
看
護
師
以
外
」
の
二
種
類
と
し
た
。
③

保
育
所
と
施
設
を
同
一
単
価
と
し
た
。
④
賞
与
を
時
給
単
価
に
含
め
、
廃
止
し
た
。
⑤
夏
期
休
暇
を
時
給
単
価
に
含

め
、
廃
止
し
た
。
⑥
日
給
を
時
給
に
変
更
し
た
。
⑦
昇
給
を
三
回
か
ら
、
五
回
（
六
年
目
）
と
し
た
。

以
後
、
平
成
二
二
年
ま
で
五
回
の
規
程
変
更
を
経
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
職
種
に
よ
る
違
い
を
「
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
」「
事
務
員
」「
上
記
以
外
」
の
三
種
類
と
し
た
。

②
時
給
の
単
価
改
正
を
行
っ
た
。
③
土
日
祝
日
に
勤
務
し
た
場
合
は
、
時
給
単
価
に
五
〇
円
を
割
り
増
し
た
。
④
夜

勤
専
門
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
及
び
宿
直
専
門
職
員
の
一
回
当
た
り
の
賃
金
の
改
正
を
行
っ
た
。
⑤
介
護
支
援
専
門
員
資
格

手
当
の
改
正
を
行
っ
た
。

今
後
も
法
人
運
営
に
配
慮
し
つ
つ
時
流
に
あ
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

（
四
）
パ
ー
ト
職
員
へ
の
特
別
休
暇
の
付
与

パ
ー
ト
職
員
の
待
遇
向
上
を
図
る
た
め
に
、
前
述
の
時
給
単
価
の
改
正
に
加
え
、
一
年
以
上
就
労
し
た
フ
ル
タ

イ
ム
パ
ー
ト
職
員
（
一
週
四
〇
時
間
契
約
者
）
に
対
し
て
、
正
規
職
員
と
同
様
に
特
別
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と
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と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
働
き
や
す
い
労
働
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
人
的
資
源
の
確
保
に
努
め
る
も

の
で
あ
る
。

二　

事
業
所
内
保
育
所 

お
や
ま
の
保
育
園
の
設
置

希
望
し
て
も
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
待
機
児
童
の
増
加
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
保
育
所
に
預
け
ら
れ
な
い
た

め
に
働
け
な
い
子
育
て
世
代
も
多
く
い
た
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
、
子
育
て
中
の
看
護
師
及
び
介
護
職
員
等

の
人
材
確
保
や
子
育
て
中
の
職
員
に
安
心
し
て
勤
務
を
継
続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

平
成
二
〇
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
事
業
所
内
保
育
所
の
設
置
を
検

討
し
た
。
事
業
所
内
保
育
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も
職
員
の
子
育
て
支

援
策
の
一
環
と
し
て
検
討
し
た
が
、
運
営
費
コ
ス
ト
や
勤
務
場
所
の
違
い
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
職
員
へ
の
対
応
等
、
様
々
な
問
題
に
よ
り
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、

再
び
検
討
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
依
然
と
し
て
続
く
看
護
師
や
パ
ー
ト
職
員
不

足
に
苦
慮
す
る
中
で
、
平
成
一
九
年
度
の
福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
事
業
所

内
保
育
所
は
、
運
営
コ
ス
ト
等
に
は
替
え
ら
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
の
貴
重

な
情
報
を
得
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
所
内
保
育
所
を
設
置
す
る
場
合
、
設

置
助
成
金
に
加
え
、
園
児
の
数
に
応
じ
た
運
営
費
助
成
金
も
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

懸
念
し
て
い
た
運
営
費
コ
ス
ト
の
問
題
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

子どもたちとケーキづくり
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こ
う
し
て
、
厚
生
寮
の
北
側
公
園
敷
地
内
に
、
国
助
成
金
に
よ
り
木
造
平
屋
建
の
園
舎
を
新
設
し
、
平
成
二
一

年
四
月
一
日
に
事
業
所
内
保
育
所
「
お
や
ま
の
保
育
園
」
を
定
員
二
〇
名
で
開
園
し
た
。
利
用
料
金
は
、
天
竜
厚
生

会
が
運
営
し
て
い
る
近
隣
の
認
可
保
育
所
の
保
育
料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
昼
食
、
お
や
つ
代
を
含
め
一
日

二
、
〇
〇
〇
円
と
し
た
。

三　

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
の
支
給

平
成
二
一
年
度
に
厚
生
労
働
省
か
ら
、
福
祉
現
場
の
介
護
従
事
者
等
の
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
て
、
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
報
酬
額
に
、
サ
ー
ビ
ス
種
別
ご
と
の
支
給
率
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
交
付
金
を
支
給
す
る
事
業
が
、
介
護
保
険

制
度
で
は
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
」、
障
害
者
福
祉
制
度
で
は
「
福
祉
・
介
護
人
材
処
遇
改
善
事
業
助
成
金
」

と
し
て
、
三
〇
ヶ
月
の
期
間
限
定
で
制
度
化
さ
れ
た
。

天
竜
厚
生
会
で
は
、
職
員
の
意
欲
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
こ
の
事
業
へ
の
申
請
を
検
討
し
た
。

し
か
し
具
体
的
な
支
給
額
や
支
給
方
法
を
決
め
る
以
前
に
こ
の
事
業
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
課
題
を
解
決
す
る

か
を
定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
の
交
付
金
支
給
対
象
者
は
介
護
職
員
に
限
定
さ
れ
、
事
務
員
、
看
護
師
、

保
育
士
、
栄
養
士
、
調
理
員
と
い
っ
た
職
員
は
対
象
外
と
な
る
。
介
護
職
員
の
み
に
交
付
金
制
度
を
利
用
し
処
遇
改

善
を
行
う
こ
と
は
、
全
て
の
職
員
に
対
し
で
き
る
限
り
統
一
し
た
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
当
法
人

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
方
向
転
換
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
対
象
事
業
の
介
護
職
員
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
職
種
を
対
象
と
し
て
一
人
あ
た
り
の
支
給
金
額
、
支
給
方
法
を
決
定
し
た
。
金
額
決
定
に
は
、
職
員
の
モ
チ
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ベ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
す
る
一
方
、
対
象
外
事
業
所
に
お
け
る
経
費
は
、
全
く
助
成
が
な
い
た
め
、
運
営
を
圧
迫
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
充
分
検
討
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

四　

看
護
学
生
奨
学
金
貸
与
制
度

昨
今
の
看
護
師
確
保
の
厳
し
さ
は
天
竜
厚
生
会
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
平
成
一
六
年
度
に
「
看
護
学
生
奨
学
金
貸
与
制
度
」
を
創
設
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
当
法
人
が
看
護
学
生
の
修
学
期
間
中
に
奨
学
金
の
貸
与
に
よ
り
、
学
費
等
の
経
済
的
援
助
を
行

う
こ
と
、
ま
た
、
学
生
が
看
護
師
資
格
取
得
後
、
一
定
期
間
、
当
法
人
に
勤
め
た
場
合
、
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
に

よ
り
、
看
護
師
確
保
を
円
滑
に
し
、
当
法
人
の
ご
利
用
者
及
び
職
員
の
医
療
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

奨
学
金
の
対
象
と
な
る
者
は
、
看
護
大
学
、
看
護
短
期
大
学
、
看
護
専
門
学
校
の
在
学
生
及
び
新
入
生
で
、
理

事
長
が
承
認
し
た
者
と
し
、
奨
学
金
の
貸
与
対
象
者
は
一
年
間
に
五
名
程
度
と
し
た
。

奨
学
金
の
額
は
、
月
額
七
〇
、
〇
〇
〇
円
と
し
、
契
約
に
よ
っ
て
貸
与
期
間
を
定
め
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

た
月
数
を
看
護
師
と
し
て
当
法
人
に
勤
務
す
れ
ば
、
奨
学
金
の
返
還
は
全
額
免
除
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
二
二
年
四
月
に
改
正
さ
れ
、
入
学
一
時
金
に
つ
い
て
も
貸
与
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
、

奨
学
金
の
額
の
変
更
も
行
い
、
正
看
護
師
養
成
学
校
就
学
者
は
、
月
額
七
〇
、
〇
〇
〇
円
、
准
看
護
師
養
成
学
校
就

学
者
は
、
月
額
四
〇
、
〇
〇
〇
円
と
し
た
。
平
成
二
二
年
度
時
点
で
看
護
師
養
成
学
校
で
就
学
中
の
者
は
六
名
お
り
、

制
度
創
設
以
来
、
こ
の
制
度
の
利
用
者
は
一
五
名
に
達
し
て
い
る
。
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ご
利
用
者
の
生
活
の
質
の
向
上

一　

知
的
障
害
者
自
活
訓
練
事
業

こ
の
制
度
は
、
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
促
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ご
利
用
者
に
地
域
で

の
自
立
生
活
に
必
要
な
基
本
的
生
活
の
知
識
・
技
能
を
一
定
期
間
集
中
し
て
個
別
的
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
知

的
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
円
滑
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
訓
練
期
間
は
、
前
期
（
四
月
～
九
月
）、
後
期
（
一
〇

月
～
三
月
）
の
二
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
人
員
を
四
人
ま
で
と
し
て
い
る
。「
み
の
り
」
で
は
、
知
的
障

害
者
自
活
訓
練
事
業
を
平
成
一
三
年
度
か
ら
平
成
二
〇
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
。
平
成
一
三
年
度
に
、
総
合
事
務

所
前
の
職
員
住
宅
を
法
人
本
部
よ
り
当
事
業
の
宿
舎
と
し
て
借
り
受
け
、
職
場
実
習
先
は
、
天
竜
福
祉
工
場
と
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
作
業
訓
練
、
金
銭
管
理
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
職
場
生
活
、

余
暇
の
利
用
等
で
あ
る
。
平
成
一
三
年
度
前
期
訓
練
者
男
性
二
名
、
後
期
訓
練

者
女
性
二
名
の
、
四
名
が
「
は
ば
た
き
」「
こ
だ
ま
」
の
開
所
と
同
時
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
な
が
ら
天
竜
福
祉
工
場
へ
通
う
こ
と
と
し
た
。
一
四
年
度

は
、
四
名
中
二
名
が
地
域
生
活
へ
移
行
し
た
。

一
五
年
度
は
、
天
竜
市
二
俣
町
鹿
島
に
民
間
住
宅
を
借
り
、
二
ヶ
所
で
実
施
し
、

対
象
人
員
も
二
倍
の
年
間
八
名
と
な
っ
た
。
平
成
一
五
、
一
六
年
度
は
合
計
一
六

名
中
六
名
が
地
域
生
活
へ
移
行
し
た
。
一
七
年
度
に
天
竜
市
二
俣
町
鹿
島
か
ら
旧

浜
北
市
根
堅
に
移
動
し
、
訓
練
は
、
毎
年
八
名
ず
つ
行
っ
た
。
し
か
し
訓
練
を
終

え
て
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
建
設
が
追
い
つ
か
ず
、
地
域
生
活
へ

知的障害者自活訓練場所
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の
移
行
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
み
じ
ま
開
所
時
に
一
二
名
、
ね
が
た
一
号
開
所
時

に
二
名
が
地
域
生
活
へ
移
行
し
た
。

二　

新
た
な
る
給
食
提
供
の
取
り
組
み

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
一
日
最
大
二
、
七
〇
〇
食
、
平
均
二
、
三
〇
〇
食
を
調
理
し
、
障
が
い
者
関
係
施
設
、
救

護
施
設
、
高
齢
者
関
係
施
設
と
研
修
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
者
の
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

新
た
な
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、
契
約
に
よ
り
選
ば
れ
る
施
設
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
そ
れ
ま
で
の
食
事
提
供
体
制
を
改
善
す
べ
く
、
平
成

一
二
年
に
業
務
課
内
で
、
栄
養
士
、
調
理
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
「
新
た
な
給
食
体
制

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
だ
。

大
き
な
課
題
は
、
人
員
体
制
を
変
え
ず
に
、
朝
食
を
米
飯
食
と
パ
ン
食
の

選
択
制
と
す
る
こ
と
、
夕
食
を
一
八
時
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
早
朝
出
勤
と
超
遅
出
勤
、
一
三
の
施
設
へ
の
配
膳
室
盛
付
け

人
員
の
配
置
を
中
心
に
検
討
し
た
。
ま
た
、
調
理
、
配
送
、
盛
付
け
、
回
収

の
た
め
の
必
要
人
員
等
朝
昼
夕
と
一
日
三
回
勤
務
す
る
体
制
作
り
の
検
討
を

重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
パ
ー
ト
化
を
図
り
、
早
朝
勤
務
を

四
時
三
〇
分
か
ら
、
超
遅
勤
務
を
二
一
時
ま
で
と
す
る
体
制
と
し
、
設
備
面

で
は
食
器
保
管
庫
の
拡
張
、
会
議
室
、
更
衣
室
を
整
備
し
た
。
平
成
一
五
年

給食調理中
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四
月
一
日
よ
り
、
朝
食
セ
レ
ク
ト
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
よ
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
夕
食
一
八
時
提
供
等
を
開
始
し
た
。

平
成
二
二
年
度
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
安
全
な
食
事
を
安
定
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
荷
受
室
及
び
魚

肉
用
冷
蔵
庫
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

三　

自
然
環
境
保
護
団
体
と
の
連
携

天
竜
厚
生
会
保
育
所
は
、
自
然
保
護
団
体
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
提
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
自
然
環
境
を

大
切
に
す
る
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
自
然
界
の
神
秘
、
不
思
議
さ
に
目
を
見
張
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
感
性
を
育
む
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
団
体
と
の
関
わ
り
は
、
海
に
近
い
環
境
に
あ
っ
た
「
な
ぎ
さ
保
育
園
」
で
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
流
す
る
活
動
が

最
初
で
あ
る
。

こ
の
活
動
は
、
保
育
所
が
大
切
に
し
て
い
る
保
育
方
針
に
も
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
る
成
長
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
の
後
全
保
育
所
が
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
提

携
し
、
野
鳥
観
察
会
や
野
草
観
察
会
等
に
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

所
の
五
歳
児
は
、
磐
田
市
に
あ
る
桶
ヶ
谷
沼
で
ト
ン
ボ
観
察
会
に
参
加
し
て
い
る
。

保
育
所
・
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
は
次
第
に
変
化
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
提
携
は
、
自
然
を
い

つ
く
し
む
心
の
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
。

海がめの放流
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四　

機
関
車
バ
ス
導
入

平
成
一
五
年
度
天
竜
厚
生
会
の
保
育
所
の
共
通
課
題
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
園
外
活

動
を
提
供
し
た
い
と
考
え
、
新
た
な
行
事
用
バ
ス
の
導
入
を
検
討
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
に
行
事
用
バ
ス
の
四
台
目
と
し
て
「
機
関
車
バ
ス
」
を
整
備
し
た
。
機
関

車
バ
ス
の
定
員
は
、
幼
児
四
一
名
（
全
席
幼
児
用
シ
ー
ト
仕
様
）、
大
人
三
名
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
保
育
所
関
係
の
バ
ス
の
運
行
は
、
各
園
月
一
回
を
基
本
と
し
て
い
た
が
、
今
回
の
機
関
車
バ
ス
導
入

に
よ
り
月
二
〜
三
回
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
園
外
保
育
・
地
域
行
事
へ
の
参
加
が
よ
り
充
実
し
た
。
ま
た
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
子
ど
も
た
ち
も
利
用
し
て
い
る
。

機
関
車
バ
ス
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
期
待
を
乗
せ
て
、
安
全
か
つ
快
適
に
運

行
し
て
い
る
。

五　

浜
北
五
ヶ
園
「
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み

こ
の
取
り
組
み
は
平
成
一
九
年
、
こ
ま
つ
保
育
園
に
寄
せ
ら
れ
た
浜
北
区
内

の
農
家
の
ご
好
意
か
ら
始
ま
っ
た
。「
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
食
材
を
是
非
地

元
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」「
生
き
物
か
ら
命
を
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
」
等
、
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
無
償
で
豚
肉
、
蜂

蜜
、
卵
、
牛
乳
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
を
用
い
た
献
立
の
実
施
当

日
に
は
農
家
の
方
々
か
ら
食
材
の
話
を
聞
き
、
共
に
食
事
を
し
た
。
そ
れ
以
来
、

機関車バス
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浜
北
五
ヶ
園
で
は
、「
地
産
地
消
」
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
方
々
に
も
参
加
・
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

各
園
の
保
護
者
の
中
に
は
農
業
を
営
む
方
が
多
く
、
以
前
か
ら
芋
ほ
り
や
梨
狩

り
、
み
か
ん
狩
り
、
い
ち
ご
狩
り
等
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
住
民
の
方
の
畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
を
し
、
採
れ
た
て
の
味
や
香
り
、
触

感
を
味
わ
っ
て
い
る
。

便
利
で
豊
か
に
な
っ
た
世
の
中
で
、
生
産
と
消
費
の
仕
組
み
が
大
規
模
化
し
、

食
材
の
自
然
な
姿
や
季
節
感
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
地
産
池
消
の
取
り
組

み
を
通
じ
、
園
児
が
生
き
物
か
ら
の
恵
み
や
野
菜
の
成
長
な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、

食
育
の
一
環
と
し
て
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

六　

超
低
床
バ
ス
の
運
行
開
始

遠
州
鉄
道
路
線
バ
ス
の
天
竜
厚
生
会
へ
の
乗
り
入
れ
の
歴
史
は
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
一
日
に
遡
る
。
路
線
バ

ス
は
、職
員
の
通
勤
手
段
と
し
て
、ご
利
用
者
の
ご
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
足
と
し
て
、幅
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

旧
天
竜
市
、
旧
浜
北
市
の
協
力
に
よ
り
車
高
の
低
い
バ
ス
が
運
行
可
能
な
道
路
が
整
備
さ
れ
、
平
成
一
七
年
四

月
か
ら
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
（
オ
ム
ニ
バ
ス
）
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
と
は
、遠
州
鉄
道
が
導
入
を
進
め
て
い
る
車
両
で
あ
る
。
乗
降
口
に
は
階
段
は
な
く
、

地
面
か
ら
乗
降
口
ま
で
の
高
さ
は
約
三
〇
㎝
で
あ
り
、
乗
降
時
に
は
、
さ
ら
に
七
㎝
程
車
高
を
低
く
で
き
る
。
ま
た
、 地産地消の取り組み
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車
い
す
の
乗
降
用
に
ス
ロ
ー
プ
板
を
装
備
し
、
車
内
に
は
車
い
す
一
台
分
の

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
た
。

天
竜
厚
生
会
（
法
人
本
部
前
）
発
の
路
線
バ
ス
の
運
行
は
、
西
鹿
島
駅
経

由
山
東
行
き
と
西
鹿
島
駅
経
由
春
野
車
庫
行
き
の
二
路
線
と
な
り
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
平
日
は
、
ほ
ぼ
一
時
間
に
一
本
の
割
合
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
一
日
合
計
一
四
本
の
う
ち
、超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
（
オ
ム
ニ
バ
ス
）

の
運
行
は
七
本
で
あ
る
。
ま
た
、
土
日
祝
日
に
つ
い
て
は
、
全
一
二
本
の
う

ち
九
本
と
な
っ
て
お
り
、
当
法
人
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
ま
す
ま
す
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

七　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

平
成
二
一
年
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
全
国
で
驚
異
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
天
竜
厚

生
会
に
お
い
て
も
、
一
部
の
入
所
施
設
の
ご
利
用
者
、
保
育
所
の
園
児
、
及
び
職
員
が
罹
患
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
、
海
外
旅
行
や
国
内
研
修
等
人
の
密
集
す
る
場
へ
の
往
き
来
を
制
限
す
る

と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
案
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
感
染
拡
大
時
を
想
定
し
た
事
業
継

続
計
画
と
予
防
対
策
を
中
心
に
検
討
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ど
の
よ
う
に
感
染
す

る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
そ
の
啓
発
に
努
め
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
感
染
経
路
が
飛
ま
つ 超低床バスの運行開始
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感
染
と
接
触
感
染
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
配
布
し
た
。
併
せ
て
医
療
保
健
事
業
部
主
催
で
「
手
洗
い
講
習
会
」
を
開
催
し
、
感
染
防
止
を
徹
底
す
る
重
要
性

に
つ
い
て
の
周
知
を
図
っ
た
。

マ
ス
ク
な
ど
の
備
蓄
も
管
轄
の
部
と
連
携
し
て
進
め
ら
れ
、
状
況
に
応
じ
各
事
業
所
に
必
要
量
の
配
布
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

職
員
あ
る
い
は
そ
の
家
族
が
感
染
し
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
総
務
部
が
全
体
の
窓
口
と
な
り
、
出
勤
の

扱
い
等
に
つ
い
て
通
知
す
る
と
と
も
に
、
急
激
に
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
は
、
総
務
部
長
が
経
営
層
と
各
室
長
・
部

長
を
招
集
し
て
対
策
を
講
じ
る
体
制
が
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

法
人
全
体
の
対
応
フ
ロ
ー
図
、｢

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
事
業
継
続
計
画｣

及
び
感
染

拡
大
時
の
職
員
の
応
援
体
制
、
食
事
、
排
泄
な

ど
の
施
設
内
業
務
の
遂
行
に
つ
い
て
の
「
重
要

業
務
遂
行
計
画
」
の
検
討
を
重
ね
た
。

診
療
所
で
は
、
ご
利
用
者
と
職
員
に
例
年
行

う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
両
方
が
接
種
で
き
る

体
制
を
整
え
た
。
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障
が
い
者
の
資
格
取
得
と
働
き
の
場
の
拡
大

一　

知
的
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
の
実
施

天
竜
厚
生
会
は
研
修
養
成
事
業
の
一
つ
と
し
て
知
的
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
（
三
級
課
程
）
を
静

岡
県
よ
り
受
託
し
、
実
施
し
て
い
る
。（
平
成
二
二
年
か
ら
は
、
静
岡
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
よ
り
受
託
）

こ
の
事
業
は
、
知
的
障
が
い
者
が
地
域
で
の
自
立
を
目
指
す
た
め
、
知
的
障
が
い
者
自
ら
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
研
修
事
業
で
あ
る
。
地
域
で
の
社
会
的
就
労
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
知
的

障
が
い
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
い
手
と
し
て
の
可
能
性
を
追
求
し
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
の
研
修
は
も
と
も
と
滋
賀
県
で
行
わ
れ
て
い
た
事
業
で
あ
る
が
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
静
岡
県
で
も
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
東
部
・
中
部
・

西
部
地
区
の
三
地
区
の
う
ち
、
当
法
人
が
西
部
地
区
の
一
七
名
を
対
象
に
養

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

毎
年
、
静
岡
県
社
会
福
祉
会
館
に
お
い
て
開
講
式
が
行
わ
れ
、
西
部
地
区

で
は
、
当
法
人
の
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
、
通
常
の
三
級
課
程
の
倍
で

あ
る
一
○
○
時
間
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
受
講
終
了
後
は
、「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
三
級
」
の
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
の
家
事
援
助
業
務
に

就
く
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
、
知
的

に
障
が
い
を
持
つ
人
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
実
感
を
持
ち
、
就
業
の

研修の様子
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可
能
性
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
、
知
的
障
が
い
者
が
就
職
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
特
に
就
労
場
所
の
開
拓
と
確

保
が
進
ま
ず
、
資
格
取
得
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、
就
労
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
っ
た
。
平
成
二
二
年
度
か
ら

は
静
岡
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
名
配
置
さ
れ
て
い
る
。

知
的
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修

趣
旨

　

障
が
い
者
の
資
格
取
得
を
支
援
し
、
専
門
的
な
「
知
識
」
と
「
技
能
」
を
身
に
付
け
た
豊
か
な
人
材
を
育
て
、
障
が
い
者
の
就
労

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

研
修
内
容

　

一　

講
義　

①
社
会
福
祉
に
関
す
る
知
識

　
　
　
　
　
　

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
と
方
法

　
　
　
　
　
　

③
介
護
技
術
に
関
す
る
知
識

　
　
　
　
　
　

④
医
学
な
ど
の
関
連
す
る
基
礎
知
識

　
　
　
　
　
　

⑤
関
連
領
域
に
関
す
る
知
識

　

二　

演
習　

介
護
に
関
す
る
演
習

　

三　

実
習　

①
介
護
実
習

　
　
　
　
　
　

②
生
活
介
護
を
行
う
事
業
所
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
現
場
の
見
学

＊
研
修
総
時
間
数
は
、
二
級
課
程
は
二
〇
九
時
間
、
三
級
課
程
は
一
〇
〇
時
間
（
平
成
二
二
年
度
～
）
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二　

障
が
い
者
の
清
掃
担
当
職
員
雇
用
の
始
ま
り

前
述
の
知
的
障
が
い
者
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
修
了
者
の
就
業
先
と
し
て
天
竜

厚
生
会
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

平
成
一
六
年
四
月
一
日
よ
り
赤
石
寮
で
は
、
修
了
者
の
中
か
ら
男
女
各
一
名

を
九
時
か
ら
一
六
時
ま
で
の
六
時
間
勤
務
と
し
て
採
用
し
た
。
業
務
内
容
は
、

ご
利
用
者
居
室
・
廊
下
・
ト
イ
レ
等
の
清
掃
作
業
と
し
、
積
極
的
な
姿
勢
で
仕

事
に
励
ん
で
い
る
。

こ
の
成
果
を
経
て
、
天
竜
厚
生
会
他
施
設
に
お
い
て
も
積
極
的
な
雇
用
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

三　

職
場
適
応
訓
練
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

天
竜
厚
生
会
で
は
、
法
人
と
し
て
障
が
い
者
雇
用
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
。
雇
用
に
至
る
ま

で
に
、
本
人
と
職
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た
め
に
い
か
に
訓
練
期
間
を
確
保
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
次
の
よ
う
な
各
種
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。

職
場
適
応
訓
練
と
は
、
雇
用
前
訓
練
制
度
と
し
て
、
最
大
六
ヶ
月
間
、
訓
練
費
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
事
業
に
は
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
が
所
管
す
る
「
事
業
主
委
託
訓
練
」
や
、
保
健
所
が
所
管
す
る
「
精
神
障

害
者
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
な
ど
が
あ
る
。
雇
用
の
前
段
階
で
当
事
者
と
職
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

障がい者雇用　清掃担当職員
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う
こ
と
の
で
き
る
制
度
の
利
用
は
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
高
齢
者
施
設
を
中
心
に
多
数
の
訓
練
者
が
い
る
。

ま
た
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
が
所
管
す
る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
」
に
よ
る
雇
用
主
に
対

す
る
人
件
費
の
助
成
は
、
障
が
い
者
雇
用
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
。

四　

特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

天
竜
厚
生
会
に
お
け
る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
様
々
な
関
係
機
関
と
の
連
携
が

図
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
特
に
協
力
関
係
の
深
い
機
関
と
し
て
は
、
浜
松
市
内
に
あ
る
特
別
支
援
学
校
が
挙
げ
ら
れ

る
。浜

松
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
受
託
を
契
機
と
し
て
、
天
竜
特
別
支
援
学
校
と
協
力
し
て
、
学
校
、
行
政
、

医
療
機
関
、
相
談
支
援
事
業
所
の
各
担
当
者
が
集
い
、
生
徒
の
学
校
生
活
を
い
か
に
協
働
し
て
支
え
る
か
話
し
合
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
県
西
部
地
区
の
各
特
別
支
援
学
校
の
進
路
担
当
者
と
関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
生
徒
の
進
路
に
つ

い
て
話
し
合
う
「
西
遠
地
区
就
業
促
進
協
議
会
」
に
参
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
勉
強
会
な
ど
を
行

い
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
生
徒
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
生
活
上
の
課
題
を
議
論
し
な
が
ら
、
福
祉
と
教
育

の
連
携
を
深
め
て
き
た
。

現
在
で
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
特
別
支
援
学
校
生
徒
の
実
習
受
け
入
れ
か
ら
始
ま
り
、
天
竜
福
祉
工
場
へ
の

就
労
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
受
け
入
れ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事

業
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。
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視
察
・
訪
問

一　

厚
生
労
働
大
臣 

柳
沢
伯
夫
氏
視
察

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
一
日
（
土
）
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
日
に
、
柳
沢
厚

生
労
働
大
臣
（
当
時
）
の
天
竜
厚
生
会
視
察
が
行
わ
れ
た
。
大
臣
就
任
直
後
に

制
度
化
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
、
現
場
の
意
見
を
聞
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
大
臣
の
地
元
で
あ
り
、
昔
か
ら
な
じ
み
の
深
い
当
法
人
と
聖
隷

福
祉
事
業
団
を
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
臣
は
、
こ
の
視
察
以
前
の
九
月
二
六
日
、
大
臣
就
任
時
の
記
者
会
見
で
次

の
よ
う
な
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。

「
わ
た
し
は
、
政
治
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
に
、
福
祉
の
問
題
に
つ

い
て
非
常
に
先
進
的
な
経
営
に
当
た
っ
て
い
る
天
竜
厚
生
会
の
内
山
先
生
に
ず

い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
そ
の
天
竜
厚
生
会
に
入
っ
て
行
き

ま
す
と
、
玄
関
先
に
多
分
聖
書
の
言
葉
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
石
に
彫
ら
れ
て
掲
げ
ら
れ
て
あ

り
ま
す
。
正
確
な
文
言
か
ど
う
か
は
、
ち
ょ
っ
と
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
一
〇
〇
匹
の
羊
の
う
ち
、
九
九
匹
は

帰
り
来
た
れ
ど
も
、
今
、
行
方
の
わ
か
ら
な
い
一
匹
を
ど
う
し
て
も
探
し
て
救
う
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
趣
旨
の
言
葉

で
あ
り
ま
す
。
内
山
先
生
か
ら
は
、
こ
れ
こ
そ
が
、
福
祉
の
原
点
な
ん
だ
と
、
こ
の
精
神
な
ん
だ
と
、
わ
た
し
は
教

わ
り
ま
し
た
。」

柳沢伯夫厚生労働大臣訪問
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訪
問
当
日
に
は
、
本
部
前
の
第
二
代
理
事
長
内
山
竹
蔵
の
胸
像
碑
文
で
、｢

九
九
匹
は
み
な
帰
り
た
れ
ど
、
ま
だ

帰
ら
ぬ
一
匹
の
行
方
訪
ね
ん｣

を
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、「
利
用
者
負
担
」「
地
域
移
行
」「
日
中
活
動

の
場
と
生
活
の
場
の
切
り
離
し
」等
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、

大
臣
の
現
場
の
声
を
真
剣
に
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
お
気
持
ち
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
た
。

二　

厚
生
労
働
副
大
臣 

武
見
敬
三
氏
視
察

平
成
一
八
年
一
一
月
二
四
日
（
金
）、
掛
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
小
笠

医
師
会
主
催
・
掛
川
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
共
催
に
よ
る

講
演
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
、
講
師
と
し
て
当
時
、
厚
生
労
働
副
大
臣
で 

あ
っ
た
武
見
敬
三
氏
が
招
か
れ
た
。
武
見
副
大
臣
は
主
に
医
療
制
度
改

正
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
、
社
会
福
祉
施
設
も
含
め
て

今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
か
等
、
大
変
解
り
や
す
い
内
容
で

あ
っ
た
。
武
見
副
大
臣
を
お
招
き
し
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、

村
上
作
之
先
生
（
掛
川
市
内
開
業
医
・
元
静
岡
県
医
師
会
副
会
長
・
現

掛
川
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
顧
問
）
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
村
上
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
っ

て
講
演
会
翌
日
に
武
見
副
大
臣
が
「
さ
や
の
家
」
を
視
察
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

武
見
副
大
臣
か
ら
視
察
の
際
、
療
養
病
床
が
廃
止
・
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
特
養
、
老
健
の
医
療
面
の
充
実

や
看
取
り
介
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
た
。
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
に
よ
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
あ
る
ご

武見副大臣さやの家訪問
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利
用
者
と
ご
家
族
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
な
く
、
施
設
で
引
き
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
今
の
う
ち
か
ら
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
八
年
度
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
看
取
り
介

護
の
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
質
問
さ
れ
た
。
さ
や
の
家
で
は
開
設
間
も
な
い
頃
か
ら
ご
家
族
に
対

し
て
延
命
治
療
の
希
望
の
有
無
を
書
面
で
確
認
し
て
き
た
こ
と
や
、
施
設
で
死
亡
退
所
し
た
ほ
と
ん
ど
の
ご
利
用
者

が
積
極
的
な
治
療
は
望
ま
ず
、
施
設
で
苦
痛
が
少
な
い
よ
う
に
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
現
状
を
お
伝

え
す
る
と
、
今
後
も
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
新
し
い
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

定
員
規
模
が
大
き
く
て
も
全
館
平
屋
で
、
ゆ
と
り
を
持
た
せ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
採
光
も
充
分
に
と
っ
て

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
感
心
さ
れ
た
ご
様
子
で
、
建
物
内
外
、
入
浴
設
備
に
至
る
ま
で
こ
ま
め
に
質
問
を
挟
み
な
が
ら

視
察
さ
れ
た
。

三　

高
円
宮
妃
殿
下 

登
呂
の
家
訪
問

平
成
二
一
年
一
〇
月
四
日
（
日
）、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
登
呂
の
家
」
を
高
円
宮
妃
殿
下
が
ご
視
察
に
な
っ
た
。

天
竜
厚
生
会
に
と
っ
て
は
、
昭
和
五
四
年
五
月
九
日
の
高
松
宮
殿
下
、
妃
殿
下
の
ご
視
察
以
来
二
度
目
と
な
る
宮
家

の
御
成
り
が
約
三
〇
年
ぶ
り
に
実
現
し
た
。
前
日
、
静
岡
市
で
開
か
れ
た
第
二
一
回
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」

全
国
大
会
へ
の
ご
出
席
の
日
程
の
中
で
組
み
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

妃
殿
下
は
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
、
玄
関
に
お
い
て
河
合
理
事
長
、
登
呂
の
家
施
設
長
等
の
挨
拶
を
受
け
ら
れ
ご

視
察
が
始
ま
っ
た
。

案
内
者
の
説
明
を
お
聞
き
に
な
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
、
し
か
も
次
々
と
質
問
を
さ
れ
る
ご
様
子
、
ま
た
、
施
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設
内
で
出
会
わ
れ
る
ご
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
、
腰
を
折
り
目
線
を
低
く
し
、

し
っ
か
り
と
ご
利
用
者
の
顔
を
見
な
が
ら
に
こ
や
か
に
声
を
か
け
ら
れ
、
お
話

を
聞
か
れ
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
声
を
か
け
ら
れ
た
ご
利
用

者
も
、
気
さ
く
に
対
応
さ
れ
る
妃
殿
下
の

ご
様
子
に
、
感
激
を
し
な
が
ら
も
緊
張
を

解
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

僅
か
の
時
間
で
妃
殿
下
の
お
人
柄
を
充

分
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
施

設
で
の
一
時
間
と
い
う
滞
在
時
間
は
、
瞬

く
間
に
過
ぎ
た
感
で
は
あ
っ
た
が
、
ご
利

用
者
の
み
で
は
な
く
理
事
長
を
は
じ
め
お
迎
え
し
た
職
員
一
同
、
貴
重
で
極
め

て
名
誉
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

叙
勲
・
表
彰

一　

第
五
六
回
保
健
文
化
賞
受
賞

平
成
一
六
年
九
月
に
栄
え
あ
る
「
保
健
文
化
賞
」
を
受
賞
し
た
。
こ
の
年
度
の
受
賞
者
、
一
〇
団
体
、
五
個
人

の
中
の
一
員
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
贈
呈
式
は
、
九
月
二
一
日
に
東
京
で
行
わ
れ
、
翌
二
二
日
に
は
天
皇

高円宮妃殿下　登呂の家訪問

高円宮妃殿下　登呂の家訪問
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皇
后
両
陛
下
の
拝
謁え
つ

を
受
け
る
と
い
う
大
変
名
誉
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
賞
は
、
昭
和
二
五
年
に
当
時
の
第
一
生
命
社
長
矢
野
一
郎
氏
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
保
健
衛
生
の

分
野
に
お
い
て
実
践
や
研
究
を
通
じ
、
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
団
体
及
び
個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
厚
生
労

働
省
、
朝
日
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
の
後
援
も
あ
り
、
今
日
で
は
こ
の
種
の
賞
と
し
て

最
も
権
威
が
あ
る
。
静
岡
県
か
ら
の
受
賞
は
、
昭
和
六
一
年
以
来
一
八
年
ぶ
り
と
な
り
、
団
体
の
部
に
あ
っ
て
は
九

番
目
と
な
る
。

こ
の
賞
を
受
賞
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
当
時
の
厚
生
年
金
基
金
事
業
振
興

団
理
事
長
吉
原
健
二
氏
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
吉
原
氏
は
平
成
八
年
よ

り
天
竜
厚
生
会
の
理
事
と
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の

平
成
元
年
一
〇
月
に
厚
生
事
務
次
官
と
し
て
の
ご
視
察
以
来
、
当
法
人
を
見
て

こ
ら
れ
た
上
で
、
ご
推
薦
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

保
健
文
化
賞
受
賞
は
、
半
世
紀
に
わ
た
る
当
法
人
の
運
営
に
評
価
を
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
人
創
設
・
運
営
に
関
わ
ら
れ
た
多
く
の
先
人

の
努
力
と
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
が
あ
っ
て
の
結
果
で
あ
る
。
こ

の
栄
誉
を
汚
す
こ
と
な
く
法
人
運
営
を
継
承
す
る
こ
と
こ
そ
、
我
々
に
与
え
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
。

保健文化賞受賞



68

二　

最
後
の
侍
・
稲
垣
義
雄
施
設
長
と
叙
勲

平
成
二
二
年
五
月
一
九
日
付
の
静
岡
新
聞
朝
刊
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
．
20
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ　

テ
ン
ダ
ロ
ー
ズ
＝

困
っ
て
い
る
人
々
を
救
う
熱
い
思
い
と
揺
る
が
な
い
愛
の
精
神
」
で
天
竜
厚
生
会
創
立
六
〇
周
年
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
。

そ
の
紙
面
に
昭
和
三
一
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
写
真
の
中
央
で
腕
を
組
み
、
満
足
そ
う
に

ス
イ
カ
割
り
を
眺
め
て
い
る
の
が
、
稲
垣
義
雄
で
あ
る
。
何
気
な
い
ス
イ
カ
割
り
の
風
景
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ー
ン

は
今
日
の
天
竜
厚
生
会
を
象
徴
す
る
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
戦
後
ま
だ
一
〇
年
と
い
う
食
糧
難
の
時
代
が
続

く
中
で
、
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
生
活
の
糧
は
自
給
自
足
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
互
い
が
虚
弱

の
身
で
あ
り
な
が
ら
山
林
を
開
墾
し
て
畑
を
つ
く
り
、
そ
の
畑
で
採
れ
た
ス
イ
カ
を
施
設
ご
利
用
者
と
と
も
に
分
か

ち
合
っ
て
い
る
愛
の
シ
ー
ン
が
こ
の
写
真
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
弱
者
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る

自
立
の
姿
が
伺
え
る
。

稲
垣
義
雄
は
天
竜
厚
生
会
創
設
の
基
と
な
る
結
核
者
コ
ロ
ニ
ー
準
備
会
の
事
務
手
伝
い
を
機
に
、
昭
和
二
五
年

財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
年
に
正
式
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て

お
り
、
後
に
創
設
「
八
人
の
侍
」
の
一
人
と
さ
れ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
後
半
、
日
本
経
済
は
急
成
長
の
一
途
を
た
ど
る

こ
と
に
な
る
。
新
薬
の
普
及
、
保
健
衛
生
の
充
実
等
で
死
亡
率
は

減
少
し
、
も
は
や
戦
後
で
は
な
く
徐
々
に
平
穏
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
っ
た
。
一
方
、
経
済
成
長
と
生
活
の
豊
か
さ
の
裏
側
で
は
、
高

齢
者
対
策
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
も
事
実

施設中庭でのスイカ割り
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で
、
国
策
と
相
ま
っ
て
静
岡
県
内
に
お
い
て
も
老
人
福
祉
対
策
が
急
務
と
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
三
八
年
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、

昭
和
三
九
年
六
月
一
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
々
山
寮
（
現
百
々
山
）
を
開

設
し
た
。
こ
の
時
の
初
代
施
設
長
が
稲
垣
義
雄
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
施
設
経

営
に
か
か
る
財
源
は
乏
し
く
、
ご
利
用
者
・
職
員
に
は
充
分
な
処
遇
が
成
さ
れ

て
い
た
と
は
言
い
難
い
中
で
、
ご
利
用
者
・
職
員
を
支
え
た
の
は
ま
さ
に
彼
の

熱
い
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
静
岡
県
と
協
議
の
結
果
、
昭
和
四
一
年
四
月
に
静

岡
県
東
部
地
区
（
富
士
宮
市
上
井
出
）
に
は
じ
め
て
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

白
糸
寮
（
現
し
ら
い
と
）
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
稲
垣
義
雄
が
初
代
施

設
長
に
就
任
し
て
い
る
。
百
々
山
寮
で
の
経
験
を
活
か
す
一
方
、
地
域
社
会
と

の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
た
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
信
望
は
年
々
厚
く
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
も
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
七
〇
歳
を
迎
え
平
成
四
年
三
月
に
退
職
し

た
。平

成
一
八
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
永
年
地
域
社
会
で
活
躍
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
し
た
。

彼
は
い
つ
も
「
道
近
し
と
言
え
ど
も
行
か
ざ
れ
ば
至
ら
ず
、
事
小
な
り
と
言
え
ど
も
為な

さ
ざ
れ
ば
成
ら
ず
。
自
分
に

と
っ
て
半
生
を
今
の
仕
事
に
打
ち
込
み
得
た
こ
と
が
幸
せ
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
病
に
よ
っ
て
入
退

院
を
繰
り
返
し
た
が
、
養
生
の
甲
斐
な
く
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
一
日
満
八
七
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
当
法
人
創

設
の
「
八
人
の
侍
」
の
最
後
の
一
人
で
あ
る
。

稲垣義雄叙勲
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三　

高
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
奨
励
賞
受
賞

天
竜
厚
生
会
は
、
厚
生
労
働
省
、
高
齢･

障
害
者
雇
用
支
援
機
構
、
高
年
齢
者
雇
用
開
発
協
会
主
催
に
よ
る
、
平

成
一
八
年
度

｢

高
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト｣

に
応
募
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
テ
ー
マ
は
、
高
齢
者
雇

用
に
関
す
る
制
度
面･

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ･

健
康
対
策･

福
利
厚
生
な
ど
の
改
善
に
、
い
か
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
法
人
で
は
定
年
後
の
再
雇
用
制
度
、
夜
勤
専
門
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
制
度
、
正
規
職
員
の
パ
ー
ト
化
ル
ー
ル
、
腰

痛
ベ
ル
ト
の
無
料
支
給
制
度
、
腰
痛
予
防
体
操
の
開
発
と
実
施
、
福
祉
ク
ラ
ブ
活
動
、
定
年
退
職
者
等
海
外
旅
行
助

成
制
度
な
ど
、
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
応
募
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら
八
七
の
応
募
が
あ
り
、
表
彰
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、
高
年
齢
者
雇
用
開
発

協
会
会
長
表
彰
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
当
法
人
は
、
高
齢･

障
害
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
表
彰
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
、
一
〇
月
四
日
、
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
で
の

｢

高
年
齢
者
雇
用
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
六｣

式
典
の
中
で
行
わ

れ
、
表
彰
状
、
記
念
品
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
〇
月
一
〇
日
に
は
静
岡
県
雇
用
開
発
協
会
主
催
に
よ
る

「
高
年
齢
者
雇
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
式
典
で
も
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
現
在
も
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
改
善
を
進
め
て
い
る
。
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四　

静
岡
県
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
大
会
連
続
出
場
表
彰

天
竜
厚
生
会
保
育
所
に
お
け
る
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
の
取
り
組
み
は
、
昭
和
六
三
年
、
当
時
の
小
松
・
貴
布
祢
・

芝
本
・
新
原
・
中
瀬
・
宮
脇
・
城
北
・
南
郷
・
な
ぎ
さ
保
育
園
の
九
園
で
始
ま
っ
た
。
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
武
田
修
宏

氏
と
親
交
の
あ
っ
た
第
三
代
理
事
長
内
山
信
一
の
「
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
い

こ
う
」
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
年
長
児
の
保
育
に
サ
ッ
カ
ー
を
取
り
入
れ
、
専
門
の
コ
ー
チ
に

ご
指
導
い
た
だ
き
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
（
ド
リ
ブ
ル
・
パ
ス
・
シ
ュ
ー
ト
）、
ル
ー
ル
等
を
一
つ
ず
つ
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
ん
で
い
っ
た
。

同
年
、
草
薙
球
技
場
を
会
場
に
し
た
第
一
回
「
静
岡
県
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
に
参
加
し
た
。
初
め
て

の
球
技
場
で
、
試
合
中
の
コ
ー
ト
内
で
芝
生
を
む
し
っ
て
い
た
り
、
ボ
ー
ル
が
怖
い
と
泣
い
た
り
し
て
し
ま
う
子
も

い
た
が
、
平
成
八
年
ま
で
参
加
す
る
毎
に
技
術
が
向
上
し
、
保
護
者
も
保
育
士
も
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
感
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
九
年
か
ら
は
浜
松
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
た
「
ハ
ッ
ク
キ
ミ
サ
ワ
杯
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
西
部
大
会
」
に
参
加
し

た
。
そ
し
て
平
成
一
五
年
以
降
は
「
Ｃ
Ｆ
Ｓ
杯
静
岡
県
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
西
部
大

会
」
が
エ
コ
パ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
一
九
年
一
〇
月
に

は
、「
第
二
○
回
中
部
記
念
大
会
」
に
お
い
て
連
続
二
○
回
出
場
を
表
彰
さ
れ
た
。

二
〇
年
以
上
の
年
月
が
経
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
む
姿
は
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
熱
い
想
い
で
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

表彰式の様子
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五　

新
任
職
員
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
静
岡
県
社
会
福
祉
研
究
会
表
彰

昨
今
、
全
国
的
に
介
護
職
員
の
離
職
率
の
高
さ
が
問
題
と
な
り
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
打
開
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
天
竜
厚
生
会
は
毎
年
六
〇
名
近
い
新
卒
者
を
採
用
す
る
。
反
面
、
平
成
二
一
年
度
の
離
職
率
は
八
・
二
％
と

い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
常
に
課
題
を
か
か
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
平
成
一
八
年
に
新
任
職
員
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
が
作
成
さ
れ
た
。（
Ｐ
42
新
任

職
員
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
作
成
・
実
施
参
照
）

「
平
成
二
〇
年
度
第
九
回
静
岡
県
社
会
福
祉
研
究
会
」
で
こ
の
新
任
職
員
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
発
表
し
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
企
画
立
案
か
ら
試
験
的
実
施
期
間
を
含
め
足
か
け
三
年
と
長
丁
場
に
な
っ
た
も
の
の
、
当
法

人
の
新
任
職
員
フ
ォ
ロ
ー
へ
の
熱
い
思
い
が
実
を
結
ん
だ
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
発
表
の
機
会
は
、
自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
課
題
意

識
を
も
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

施
設
・
設
備
の
拡
充

一　

法
人
本
部
の
移
転

昭
和
四
〇
年
に
建
て
ら
れ
た
総
合
事
務
所
、通
称
「
内
山
会
館
」
は
法
人
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で
、

三
階
に
ガ
ラ
ス
張
の
展
望
台
を
据
え
た
天
竜
厚
生
会
の
象
徴
的
建
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
七
年
を
経
過
し
て
、
建
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物
が
老
朽
化
し
、
事
業
拡
大
に
伴
っ
て
狭
き
ょ
う
あ
い
隘
に
な
っ
た
。
ま
た
、
防
災

対
策
の
た
め
、
展
望
台
の
撤
去
や
改
修
等
を
繰
り
返
し
法
人
本
部
機
能

を
か
ろ
う
じ
て
支
え
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

一
方
、
総
合
事
務
所
北
側
に
隣
接
す
る
昭
和
五
〇
年
建
築
の
総
合
セ

ン
タ
ー
は
、
東
側
一
階
に
ス
ー
パ
ー
て
ん
り
ゅ
う
、
二
階
に
外
部
委
託

の
歯
科
診
療
所
が
稼
働
し
て
い
た
が
、
西
側
部
分
は
診
療
所
が
移
転
し

た
後
、
清
風
寮
や
百
々
山
改
築
時
の
仮
設
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
は
遊
休
状
態
で
あ
っ
た
。

第
五
代
理
事
長
河
合
晴
夫
就
任
後
ま
も
な
く
、
こ
の
建
物
の
本
格
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ

れ
、
平
成
一
三
年
度
よ
り
協
議
を
開
始
し
た
。
職
員
の
要
望
は
福
利
厚
生
や
ご

利
用
者
・
ご
家
族
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
案
だ
っ
た
が
、
限
界
状
態
で
あ
っ

た
総
合
事
務
所
の
本
部
機
能
移
転
の
必
要
性
が
急
務
と
の
結
論
か
ら
、
総
合
セ

ン
タ
ー
を
新
た
な
法
人
本
部
と
す
る
整
備
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
整
備
の
概
要

は
、
①
耐
震
補
強
工
事
、
②
内
部
改
修
工
事
、
③
本
部
移
転
、
④
旧
総
合
事
務

所
の
解
体
撤
去
、
⑤
新
法
人
本
部
前
外
構
整
備
工
事
の
順
で
計
画
さ
れ
、
平
成

一
四
年
三
月
に
着
工
し
、
同
年
八
月
法
人
本
部
機
能
の
移
転
が
完
了
し
た
。

本
部
建
物
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
全
館
放
送
、
非
常
防
災

通
報
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
制
御
等
全
て
の
回
線
が
集
中
し
て
お
り
、
慎
重
な
移
設

総合事務所（内山会館）

法人本部の移転
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作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

新
法
人
本
部
に
は
大
小
会
議
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、
役
員
室
、
応
接
室
等
を
設
け
、
各
課
は
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア

を
採
用
す
る
等
機
能
性
を
高
め
た
。
ま
た
総
合
事
務
所
撤
去
に
あ
た
っ
て
は
、
天
竜
園
を
夜
間
閉
鎖
し
て
い
た
両
側

の
鉄
門
扉
も
取
り
払
わ
れ
、
駐
車
場
を
囲
む
大
き
な
ロ
ー
タ
リ
ー
と
し
て
広
く
開
放
的
な
構
内
が
実
現
し
た
。

こ
う
し
て
福
祉
の
大
変
革
に
耐
え
る
法
人
本
部
機
能
を
支
え
る
新
た
な
砦
が
完
成
し
た
。

二　

研
修
セ
ン
タ
ー
耐
震
工
事

天
竜
厚
生
会
研
修
セ
ン
タ
ー
（
心
身
障
害
者
訓
練
研
修
セ
ン
タ
ー
）
は
、法
人
内
外
の
福
祉
に
関
わ
る
各
種
研
修
・

訓
練
の
場
と
し
て
昭
和
五
五
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
六
一
年
に
東
側
新
館
を
増
築
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
東
海
地
震
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
静
岡
県
に
あ
っ
て
、
ご
利
用
者
の
安
全
確
保
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
震
災
直
後
の
近
隣
住
民
の
避
難
場
所
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
建

物
構
造
は
耐
震
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

ま
た
築
二
五
年
が
過
ぎ
、
空
調
設
備
や
宿
泊
室
等
が
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、

耐
震
改
修
工
事
に
併
せ
て
こ
れ
ら
の
改
修
も
行
っ
た
。
工
期
、
工
事
内
容
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

・
第
一
期
工
事
（
平
成
一
八
年
七
月
よ
り
一
○
月
）

主
と
し
て
東
側
新
館
が
対
象
で
、
ス
ー
パ
ー
は
ま
な
、
第
二
、
第
三
研
修
室
、

研修センター　外観
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会
議
室
及
び
宿
泊
室
等
の
改
修
を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
ス
ー
パ
ー
は
ま
な
は

営
業
を
休
止
し
た
。
宿
泊
室
は
、
和
室
八
名
部
屋
が
主
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ッ

ド
二
台
と
四
・
五
畳
の
和
室
を
備
え
る
四
名
部
屋
に
改
装
し
、
一
一
室
を
用

意
し
た
。
他
に
多
目
的
に
利
用
で
き
る
二
一
畳
の
和
室
、
定
員
各
二
名
の
和

室
と
洋
室
を
揃
え
た
。

・
第
二
期
工
事
（
平
成
一
八
年
一
一
月
よ
り
翌
年
三
月
）

主
と
し
て
西
側
旧
館
が
対
象
で
、
事
務
所
、
第
一
研
修
室
の
改
修
を
し
た
。

平
成
一
八
年
七
月
か
ら
始
め
た
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
は
、
日
本
財
団

か
ら
一
部
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
平
成
一
九
年
三
月
二
○
日
に
引
渡
し
を
受
け
、

無
事
完
成
し
た
。

な
お
、
研
修
セ
ン
タ
ー
三
階
で
事
業
を
実
施
し
て
い
た
天
竜
厚
生
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
改
修
工

事
を
機
に
事
業
を
休
止
し
た
。
ご
利
用
者
は
さ
い
わ
い
デ
イ
・
ケ
ア
、
や
ま
び
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
貴
布
祢
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
移
動
し
て
い
た
だ
い
た
。

三　

本
部
構
内
送
水
設
備
改
良
事
業

天
竜
厚
生
会
の
重
要
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
の
一
つ
で
あ
る
本
部
施
設
へ
の
水
道
供
給
は
、
阿
多
古
川
河
川
敷
地

の
地
下
の
伏
流
水
を
三
本
の
深
井
戸
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
、
水
源
地
に
あ
る
取
水
設
備
の
制
御
に
よ
り
標
高
差
約
一

〇
〇
ｍ
、
導
水
延
長
約
六
〇
〇
ｍ
の
配
水
管
を
経
て
、
本
部
敷
地
内
の
埋
込
型
貯
水
槽
に
貯
水
し
て
い
る
。
さ
ら
に 研修センター宿泊室内観
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送
水
集
合
設
備
の
制
御
の
も
と
で
、
送
水
ポ
ン
プ
稼
働
に
よ
り
各
建
物
へ
供
給

し
て
い
る
が
、
設
備
の
老
朽
化
や
更
な
る
保
全
体
制
の
強
化
の
観
点
か
ら
、
設

備
強
化
の
対
策
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

対
策
の
第
一
と
し
て
、
従
来
、
本
部
各
建
物
へ
の
送
水
に
つ
い
て
は
ポ
ン

プ
二
基
の
み
の
稼
動
に
よ
り
送
水
し
て
い
た
が
、
設
備
自
体
が
既
に
一
九
年
経

過
し
老
朽
化
が
顕
著
で
あ
る
一
方
、
建
物
数
の
増
加
に
よ
り
ポ
ン
プ
の
送
水
能

力
に
余
裕
が
な
く
、
設
備
故
障
時
や
修
繕
時
に
断
水
を
招
き
、
本
部
施
設
に
お

い
て
生
活
す
る
ご
利
用
者
や
職
員
等
の
業
務
に
多
大
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
か

ら
、
早
急
に
水
道
供
給
シ
ス
テ
ム
の
改
良
、
保
全
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を

受
け
て
本
部
構
内
の
送
水
設
備
の
改
良
を

図
る
手
段
と
し
て
、
平
成
一
五
年
九
月
に
お
年
玉
付
郵
便
葉
書
等
寄
付
金
よ

り
配
分
金
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円
を
受
け
、
送
水
ポ
ン
プ
増
設
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

設
備
増
設
、
塩
素
注
入
装
置
移
設
、
受
水
槽
水
位
監
視
装
置
設
置
の
各
工
事

を
実
施
し
た
。
こ
の
整
備
に
よ
り
、
三
基
の
送
水
装
置
が
故
障
時
等
の
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
即
座
に
補
足
し
合
い
、
突
発
的
断
水
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
設
備
の
耐
久
性
能
や
管
理
性
能
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
と
し
て
、
専
用
水
道
設
備
を
稼
動
す
る
電
源
供
給
が
電
力
会
社
か
ら

の
商
用
電
力
に
頼
っ
て
お
り
、
災
害
や
落
雷
な
ど
の
電
源
供
給
が
絶
た
れ
た

送水設備改良工事　平成 15 年 9 月完成

水源設備非常用発電機設備　平成 17 年 2 月完成
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際
に
送
水
が
不
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
水
源
地
お
よ
び
本
部
構
内
送
水
設
備
の
各
々
に
お
い
て
代
替
電
源
を
供
給
可

能
な
非
常
用
発
電
機
の
整
備
を
検
討
し
た
。平
成
一
七
年
二
月
に
社
会
福
祉
法
人
静
岡
県
共
同
募
金
会
よ
り
約
一
二
、

〇
〇
〇
千
円
の
配
分
金
を
受
け
、
水
源
地
に
既
存
の
制
御
盤
改
修
を
含
ん
だ
非
常
用
発
電
機
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に

平
成
一
八
年
一
二
月
に
は
自
己
資
金
に
て
、
本
部
構
内
送
水
設
備
用
の
非
常
用
発
電
機
を
整
備
し
、
突
発
的
停
電
時

に
も
水
道
の
安
定
供
給
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
大
災
害
時
等
の
貯
水
量
の
確
保
や
、
水
源
地
か
ら
本
部
敷
地
へ
の
導
水
系
統
の
強
化
な
ど
、

ご
利
用
者
や
職
員
の
安
全
性
を
保
障
す
る
た
め
の
課
題
や
方
策
は
尽
き
ず
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

四　

Ｉ
Ｔ
の
利
用
の
拡
大

（
一
）
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備

天
竜
厚
生
会
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
か
ら

平
成
一
一
年
ま
で
を
「
パ
ソ
コ
ン
導
入
期
」
と
す
れ
ば
、平
成
一
二
年
か
ら
の
数
年
間
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入
期
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
導
入
以
来
、
業
務
に
か
か
る
文
書
作
成
や
表
計
算
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
な
ど
は
パ
ソ
コ
ン
単

体
と
電
子
媒
体
で
処
理
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
対
応
す
る
た
め
新
た
に
「
介
護
保
険
請
求

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
必
要
が
出
て
来
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入
の
必
要

性
が
高
ま
り
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

初
期
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
利
用
し
た
情
報
検
索
と
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
な
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ど
限
定
さ
れ
た
用
途
で
始
め
ら
れ
た
が
、
平
成
一
四
年
八
月
の
「
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
」
導
入
に
よ
り
電
子
デ
ー
タ

の
「
共
有
」
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
む
け
て
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ

た
。
ま
た
、
書
類
を
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
文
書
の
検
索
や
参
照
を
容

易
に
し
た
ほ
か
、
紙
資
料
と
そ
の
保
管
場
所
を
低
減
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
翌
一
五
年
度
に
か
け
て
は
、
支
援
費
制
度
施
行
に
対
応
す
る
た
め
「
支
援
費
シ
ス
テ
ム
」
が

導
入
さ
れ
た
。本
シ
ス
テ
ム
は
、各
部
署
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
本
部
事
務
所
に
置
か
れ
た
サ
ー

バ
ー
機
器
に
接
続
し
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
取
得
し
て
運
用
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
本
機
の
導
入
に
よ
っ
て
、

情
報
の
一
元
化
に
よ
る
二
重
入
力
の
低
減
や
情
報
の
検
索
・
確
認
が
容
易
と
な
る
な
ど
の
効
果
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

同
シ
ス
テ
ム
は
の
ち
の
障
害
者
自
立
支
援
法
に
も
対
応
し
継
続
利
用
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
五
年
に
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
機
能
を
主
眼
と
し
た
「
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
」
の
利
用
が
開
始
さ
れ
、
各

自
の
予
定
な
ど
の
情
報
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
の
幅
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。

続
い
て
平
成
一
七
年
度
に
は
人
事
・
給
与
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
が
実
施
さ
れ
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
は
財
務
・
会

計
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
、
そ
し
て
医
療
系
（
医
事
会
計
・
電
子
カ
ル
テ
）
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
相
次
い
で
進
め
ら
れ
た
。

法
人
業
務
の
根
幹
を
支
え
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
が
、
い
ず
れ
も
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
運
用
す
る
も

の
へ
と
順
次
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
広
範
囲
に
展
開
す
る
法
人
各
事
業
所
間
で
の
情
報
共
有
を
可
能
と
す
る
と

と
も
に
、
各
業
務
シ
ス
テ
ム
間
で
の
情
報
連
携
の
可
能
性
を
拡
大
し
た
。
今
後
は
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
軸
に
様
々

な
情
報
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、法
人
の
経
営
分
析
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
導
き
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
の
進
展
に
伴
い
、
そ
れ
に
必
要
な
通
信
環
境
の
向
上
が
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
た
。
平
成
一
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七
年
度
に
は
従
来
の
公
衆
回
線
を
使
用
し
た
低
速
度
の
通
信
か
ら
、
高
速
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
た
回

線
へ
の
切
り
替
え
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
平
成
一
八
年
度
か
ら
平
成
二
〇
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
を
か
け
て
本
部
構
内
の

通
信
用
配
線
の
刷
新
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
高
速
か
つ
安
定
し
た
通
信
環
境
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
介
護
保
険
請
求
シ
ス
テ
ム
」
は
介
護
保
険
制
度
の
開
始
以
来
、
高
齢
者
関

係
施
設
に
て
拠
点
単
位
で
運
用
さ
れ
て
き
た
が
、
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
サ

ポ
ー
ト
終
結
を
受
け
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
刷
新
が
検
討
さ
れ
た
。
結
果
と

し
て
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
の
後
継
で
は
な
く
、
新
た
な
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
〇
年
度
か
ら
平
成
二
一
年
度
に
か
け
て
新
た
に
構
築
さ
れ
た
「
介
護

保
険
請
求
・
記
録
シ
ス
テ
ム
」
は
、請
求
関
連
業
務
に
加
え
、日
々
の
記
録
を
デ
ー

タ
と
し
て
蓄
積
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
情
報
の
入
力
に
際
し
て

は
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
小
型
入
力
端
末
が
導
入
さ
れ
、
手
書
き
の
メ
モ
や
一
覧

表
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
と
転
記
す
る
作
業
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
情
報
共
有
と
い
う
観
点
で
は
、
す
べ
て
の
情
報
が
一
ヶ
所
に
集
約
さ
れ
、
異
な
る

エ
リ
ア
の
事
業
所
間
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
か
つ
統
一
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
を
様
々
な
デ
ー
タ
が
往
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
は
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
に
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
が
導

入
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
一
九
年
度
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視
ソ
フ
ト
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
広 PDA 導入による介護保険対応
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範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
多
数
の
機
器
が
稼
動
し
、
多
く
の
職
員
が
そ
の
操
作
に
携
わ
る
現
状
に
お
い
て
は
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
を
高
め
、
よ
り
安
全
で
安
定
し
た
環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力

が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
個
人
情
報
や
機
密
情
報
の
漏
え
い
事
故
を
防
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル

ス
に
代
表
さ
れ
る
外
部
の
脅
威
か
ら
の
防
御
、
あ
る
い
は
機
器
の
故
障
や
災
害
の
発
生
に
際
し
て
継
続
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
用
の
維
持
、
も
し
く
は
早
期
の
復
旧
が
実
現
で
き
る
体
制
が
望
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
事
業
規
模
に
見

合
っ
た
コ
ス
ト
投
資
を
見
極
め
て
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
設
備
や
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
主
体
で
あ
る
職
員
の

知
識
・
技
術
お
よ
び
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
期
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
基
盤
整
備
を
進
め
て
き
た
Ｉ
Ｔ
環
境
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
検
討
し
、推
し
進
め
て
い
く
時
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
各
種
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
環
境
の
充
実
は
、
業
務
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な

ど
の
成
果
を
生
む
役
割
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
こ
を
目
標
と
し
て
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
当

法
人
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
電
子
カ
ル
テ
・
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

カ
ル
テ
は
長
い
間
「
紙
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
一
一
年
四
月
の
厚
生
省

通
知
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
カ
ル
テ
を
作
成
・
記
録
・
保
存
す
る
「
電
子
カ
ル
テ
」
の
使
用
が
公
認

さ
れ
た
。

天
竜
厚
生
会
診
療
所
が
電
子
カ
ル
テ
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
平
成
一
八
年
一
二
月
で
あ
る
。
ま
ず
は
オ
ー
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ダ
ー
（
処
方
、
注
射
、
検
査
指
示
、
画
像
撮
影
指
示
等
）
の
電
子
化
と
会
計
シ

ス
テ
ム
の
稼
働
を
開
始
し
た
が
、
職
員
が
不
慣
れ
な
こ
と
や
想
定
外
の
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
っ
て
混
乱
が
生
じ
た
。
ま
た
、
記
録
は
紙
カ
ル
テ
へ
記
載
し
、
オ
ー
ダ
ー

は
パ
ソ
コ
ン
へ
入
力
と
い
う
職
員
に
と
っ
て
二
重
手
間
と
い
う
非
常
に
労
力
が

増
え
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
数
々
の
問
題
点
に
対
応
し
な
が
ら
段
階
的
な

導
入
を
進
め
、
平
成
二
〇
年
九
月
に
は
「
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
、
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
せ
ず
に
診
察
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
等
の

画
像
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
一
年
七

月
か
ら
は
診
療
記
録
等
の
文
字
デ
ー
タ
も
電
子
カ
ル
テ
へ
の
入
力
を
開
始
し
、

完
全
稼
動
に
む
け
て
動
き
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
電
子
カ
ル
テ
は
、
た
だ
単
に
診
療
記
録
を
残
す
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
情
報
、
体
温
や
脈
拍
な
ど
の
看
護
記
録
、
薬
の
処
方
や
検
査
の
オ
ー
ダ
ー
、
検

査
結
果
、
さ
ら
に
は
次
回
の
診
療
予
約
な
ど
、
一
人
の
患
者
様
か
ら
発
生
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
一
元
的
に
集
約
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
が
一
元
管
理
さ
れ
る
た
め
、
院
内
の
必
要
な
場
所
で
カ
ル
テ
を
呼
び
出
し
て
参
照
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
診
療
の
効
率
化
が
進
ん
だ
。

様
々
な
問
題
や
苦
労
が
あ
っ
た
が
、
電
子
カ
ル
テ
化
し
て
い
く
中
で
業
務
の
見
直
し
や
標
準
化
も
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

電子カルテ
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支
援
費
制
度
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
変
遷
と
取
り
組
み

障
が
い
者
施
策
は
、
平
成
一
二
年
の
社
会
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
・
知
的
障
害
者
福
祉
法
等
の
改
正
か

ら
始
ま
り
、
平
成
一
三
年
八
月
「
支
援
費
制
度
の
事
務
大
要
」
等
を
示
し
な
が
ら
、
平
成
一
五
年
四
月
に
「
支
援
費

制
度
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

支
援
費
制
度
は
、
障
が
い
者
の
自
己
選
択
・
自
己
決
定
を
目
指
す
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
理
念
を
基
に

導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
積
み
残
し
た
問
題
点
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
精
神
障
が
い
、
特
定
疾
患
・
高
次
機

能
障
が
い
等
の
疾
患
及
び
障
が
い
等
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
適
用
外
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
支
援
費
制
度
を
利
用
で

き
な
い
等
の
問
題
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
急
激
に

増
加
し
、
国
の
予
算
不
足
が
深
刻
化
し
た
こ
と
、
各
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
と
整
備
状
況
が
異
な
り
、
全
国

共
通
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
ル
ー
ル
も
な
い
た
め
大
き
な
地
域
間
格
差
も
生
ま
れ
て
い
た
。
結
果
的
に
、
働
く
意
欲
の
あ

る
障
が
い
者
が
必
ず
し
も
そ
の
機
会
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
施
行
初
年
度
か
ら
早
く
も
介
護
保
険
制
度

と
の
統
合
の
検
討
も
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
制
度
継
続
の
財
源
問
題
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
一
七
年
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
国
会
に
提
出

さ
れ
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
可
決
、
成
立
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
天
竜
厚
生
会
は
、
支
援
費
制
度
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
平
成
一
四
年
に
「
支
援

費
準
備
室
」
を
設
置
し
、
障
が
い
者
施
設
、
関
係
部
署
等
と
調
整
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
準
備
を
進
め
た
。

当
法
人
の
新
体
系
移
行
は
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
に
短
期
入
所
事
業
及
び
共
同
生
活
援
助
事
業
、
平
成
一
九
年
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四
月
に
天
竜
福
祉
工
場
、
同
年
一
〇
月
に
赤
石
寮
、
平
成
二
〇
年
四
月
に
浜
名
寮
の
順
で
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
二
一
年
四
月
に
は
、
知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設
「
あ
か
い
し
学
園
」、「
美
浜
寮
」
及
び
知
的
障
害
者
入
所
授

産
施
設
「
み
の
り
」
が
、
障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
事
業
及
び
施
設
入
所
支
援
事
業
）「
あ
か
い
し
学
園
」、「
美

浜
」
及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
「
み
の
り
」
に
移
行
し
た
。
な
お
こ
の
時
、「
美
浜
寮
」
は
事
業
所
名
称
を
「
美

浜
」
と
改
め
た
。
さ
ら
に
平
成
二
二
年
四
月
に
、
厚
生
寮
と
赤
松
寮
が
移
行
を
完
了
し
、
残
る
施
設
は
天
竜
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
、
浜
北
学
苑
の
二
施
設
と
な
っ
た
。

一　

共
同
生
活
援
助
・
介
護
事
業
の
開
設

障
が
い
者
の
方
が
地
域
で
の
社
会
生
活
を
営
む
上
で
、
支
援
も
含
め
た
居
住
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
、
共
同
生
活
援
助
事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
及
び
共
同
生
活
介
護
事
業
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
で
あ
る
。
天
竜
厚

生
会
で
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
平
成
二
二
年
四
月
時
点
で
九
ヶ
所
運
営
し
て
お
り
、
五
七
名
が
生
活
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
の
設
備
と
し
て
は
、
個
室
の
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
バ
ス
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
設
置
し
、
ご
利
用

者
の
安
ら
ぎ
と
と
も
に
自
立
し
た
暮
ら
し
が
可
能
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
人
ひ
と
り
の
ご
利
用
者
に

と
っ
て
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
す
べ
く
、
朝
晩
や
休
日
の
生
活
支
援
に
携
わ
る
世
話
人
・
生
活
支
援
員
の
ほ
か
、

生
活
全
般
を
と
ら
え
て
相
談
支
援
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
を
配
置
し
て
い
る
。

当
法
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
始
ま
り
は
、平
成
一
五
年
二
月
に
天
竜
市
大
谷
に
建
て
ら
れ
た
「
は

ば
た
き
」
に
ま
で
遡
る
。
当
時
は
、
心
身
障
害
者
生
活
寮
と
し
て
静
岡
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
木
造
二
階
建
て
、

男
性
六
名
用
と
し
て
開
設
し
た
。
開
設
に
至
る
ま
で
に
は
、
何
度
も
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
ご
理
解
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を
い
た
だ
い
た
。
開
設
の
準
備
を
進
め
る
一
方
で
、
入
居
さ
れ
る
方
の
ほ
と

ん
ど
が
長
く
入
所
施
設
で
生
活
さ
れ
て
き
た
方
で
あ
っ
た
た
め
に
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
、
道
順
の
案
内
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
方
法
、

日
課
の
習
得
、
地
域
生
活
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
S
S
T
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、平
成
一
六
年
一
二
月
に
天
竜
市
山
東
に
女
性
五
名
用
の
「
こ
だ
ま
」

が
開
設
さ
れ
、
翌
平
成
一
七
年
四
月
に
は
浜
北
市
宮
口
に
男
性
五
名
用
の
「
つ

ば
さ
」
を
開
設
し
た
。　
　
　

こ
こ
ま
で
は
静
岡
県
の
単
独
事
業
で
あ
る
心
身
障
害
者
生
活
寮
と
し
て
整

備
さ
れ
、
当
時
の
法
令
で
あ
る
支
援
費
制
度
に
お
け
る
地
域
生
活
支
援
事
業

の
施
設
と
し
て
運
営
し
て
き
た
が
、
平
成
一
八
年
四
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
共
同
生
活
支
援

事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）・
共
同
生
活
介
護
事
業
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
地
域
生
活
が
明
確
に
推
し
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ま

ず
は
働
き
の
場
と
居
住
の
場
と
の
分
離
を
手
掛
け
る
中
で
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
新
事
業
体
系
へ
の
移
行
と
合

わ
せ
、
平
成
一
九
年
五
月
、
浜
北
区
上
島
に
あ
っ
た
企
業
の
社
員
寮
を
購
入
し
、
改
装
に
よ
っ
て
三
階
建
て
（
男
性

一
四
名
、
女
性
六
名
、
合
計
二
〇
名
）
の
「
か
み
じ
ま
」
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
に
は
、
浜

北
区
根
堅
に
七
名
用
の
「
ね
が
た
一
号
」
を
開
設
し
た
。
翌
平
成
二
一
年
四
月
に
は
、
隣
接
す
る
敷
地
内
に
七
名
用

と
し
て
「
ね
が
た
二
号
」、
翌
平
成
二
二
年
四
月
に
は
七
名
用
と
し
て
「
ね
が
た
三
号
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
、
現 はばたき
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在
に
至
っ
て
い
る
。
ね
が
た
一
号
か
ら
三
号
は
、
今
ま
で
の
ホ
ー
ム
と
は
異

な
り
、
車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
玄
関
ス
ロ
ー
プ
や
車
い
す
用
ト

イ
レ
等
を
設
置
し
、
建
物
構
造
も
平
屋
建
て
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い

対
象
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
整
備
し
た
。

各
ホ
ー
ム
の
ご
利
用
者
は
、
日
中
は
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
就
労

継
続
支
援
事
業
所
に
通
っ
た
り
、
一
般
企
業
に
勤
め
た
り
と
、
働
き
の
場
と

居
住
の
場
を
分
け
た
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
休
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
み
と
す
る
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
地
元
の
自
治
会
活
動
に
も
参
加

す
る
な
ど
、
自
立
に
向
け
た
体
験
を
重
ね
、
地
域
で
の
社
会
生
活
を
送
っ
て

い
る
。

二　

み
の
り
根
堅
作
業
棟
の
設
置

平
成
二
一
年
四
月
一
日
、
静
岡
県
障
害
者
自
立
支
援
基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金
を
受
け
、
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業

所
み
の
り
の
分
場
と
し
て
浜
北
区
根
堅
に

｢

み
の
り
根
堅
作
業
棟｣

を
開
設
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
障
が
い
者
の
働
く
場
と
し
て
は
、
天
竜
厚
生
会
で
初
め
て
地
域
の
中
に
建
て
ら
れ
た
施
設
で
あ

る
。
周
辺
に
は
、当
法
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
三
棟
あ
り
、連
携
を
と
り
な
が
ら
障
が
い
者
の
「
働
く
」「
暮
ら
す
」

を
支
え
て
い
る
。

こ
の

｢

働
く｣

を
担
う
作
業
科
目
と
し
て
、
ミ
シ
ン
を
活
用
し
た

｢
み
の
り
ち
ゃ
ん
ぞ
う
き
ん｣

の
縫
製
作
業
、

ねがた１号・ねがた２号
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福
祉
施
設
や
病
院
等
に
販
売
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
飲
料

｢

カ
ル
シ
ン｣

の
仕
分

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
一
年
一
二
月
よ
り
屋
外
作
業
と
し
て
、

地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
「
椎
茸
栽
培
」
を
始
め
た
。
椎
茸
栽
培
は
、
幅
広
い

ご
利
用
者
の
働
き
方
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

作
業
棟
内
の
一
角
に
は
、
障
が
い
者

が
関
わ
っ
た
製
品
の
展
示
・
販
売
を
行

う
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
こ
の
ス
ペ
ー

ス
に
は
、
先
に
挙
げ
た

｢

み
の
り
ち
ゃ

ん
ぞ
う
き
ん｣

｢

カ
ル
シ
ン｣

な
ど
当
法

人
の
就
労
施
設
の
製
品
だ
け
で
な
く
、

静
岡
県
内
の
就
労
施
設
で
の
共
通
商
品
で
も
あ
る

｢

セ
ル
プ
茶｣

の
販
売
も

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
展
示
、
販
売
に
よ
り
、
一
般
の
方
々
に
も

｢

見
て｣  

｢

来
て｣

｢

知
っ
て
」
買
っ
て
も
ら
い
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う

努
め
た
い
。

三　

赤
石
寮
移
転
改
築

赤
石
寮
の
改
築
は
、
平
成
一
四
年
の
「
知
的
障
害
者
施
設
あ
り
方
検
討
会
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
足
掛
け
三
年

余
り
の
準
備
期
間
を
経
て
清
風
寮
の
西
側
か
ら
さ
い
わ
い
の
北
西
に
場
所
を
移
し
、
平
成
一
七
年
一
二
月
に
完
了
し

みのり根堅作業棟外観

製品の種類
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た
。
こ
の
時
期
は
、
支
援
費
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
移
行
と
重
な
り
、
定
員
減
・
通
所
利
用
者
募
集
・
強
度

行
動
障
害
者
特
別
加
算
事
業
の
日
課
の
検
討
等
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
。

定
員
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
障
害
者
プ
ラ
ン
が
、
脱
施
設
・
知
的
障
が
い
者
施
設
の
定
員
減
を
目
指
し
て
お
り
、

改
築
に
あ
た
っ
て
は
赤
石
寮
定
員
三
〇
名
を
減
員
し
た
。
三
〇
名
の
方
は
、
ご
家
族
・
静
岡
県
及
び
市
町
村
の
了
解
、

天
竜
厚
生
会
内
施
設
の
協
力
を
得
て
介
護
保
険
施
設
や
障
が
い
者
施
設
へ
移
動
し
た
。

竣
工
し
た
建
物
は
、
構
造
的
に
強
度
が
あ
り
安
全
で
あ
る
こ
と
、
破
損
し
て
も
修
繕
が
容
易
な
構
造
で
あ
る
こ

と
等
問
題
が
発
生
し
て
も
復
旧
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
な
も
の
と
し
た
。

通
所
更
生
事
業
は
、
平
成
一
七
年
九
月
に
入
っ
て
か
ら
ご
利
用
者
の
募
集
を
行
っ
た
。
ご
家
族
へ
の
説
明
会
を

浜
北
特
別
支
援
学
校
（
旧
浜
北
養
護
学
校
）
で
実
施
し
、
相
談
支
援
事
業
所
か
ら
の
紹
介

や
法
人
外
通
所
施
設
か
ら
の
利
用
等
に
よ
り
、
一
月
は
五
名
で
開
始
し
た
が
四
月
の
時
点

で
九
名
と
な
っ
た
。
重
度
者
の
た
め
の
簡
単
な
作
業
訓
練
の
導
入
も
同
時
進
行
で
取
り
組

み
、
日
課
は
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
静
の
活
動
（
作
業
・
感
覚
訓
練
）
と
動
の
活
動

（
散
歩
等
の
運
動
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
し
た
。

強
度
行
動
障
が
い
者
へ
の
対
応
方
法
を
学
ぶ
た
め
、
神
奈
川
県
の
（
財
）
鉄
道
弘
済
会

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
弘
済
学
園
で
一
週
間
の
実
習
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
弘

済
学
園
か
ら
講
師
を
招
い
て
勉
強
会
を
実
施
し
た
。

赤石寮外観
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四　

美
浜
寮
移
転
と
名
称
変
更

天
竜
厚
生
会
の
知
的
障
が
い
者
の
入
所
五
施
設
を
含
む
障
が
い
者
関
係
施
設
に
お
い
て
は
、
平
成
一
八
年
に
施

行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め
る
新
体
系
事
業
へ
移
行
す
る
施
設
再
編
が
順
次
計
画
的
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
昭
和
五
二
年
四
月
開
設
の
「
美
浜
寮
」
に
つ
い
て
は
、
設
備
老
朽
化
と
予
測
さ
れ
る
大
規
模
地
震

に
耐
え
ら
れ
な
い
建
物
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
〇
年
度
末
を
も
っ
て
「
み
の
り
生
活
棟
」
へ
移
転
し
、

開
設
以
来
、
ご
利
用
者
延
べ
九
二
名
の
生
活
拠
点
と
し
て
き
た
建
物
の
取
り
壊
し
が
決
め
ら
れ
た
。
八
角
形
の
居
室

棟
、
農
作
業
や
鶏
の
飼
育
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
解
体
作
業
や
破
魔
矢
製
作
等
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
と
歴
史
に

区
切
り
を
つ
け
た
。

平
成
二
一
年
四
月
、「
美
浜
寮
」
か
ら
二
三
名
が
「
み
の
り
生
活
棟
」
に
移
動
し
、
他
施
設
や
在
宅
か
ら
入
所
し

た
方
が
一
緒
と
な
り
、
新
体
系
事
業
に
お
け
る
生
活
介
護
と
施
設
入
所
支
援
事
業
の
「
美
浜
」
に
生
ま
れ
変
っ
た
。

こ
の
移
転
計
画
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
〇
年
度
当
初
の
ご
利
用
者
四
七
名
に
対
し
て
、
ご
本
人

や
ご
家
族
へ
の
詳
細
説
明
を
行
い
、
三
階
建
の
た
め
階
段
を
使
用
し
た
移
動
が
可
能
か
、
開
放
的
な
施
設
環
境
の
生

活
が
可
能
か
、
介
護
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を
調
査
し
、
状
態
に
応
じ
て
他
障
が
い
者
施
設
ま
た
は
高
齢
者
施

設
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
年
度
末
ま
で
に
二
四
名
が
他
施
設
に
移
動
し
た
。
説
明
時
に
は
、「
希
望
が
あ
れ
ば
、
ご

自
宅
に
近
い
他
法
人
施
設
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
説
明
を
加
え
た
が
、
結
果
と
し
て
慣
れ
親
し

み
、
今
後
も
長
期
的
に
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
全
員
が
当
法
人
の
施
設
を
選
択
さ

れ
た
。

ま
た
、
新
た
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
建
物
に
は
、
階
段
の
手
す
り
や
セ
ン
サ
ー
の
設
置
、
ト
イ
レ
改
修
等
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の
工
事
を
行
い
、
階
段
移
動
に
不
慣
れ
な
ご
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
昇

降
訓
練
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
美
浜
寮
建
物
内
の
片
付
け
、
引
越
し
、
新
事
業
計
画
策
定
、
新

規
ご
利
用
者
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
利
用
契
約
等
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
慌
し
く

準
備
を
行
っ
た
。

施
設
名
称
に
つ
い
て
は
、「
寮
」
の
一
文
字
を
削
除
す
る
こ
と
で
「
集
団
生

活
の
場
」
か
ら
「
個
人
の
生
活
を
尊
重
し
た
場
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
。
ま
た
、

積
極
的
な
生
産
活
動
を
通
し
て
昼
間
と
夜
間
の
生
活
場
所
を
区
分
し
た
日
課
を

設
定
し
、
将
来
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
生
活
す
る
こ
と
が
可
能
な
ご
利
用
者
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
目
標
と
し
た
支
援
体
制
を
作
り
出
し
た
。

五　

清
風
寮
居
宅
生
活
訓
練
事
業
の
開
始

平
成
一
八
年
施
行
の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
お
い
て
身
体
・
知
的
・
精
神
の
三
障
が
い
が
一
元
化
さ
れ
、
法
律

名
称
に
初
め
て
「
自
立
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
地
域
生
活
移
行
支
援
が
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
る
と
、
多
く
の
障

が
い
者
が
長
期
間
継
続
入
所
し
て
い
る
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
救
護
施
設
に
も
そ
の
存
在
意
義
を
問
う
声
が
広
が
り

始
め
た
。
全
国
救
護
施
設
協
議
会
は
、
生
活
保
護
制
度
見
直
し
の
機
運
の
中
で
大
き
な
危
機
感
を
持
ち
、
全
国
の
救

護
施
設
に
対
し
、救
護
施
設
自
ら
の
運
営
刷
新
、機
能
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
第
一
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
の
強
化
、
第
二
が
地
域
生
活
移
行
機
能
の
強
化
で
あ
る
。

美浜
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清
風
寮
は
平
成
一
八
年
度
か
ら
こ
の
方
針
に
呼
応
し
て
施
設
の
体
質
改
善
と

機
能
強
化
に
取
り
組
み
、
ご
利
用
者
個
別
支
援
計
画
の
導
入
、
第
三
者
評
価
受

審
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ご
利
用
者
の
最
適
施
設
移
行
に
よ
り
、
自
立
支
援

に
重
き
を
お
く
体
制
を
整
え
た
。

ご
利
用
者
の
半
数
程
度
が
入
れ
替
わ
る
中
、
自
立
度
が
高
く
社
会
復
帰
意
欲

の
あ
る
若
い
ご
利
用
者
も
増
え
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
清
風
寮
に
な
か
っ
た

地
域
生
活
移
行
支
援
（
訓
練
機
能
）
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

救
護
施
設
居
宅
生
活
訓
練
事
業
は
、
自

立
生
活
可
能
な
ご
利
用
者
に
訓
練
用
住
居
を
提
供
し
、
地
域
生
活
に
近
い
環

境
で
生
活
訓
練
を
行
う
補
助
事
業
で
、
三
名
以
上
の
対
象
者
に
対
し
て
、
一

年
間
の
訓
練
期
間
を
経
て
地
域
移
行
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
事
業
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
二
一
年
度
に
は
、
法
人
本
部
敷
地
内
の
旧
職
員
宿
舎
一
棟
を
改
修
し
、

三
名
分
の
個
室
を
備
え
た
訓
練
棟
が
完
成
し
た
。
平
成
二
二
年
四
月
か
ら
は
、

浜
松
市
の
補
助
を
得
て
三
名
の
男
性
が
生
活
自
立
、
就
労
自
立
、
社
会
的
自

立
に
向
け
て
訓
練
を
開
始
し
た
。 清風寮　居宅生活訓練棟

清風寮　居宅生活訓練風景
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六　

障
害
児
（
者
）
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
設
置

平
成
一
五
年
、静
岡
県
が
実
施
主
体
で
あ
る
「
障
害
児
（
者
）
地
域
療
育
等
支
援
事
業
」
を
、天
竜
厚
生
会
が
受
託
し
、

天
竜
市
山
東
に
「
地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
」
を
設
置
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
天
竜
市
と
そ
の
周
辺
町
村
（
佐
久
間
町
、
水
窪
町
、
龍
山
村
、
春
野
町
、
豊
岡
村
）
を
担
当

エ
リ
ア
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
法
人
と
し
て
は
、
在
宅
障
が
い
児
（
者
）
へ
の
相
談
支
援
事
業
を
行
う
の
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
々
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
困

難
さ
や
、
障
が
い
当
事
者
の
障
が
い
受
容
の
難
し
さ
、
そ
し
て
ご
家
族
の
苦
悩
な
ど

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
様
々
な
生
活
相
談
に
対
応
す
る
取
り
組
み
は
、
当
法
人
が

障
が
い
児
（
者
）
の
地
域
で
の
暮
ら
し
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
や
機
能
を
も
っ

て
事
業
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、
考
え
て
い
く
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

平
成
一
七
年
に
旧
浜
松
市
と
そ
の
周
辺
市
町
村
が
合
併
し
、
現
在
の
政
令
指
定
都

市
浜
松
市
に
な
っ
た
際
に
、相
談
支
援
事
業
も
再
編
さ
れ
た
。
受
託
事
業
所
数
も
二
ヶ

所
に
増
え
、
事
業
所
名
も
相
談
支
援
事
業
所
「
て
ん
り
ゅ
う
」
と
「
は
ま
き
た
」
と

い
う
名
称
で
現
在
、
地
域
の
相
談
支
援
に
奔
走
し
て
い
る
。

相談支援事業所　面接風景
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介
護
保
険
制
度
改
正
へ
の
取
り
組
み

（
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
個
別
ケ
ア
の
推
進
）

平
成
一
二
年
に
創
設
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に
伴
い
、
財
源
の
確
保
を
含
め
た
様
々

な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
創
設
か
ら
六
年
目
の
平
成
一
八
年
に
、
大
幅
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
。
改
正
の
基
本

視
点
は
、「
明
る
く
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会
の
構
築
」
と
「
制
度
の
持
続
可
能
性
」
で
あ
っ
た
が
、
天
竜
厚
生
会
に

影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
制
度
の
持
続
可
能
性
い
わ
ゆ
る
財
源
確
保
対
策
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
在
宅
と
施
設
の

給
付
と
負
担
の
公
平
性
確
保
」
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
保
険
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
施
設
の
居
住
費
と
食

費
が
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
は
、
措
置
費
時
代
を
含
め
る
と
四
〇
年
近
く
公
費
負
担
と
さ
れ
て
き
た
も
の
が

自
己
負
担
化
さ
れ
る
と
い
う
事
実
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
は
、
居
住
費
と
食
費
両
方
の
合
計
が
一
〇
万
円
を
越
す
と
い

う
現
実
に
、
ご
利
用
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
も
戦
々
恐
々
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
介
護
保
険
の
性
格
上
、
徴
収
の
責
任

は
事
業
者
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、
理
解
を
得
る
た
め
の
説
明
会
の
開
催
や
通
知
の
発
送
等
、
当
時
の
各
事
業
所
の
負

担
が
大
き
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
改
正
は
、
こ
の
年
に
制
度
化
さ
れ
た
「
介
護
予
防
」
の
導
入
で
あ
っ
た
。
介
護
予
防
は
、
要

介
護
状
態
の
軽
減
・
悪
化
防
止
を
目
的
と
し
た
「
新
予
防
給
付
」
と
、
市
町
村
が
予
防
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
す
る
「
地

域
支
援
事
業
」
の
二
本
立
て
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
当
法
人
は
、「
新
予
防
給
付
」
で
は
、
主
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
、「
運
動
器
の
機
能
向
上
」「
口
腔
機
能
の
向
上
」
に
取
り
組
み
、
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
る
「
地
域
支
援

事
業
」
で
は
、
浜
松
市
・
掛
川
市
・
静
岡
市
か
ら
、
合
計
五
ヶ
所
の
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
受
託
し
、
各
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地
域
高
齢
者
の
包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
地
域
・
在
宅
重
視
を
さ
ら
に
強
化
す
る
改
正
と
し
て
は
、
こ
の
年
に
制
度
化
さ
れ
た
「
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
多
様
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
と
し
て
介
護
保

険
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
利
用
対
象
者
が
当
該
市
民
に
限
ら
れ
た
り
、
指
定
権
限
も
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
る
な
ど
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
財
源
の
確
保
が
厳
し
さ
を
増
し
て
来
て
い
た
当
時
の
状
況
を

反
映
し
て
、
介
護
報
酬
は
ど
の
事
業
も
低
め
に
設
定
さ
れ
、
経
営
的
に
は
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
年
度
の
制
度
改
正
と
前
後
し
て
の
高
齢
者
福
祉
の
大
き
な
変
化
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
」
の
拡
充
で
あ
る
。
当
法
人
の
平
成
一
四
年
以
降
の
新
増
築
施
設
は
、
一
四
年
四
月
の
さ
や
の
家
の
増
築
に
始
ま

り
、
一
六
年
二
月
の
「
し
ん
ぱ
ら
の
家
」、
同
年
一
一
月
の
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山
」、
一
七
年
九
月
の
「
登
呂
の
家
」、

一
八
年
四
月
の
さ
や
の
家
短
期
入
所
施
設
「
和
」
に
至
る
ま
で
、
全
て
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

集
団
処
遇
が
主
流
で
あ
っ
た
特
養
に
、
個
別
処
遇
と
い
う
普
通
に
考
え
れ
ば
ご
く
当
た
り
前
の
ケ
ア
の
考
え
方
が
導

入
さ
れ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

一　

翠
松
苑
増
改
築

昭
和
五
四
年
と
五
六
年
の
二
期
に
分
け
て
開
設
さ
れ
た
翠
松
苑
は
、
機
能
性
、
居
住
性
の
面
で
課
題
は
抱
え
て

い
た
も
の
の
比
較
的
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
建
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
百
々
山
」
や
「
し
ら
い
と
」
と
い
っ
た
高

齢
者
関
係
施
設
の
全
面
改
築
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
翠
松
苑
も
一
部
増
改
築
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
増
改
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築
に
あ
た
っ
て
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
食
堂
の
位
置
が
新
館
旧
館
各
々
の
端
に
あ
り
、
ご
利
用
者
の
交
流
の
場

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

そ
こ
で
広
い
中
庭
の
敷
地
を
活
用
し
て
食
堂
兼
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
さ
ら
に
訓
練
室
を
隣
接
さ
せ

る
こ
と
で
敬
老
会
や
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
出
来
る
広
い
空
間
を
創
り
出
し
た
。新
し
い
食
堂
の
完
成
に
伴
い
、

従
来
の
食
堂
ス
ペ
ー
ス
は
、
一
部
を
配
膳
室
と
リ
ネ
ン
作
業
室
に
変
更
し
、
新

た
な
個
室
二
室
と
家
族
の
付
き
添
い
が
で
き
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
室
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
浴
室
の
改
修
が
行
わ
れ
、
座
位
浴
槽
の
導
入
と
脱
衣
室
の
拡
張
を
主
体

に
、
ご
利
用
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
。
さ
ら
に
オ
ム
ツ
交

換
室
を
設
け
、
よ
り
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、

認
知
症
の
方
々
に
対
し
安
全
か
つ
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

い
く
つ
か
の
居
室
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ケ
ア
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

増
改
築
工
事
は
、
平
成
一
四
年
二
月
に
竣
工
し
、
最
後
に
お
地
蔵
様
の
引
越

し
を
無
事
済
ま
せ
、
引
き
続
き
ご
利
用
者
の
心
の
癒
し
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
祈
り
つ
つ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

翠松苑内の様子
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二　

さ
や
の
家
増
築

（
一
）
み
な
み
の
ま
ち
増
築

さ
や
の
家
は
、
平
成
一
三
年
に
行
わ
れ
た
二
四
床
（
入
所
二
〇
床
、
短
期
入
所
四
床
）
の
増
築
に
続
き
、
掛
川

市
か
ら
の
要
請
に
応
え
、
平
成
一
四
年
、
新
た
に
五
〇
床
の
増
築
を
行
っ
た
。

増
築
整
備
は
、
厚
生
労
働
省
が
推
し
進
め
て
い
た
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
方
式
を
導
入
し
た
。
天
竜
厚
生
会

に
と
っ
て
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
の
時
に
は
一
ユ
ニ
ッ
ト
一
二
名
か
ら
一
三
名
の
四
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
構

成
で
あ
っ
た
。

構
造
的
特
徴
と
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
は
一
つ
の
生
活
単
位
と
し
て
独
立
し
た
介
護
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
生
活
に

必
要
な
環
境
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
内
に
整
備
し
た
。
そ
し
て
緊
急
時
や
夜

間
の
対
応
に
つ
い
て
は
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
い
つ
で
も
相
互
に
支
援
体
制
が
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
よ
る
生
活
支
援
の
基
本
的
考
え

方
は
、
画
一
的
で
は
な
く
、
個
々
の
ご
利
用
者
に
沿
っ
た
生
活
づ
く
り
を
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

入
浴
機
器
は
、
三
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
一
般
浴
槽
の
個
浴
と
簡
易
介
護
バ
ス
を

設
置
し
た
。
残
る
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
一
般
浴
槽
の
個
浴
に
加
え
、
簡
易

介
護
バ
ス
で
は
対
応
が
困
難
な
ご
利
用
者
の
た
め
座
位
浴
槽
を
設
置
し
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。
食
事
の
盛
り

付
け
や
食
器
の
片
付
け
は
、
ご
利
用
者
と
と
も
に
行
う
こ
と
と
し
、
配
膳
は
ト

みなみのまちの食堂



96

レ
イ
を
廃
止
し
、
テ
ー
ブ
ル
に
食
器
を
並
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
家
庭
的
な
雰
囲
気
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
実
践
は
ご
利
用
者
の
生
活
意
欲
の
向
上
を
促
し
、
自
立
度
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
認
知
症
の
方
が
自
分
の
居
場
所
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
支
援
し
、
多
動
や
徘
徊
と
い
っ
た
周
辺
症
状
の
緩
和
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
大
き
な
木
が
二
本
あ
る
中
庭
は
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
配
し
た
こ
と
で
自
由
に
往

き
来
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
は
木
陰
で
涼
ん
で
、
冬
は
陽
だ
ま
り
の
な
か
で
団
ら
ん
出
来
る
空
間
が
実
現
し

た
。
ま
た
ご
利
用
者
が
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、
鉢
に
植
物
を
植
え
て
成
長
を
楽
し
ん
だ
り
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
よ
り
生
活
感
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

竣
工
後
は
、
既
存
施
設
を
「
き
た
の
ま
ち
」、
増
築
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
を
「
み
な
み
の
ま
ち
」
と
親
し
み
を

こ
め
て
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
和
（
な
ご
み
）
増
築

さ
や
の
家
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
開
設
時
の
平
成
八
年
に
定
員
二
〇
名
、
平

成
一
三
年
に
は
増
築
に
よ
り
定
員
を
二
四
名
に
増
員
し
、
掛
川
市
お
よ
び
近
隣
市
町

の
在
宅
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
し
か
し
高
齢
化
率
の
上
昇
お
よ
び
高
齢

者
数
の
増
加
が
進
む
掛
川
市
に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
短
期
入
所
専
用
の
ベ
ッ
ド
が

必
要
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
掛
川
市
の
要
請
を
受
け
、
さ
や
の
家
南
側
の
市
管

理
地
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
短
期
入
所
施
設
を
開
設
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

建
物
は
、
国
・
県
の
補
助
金
を
受
け
、
天
竜
厚
生
会
で
は
初
め
て
の
全
室
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
短
期
入
所
専
用
施
設
（
定
員
二
〇
名
）
と
し
て
他
の
同
サ
ー
ビ
ス
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
、
平
成
一
八
年 和（なごみ）
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四
月
一
日
に
完
成
し
た
。

和
と
い
う
呼
称
は
、「
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
施
設
の
和
（
わ
）
を
大
切
に
し
た
い
」
ま
た
「
ご
利
用
者
に
は
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
生
活
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
で
名
付
け
た
。
建
物
の
特
色
と
し
て
、
ち
ょ
っ

と
し
た
旅
行
気
分
の
よ
う
に
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
落
ち
つ
い
た
旅
館
の
よ
う
な
外
観
と
し
た
。
建
物

内
で
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
保
た
れ
、
ご
利
用
者
が
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、
昔
話
や
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。

三　

ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山
増
築

百
々
山
は
、
既
存
の
従
来
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
一
一
〇
床
・
短
期
入

所
二
〇
床
に
加
え
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
五
〇
床
（
五
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
、
国
・
県
・
天

竜
市
の
補
助
を
受
け
平
成
一
六
年
一
一
月
に
増
築
し
、「
ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山
」

と
名
付
け
た
。
ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山
は
、「
家
庭
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、「
自
分
が

住
み
た
い
」「
両
親
・
兄
弟
を
入
居
さ
せ
た
い
」
そ
ん
な
思
い
で
設
計
さ
れ
た
。

建
物
の
特
徴
と
し
て
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
に
準
拠
し
た
ほ
か
、
木
を
豊
富
に
使
い
快

適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
考
え
た
。
設
備
面
で
は
Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
し

換
気
の
促
進
を
行
い
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

を
整
え
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
た
。
ま
た
、
居
室
を
一
列
で
な
く
卍
型
の
変
則
的
な
配
置
に
し
た
こ
と
に
よ

アネックス百々山
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り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
安
全
の
双
方
に
配
慮
し
た
つ
く
り
と
な
っ
た
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
入
居
さ
れ
て
い
る
方
と
職

員
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
食
堂
の
ほ
か
、
居
間
が
二
ヶ
所
設
け
ら
れ
、
家
族
と
過
ご
せ
る
空
間
が
整
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
三
階
に
は
ご
家
族
等
の
宿
泊
が
可
能
な
家
族
室
兼
茶
室
が
設
け
ら
れ
、
今
ま
で
に
な
い
空
間
づ
く
り

が
実
現
し
た
。
こ
の
場
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、月
二
回
喫
茶
店
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
横
に
屋
上
庭
園
を
設
け
、
車
い
す
の
方
で
も
土
い
じ
り
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
高
め
に
花
壇
を
つ
く
り
、
ご
利

用
者
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
育
て
て
い
る
。

ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山
で
は
、
ご
利
用
者
に
と
っ
て
も
ご
家
族
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
と
な
る
よ

う
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
る
。

四　

し
ん
ぱ
ら
の
家
の
設
置

平
成
一
四
、
一
五
年
度
の
二
ヶ
年
事
業
で
、
浜
北
市
新
原
に
「
し
ん
ぱ
ら
の
家
」
が
整
備
さ
れ
、
平
成
一
六
年

二
月
二
三
日
に
事
業
を
開
始
し
た
。
平
成
二
二
年
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
特
養
、
短
期
入
所
、
通
所
介
護

（
一
般
型
・
認
知
症
型
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
浜
松
市
の
委
託
事
業
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

特
養
は
、「
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
」（
九
〇
床
）
で
あ
り
、
全
て
の
部
屋
が
個
室
、
一
〇
名
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て

生
活
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

し
ん
ぱ
ら
の
家
建
設
の
準
備
室
は
、
平
成
一
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
や
課
題
を
持
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
①
設
計
を
公
募
制
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
で
決
定
し
た
試
み
、
②
天
竜
・
浜
北
地
区
で
天
竜

厚
生
会
が
初
め
て
地
域
に
入
所
施
設
を
建
設
し
地
域
に
出
た
試
み
、
③
新
型
特
養
と
い
う
新
し
い
料
金
体
系
の
施
設
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で
あ
っ
た
こ
と
と
整
備
補
助
金
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
健
全
運
営
が
可
能

か
ど
う
か
と
い
う
課
題
、
④
給
食
の
全
面
委
託
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
検
証

す
る
課
題
、
で
あ
っ
た
。

現
在
ま
で
、
幾
多
の
困
難
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
試
み
や
課
題
も
ク
リ
ア

し
な
が
ら
順
調
に
運
営
を
し
て
い
る
。
し
ん
ぱ
ら
の
家
で
は
、
す
べ
て
が
個
室

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
利
用
者
が
一
人
に
な
れ
る
時
間
と
空
間
が
保
障
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
〇
名
の
少
な
い
人
数
で
の
生
活
は
、
ご
利
用
者
に
と
っ
て
も
、

職
員
に
と
っ
て
も
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

五　

登
呂
の
家
の
設
置

「
登
呂
の
家
」
は
、
静
岡
市
営
富
士
見
団
地
の
建
設
を
中
心
と
す
る
団
地
内
の
整
備
計
画
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平

成
一
六
、
一
七
年
度
の
二
ヶ
年
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
多
様
な
世
帯
構
成
に
配
慮
し
、
団
地
に

保
育
所
や
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
配
置
す
る
も
の
で
、福
祉
施
策
・
住
宅
施
策
と
い
っ

た
縦
割
り
を
排
除
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
空
間
を
創
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
静
岡
市
が
こ
の
計
画

を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
つ
い
て
は
、静
岡
県
内
社
会
福
祉
法
人
へ
の
公
募
制
（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
が
静
岡
市
内
へ
事
業
展
開
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

しんぱらの家
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当
法
人
と
し
て
は
、
静
岡
市
で
の
事
業
展
開
は
こ
れ
ま
で
懸
案
で
あ
っ
た

「
し
ら
い
と
」
と
の
人
事
交
流
を
図
る
上
で
も
意
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
応
募
し
た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
施

設
と
し
て
、
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設
づ
く
り
を
、
行
政
・

地
域
の
方
々
と
と
も
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
提
案
し
た
。
そ
の

結
果
、
静
岡
市
の
指
名
を
い
た
だ
き
、
平
成
一
七
年
九
月
に
竣
工
し
た
。

開
設
に
至
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
補
助
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
た

め
財
源
確
保
を
め
ぐ
っ
て
か
な
り
シ
ビ
ア
な
議
論
も
あ
っ
た
が
、
全
室
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
二
番
目
の
施
設
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
六
階

建
て
の
二
階
か
ら
六
階
を
ご
利
用
者
の
暮
ら
し
の
場
と
し
て
、
各
階
に
は
二

つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
配
置
し
た
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
個
室
・
食
堂
・
居
間
と
隣
の
ユ
ニ
ッ

ト
の
方
と
ふ
れ
あ
え
る
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
や
、
個
浴
・
座
位
浴
槽
を
設
け
た
。
生
活
ス
ペ
ー
ス
は
全
て
置
き

床
構
造
と
し
て
、
万
が
一
転
倒
し
た
場
合
で
も
骨
折
し
に
く
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
二
四
時
間
換
気
に
加
え

ユ
ニ
ッ
ト
の
壁
は
光
触
媒
に
よ
り
臭
い
を
吸
収
す
る
素
材
を
使
用
し
、
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
た
。

登
呂
の
家
は
、
施
設
に
入
所
す
る
と
い
う
よ
り
、
住
み
替
え
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
ご
自
宅
か
ら
の
引
越
し
に

始
ま
り
、
登
呂
の
家
を
「
第
二
の
我
が
家
」
と
し
て
普
段
ど
お
り
の
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
一
階
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
平
成
二
一
年

度
に
は
、
延
べ
約
三
、
八
〇
〇
名
の
地
域
の
方
が
利
用
し
、
ご
利
用
者
も
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
親
睦
を
図
っ
て 登呂の家正面玄関
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い
る
。

六　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
一
八
年
四
月
よ
り
浜
松
市
か
ら
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
浜
北
北
部
」、
静
岡
市
か

ら
は
「
静
岡
市
駿
河
区
大
里
高
松
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
受
託
し
、
業
務
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
掛
川
市
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
託
に
向
け
て
「
掛
川
市
西
部
包
括
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」、「
掛
川
市
東
部
包
括
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
」
を
開
始
し
、「
掛
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
職
員
二
名
が
出
向
し
、
準
備
を
進
め
た
。
翌
平
成
一

九
年
に
は
、
浜
松
市
よ
り
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
北
遠
中
央
」
を
受
託
し
た
。
ま
た
、
掛
川
市
よ
り
「
掛
川
市

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
受
託
し
、
さ
ら
に
翌
年
に
「
掛
川
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
受
託

し
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
業
務
を
引
き
継
い
だ
。
現
在
合
計
五
ヶ
所
の
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
の
包
括
的
な

支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

七　

板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置

平
成
一
九
年
六
月
に
、
浜
松
市
の
中
心
街
で
あ
る
中
区
板
屋
町
に
「
板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
た
。
場
所
は
浜
松
駅
か
ら
も
近
く
、
交
通
の
便
も
良
い
ア
ク
ト
タ
ワ
ー
の
北
側
に
位
置
す
る
一
四
階
建
て
の
建

物
内
の
一
階
で
あ
る
。
三
階
以
上
は
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
一
階
と
二
階
部
分
は
浜
松
市
所
有
の
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
中

央
」
と
呼
ば
れ
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
複
合
施
設
で
あ
る
。
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当
施
設
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
利
用
対
象
と
し
た
「
浜
松
市
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
中
核
と
し
て
、
六
〇
歳
以
上
の
介
護
保
険
対
象
外
の

方
を
利
用
対
象
と
し
た
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」、
介
護
保
険
対
象
の
方
の
た

め
の
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
三
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
浜
松
市
が
委
託
先
を
公

募
し
、
入
札
の
結
果
、
天
竜
厚
生
会
が
受
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
受
託

期
間
は
平
成
一
九
年
か
ら
の
一
〇
年
間
で
あ
る
。

板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
特
色
は
、
個
別
機
能
訓
練
の
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
さ
せ
、
専
門
職
を
配
置
し
リ
ハ
ビ
リ
機
器
等
を
利
用
し
た
運
動
機
能

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
認
知
症
予
防
の

た
め
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
ご
利
用
者
の
状

態
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
疾
患
に
よ
り
六
五
歳
未
満

で
あ
っ
て
も
機
能
回
復
訓
練
が
必
要
な
方
や
、
介
護
中
心
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
年
齢
的
に
抵
抗
を
感
じ
る
よ

う
な
方
で
も
、
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
る
。

八　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か
指
定
管
理
受
託

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
と
よ
お
か
」
は
、
昭
和
四
二
年
に
豊
岡
村
、
天
竜
市
、
龍
山
村
、
佐
久
間
町
、
水
窪
町
、
春 

野
町
、
森
町
が
設
置
し
、「
北
遠
荘
」
と
い
う
名
称
で
運
営
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
市
町
村
合
併
を
機
に
「
と
よ 板屋町デイサービスセンターのリハビリ機器
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お
か
」
と
名
称
を
改
め
、
磐
田
市
・
浜
松
市
・
森
町
の
三
市
町
か
ら
な
る
管
理

組
合
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
。

平
成
一
九
年
に
磐
田
市
が
指
定
管
理
者
制
度
を
取
り
入
れ
る
に
伴
い
、
と
よ

お
か
に
つ
い
て
も
受
託
先
の
社
会
福
祉
法
人
を
公
募
し
た
。
こ
の
公
募
に
は
三

つ
の
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
提
案
し
審
査
の
結
果
、
当
法
人
が
受
託
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
後
、
平
成
一
九
年
四
月
か
ら
管
理
組
合
の
運
営
す
る
と
よ
お
か
に
職
員

を
二
名
出
向
さ
せ
る
な
ど
し
て
準
備
を
進
め
、
当
法
人
に
よ
る
運
営
が
始
ま
っ

た
の
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
で
あ
っ
た
。

と
よ
お
か
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
磐
田
市
壱
貫
地
の
豊
岡
総

合
セ
ン
タ
ー
の
児
童
公
園
に
隣
接
し
て
お
り
、
周
辺
は
、
住
宅
地
や
工
場
、
畑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
入
所
定
員
は
五
○
名
、
短
期
入
所
定
員
は
四
名
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
保
険
施
設
で
は
な

く
、
行
政
に
よ
る
措
置
に
よ
り
入
所
が
決
定
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
。

入
所
定
員
は
五
○
名
と
少
な
い
が
、
と
よ
お
か
は
、
当
法
人
に
お
い
て
次
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
当
法
人
の
障
が
い
者
施
設
（
救
護
・
知
的
）
と
高
齢
者
介
護
施
設
（
特
養
・
老
健
）
の
橋
渡
し
を
す

る
役
割
で
あ
る
。
従
来
は
、
障
が
い
者
施
設
で
ご
利
用
者
が
高
齢
化
し
て
も
、
要
介
護
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
は
行
き

場
が
無
く
、
障
が
い
者
施
設
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
障
が
い
者
施
設
と
し
て
も
、
本
来
の

施
設
目
的
に
か
な
っ
た
ご
利
用
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
と
よ
お
か
の
運
営
が
始
ま
っ
た
こ
と 

で
、
高
齢
化
し
た
障
が
い
者
に
適
し
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う
環
境
が
準
備
さ
れ
、
障
が
い
者
施
設
か
ら
の
移
行

養護老人ホームとよおか
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が
進
展
し
た
。
ま
た
波
及
効
果
と
し
て
、
①
救
護
施
設
で
は
雇
用
を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
障
が
い
者
施
設
で
は
新
体
系
に
向
け
た
再
編
が
進
ん
だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

に
来
る
自
立
ま
た
は
要
支
援
で
、
住
居
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
よ
お
か
の
運
営

を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
が
深
ま
っ
た
。

幼
保
一
元
化
、
待
機
児
童
の
解
消
へ
の
取
り
組
み

少
子
化
の
進
行
や
共
働
き
家
庭
の
増
加
に
伴
う
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
新
し
い
子
育
て
支
援
策
が
生

み
出
さ
れ
て
い
る
。

掛
川
市
は
平
成
六
年
よ
り
掛
川
市
幼
児
教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
国
の
幼
保
一
元
化
施
策
に

先
駆
け
て
「
掛
川
市
幼
児
教
育
振
興
計
画
」
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
こ
の
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
天
竜
厚
生
会
の
運

営
し
て
い
た
三
つ
の
保
育
所
も
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
南
郷
保
育
園
は
平
成
一
八
年
に
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ

だ
ま
り
」、
城
北
保
育
園
と
宮
脇
保
育
園
は
一
九
年
に
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
」
に
統
合
さ
れ
た
。

掛
川
市
で
は
、「
感
性
豊
か
で
生
き
る
力
を
備
え
た
子
ど
も
に
育
て
る
た
め
に
」
を
基
本
理
念
に
、

①
「
三
つ
子
の
魂
教
育
」
の
実
践
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
発
信
の
場
と
な
る

②
〇
歳
児
か
ら
五
歳
児
の
異
年
齢
交
流
や
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
と
直
接
体
験
を
大
切
に
す
る
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③
乳
幼
児
に
と
っ
て
よ
り
望
ま
し
く
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
保
育
環
境
を
整
え
る

④
生
涯
学
習
人
生
の
最
初
の
段
階
で
あ
る
乳
幼
児
期
の
保
育
の
あ
り
方
や
、子
育
て
期
の
あ
り
方
を
み
ん
な
で
学
び
、

互
い
に
育
ち
合
う
地
域
の
乳
幼
児
教
育
・
育
児
の
セ
ン
タ
ー
と
す
る

　

等
を
市
民
の
め
ざ
す
幼
保
園
像
と
し
、
当
法
人
幼
保
園
も
こ
れ
を
柱
に
保
育
・
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

幼
保
一
元
化
の
流
れ
と
は
別
に
、
保
育
事
業
に
お
い
て
は
待
機
児
童
の
急
増
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
国

や
地
方
に
お
い
て
待
機
児
童
解
消
を
目
的
に
保
育
所
の
新
設
・
増
設
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
潜
在
的
な
待
機

児
童
は
計
り
し
れ
ず
根
本
的
解
消
に
至
っ
て
い
な
い
。

当
法
人
と
し
て
も
各
エ
リ
ア
の
保
育
需
要
、
要
望
に
応
え
る
べ
く
既
存
保
育
所
の
定
員
増
や
新
た
な
保
育
所
建

設
に
力
を
注
い
で
き
た
。
浜
北
区
で
は
平
成
一
四
年
に
き
ぶ
ね
保
育
園
の
定
員
を
三
〇
名
増
の
一
五
〇
名
と
し
、
さ

ら
に
、
平
成
一
七
年
し
ん
ぱ
ら
保
育
園
は
、
改
築
を
機
に
定
員
を
六
〇
名
増
の
一
五
〇
名
と
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

二
一
年
に
は
、
な
か
ぜ
保
育
園
も
改
築
時
に
定
員
を
三
〇
名
増
の
一
二
〇
名
に
し
た
こ
と
で
、
浜
北
区
全
体
で
一
二

〇
名
の
定
員
枠
を
増
加
さ
せ
た
。

掛
川
市
の
平
成
一
八
年
、
一
九
年
の
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計
画
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
南
郷
保
育
園
を
九
〇

名
か
ら
一
二
〇
名
、
一
四
〇
名
、
最
終
的
に
一
五
〇
名
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部
へ
と
段
階
的
に
定

員
を
増
加
さ
せ
、
城
北
保
育
園
九
〇
名
と
宮
脇
保
育
園
三
〇
名
は
、
二
二
〇
名
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保

育
園
部
と
な
っ
た
。（
な
お
、
宮
脇
保
育
園
は
、
市
の
意
向
で
定
員
六
〇
名
で
一
年
間
運
営
し
、
翌
年
閉
園
と
し
た
。）

こ
れ
ま
で
事
業
展
開
を
し
て
い
な
か
っ
た
磐
田
市
に
お
い
て
も
、
旧
福
田
町
と
旧
豊
田
町
そ
れ
ぞ
れ
の
公
立
保

育
所
の
移
管
を
受
け
保
育
事
業
を
新
展
開
さ
せ
た
。
み
な
み
し
ま
保
育
園
が
一
五
〇
名
、
と
み
が
お
か
保
育
園
が
九

〇
名
の
定
員
で
、
公
立
保
育
所
か
ら
定
員
増
を
し
て
の
受
け
入
れ
で
あ
っ
た
。
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待
機
児
童
解
消
対
策
の
一
環
と
し
て
、
円
滑
化
事
業
も
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。
需
要
が
あ
れ
ば
基
本
的
に
断
ら

な
い
積
極
的
姿
勢
を
全
園
意
思
統
一
し
、
地
域
の
需
要
に
応
え
て
い
る
。

一　

休
日
保
育
の
実
施　
　

平
成
一
四
年
二
月
、
浜
北
市
の
天
竜
厚
生
会
が
運
営
す
る
五
ヶ
園
の
園
児
を
対
象
と
し
、
き
ぶ
ね
保
育
園
に
お

い
て
、
休
日
保
育
を
開
始
し
た
。

当
時
、
園
の
事
業
と
し
て
、
延
長
保
育
（
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
一
三
時
間
開
園
）
や
一
時
保
育
は

実
施
し
て
い
た
が
、
休
日
保
育
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
。

休
日
保
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
平
成
一
二
年
度
よ
り
、
浜
北
市
担
当

者
と
当
法
人
園
長
と
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
一
三
年
度
に
入
り
、
開
設
時
間
や
利
用
料
等
の
調
整
、
乳
幼
児
が

安
定･

安
心
で
き
る
環
境
設
定
等
、
具
体
的
な
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。
各
園
に
お
い
て
も
、
職

員
会
議
で
「
何
の
た
め
に
休
日
保
育
を
行
う
の
か
」
を
議
題
に
挙
げ
、
対
応
に
向
け
て
話
し
合
う
場
を
設
け
た
。
ま 

た
、
園
に
在
籍
す
る
乳
幼
児
の
保
護
者
（
当
時
約
六
〇
〇
世
帯
）
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ア
ン 

ケ
ー
ト
で
は
「
日
曜
日･

祝
日
の
利
用
希
望
回
数
」「
休
日
保
育
実
施
に
向
け
て
の
ご
意
見
」
等
の
項
目
を
挙
げ
調

査
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、「
開
始
次
第
利
用
し
た
い
」「
今
す
ぐ
に
で
は
な
い
が
利
用
し
た
い
」
と
い
う
方
が
多
数

で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
」「
何
か
の
時
に
心
強
い
」
と
い
う
意
見
の
他
に
「
い
つ
も
と
違
う

園
・
保
育
者
だ
と
不
安
」「
通
っ
て
い
る
園
で
実
施
し
て
ほ
し
い
」
等
、
預
け
た
い
が
不
安
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
休
日
保
育
専
門
職
員
」
を
配
置
し
、
各
園
保
育
士
の
当
番
制
と
し
て
、
利
用
す
る
乳
幼
児
や
保
護
者
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が
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
た
。

二　

ふ
た
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置　
　
　
　
　
　

天
竜
厚
生
会
は
、
共
働
き
、
核
家
族
化
、
少
子
化
と
い
う
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
小
学
校
に
入
学
し
た
児

童
を
か
か
え
た
母
親
た
ち
が
不
安
を
い
だ
き
つ
つ
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
平
成
一
二
年
四
月
、
天
竜
市
の
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
委
託
を
受
け
て
「
や
ま
び
こ
児
童
ク
ラ
ブ
」
定
員
三
〇
名
を
開
設
し
た
。
利
用
希
望
者
が
殺

到
し
、
翌
年
に
定
員
を
六
〇
名
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
利
用
希
望
者
が
多
く
、
も
う
一
ヶ
所
の
児
童
ク

ラ
ブ
開
設
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
天
竜
市
立
二
俣
小
学
校
の
空
き
教
室
を
借
り
て
、
平
成
一
四
年
四
月
定
員
二
〇
名
で
「
ふ
た
ま
た
児

童
ク
ラ
ブ
」
を
開
設
し
た
。
開
設
に
あ
た
り
、
当
時
の
天
竜
市
教
育
委
員
会
、
福
祉
事
務
所
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
ふ
た
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
も
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
平
成

一
五
年
四
月
に
は
定
員
三
〇
名
に
変
更
し
た
。
働
く
母
親
の
増
加
、
不
審
者
に
よ
る

児
童
へ
の
危
険
な
事
件
多
発
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
孤
立
し
た
児
童
等
、
ご
家
族

の
不
安
の
高
ま
り
や
、
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
平
成
一
八
年
四
月
に
定
員
を
四
〇

名
に
変
更
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
利
用
希
望
数
が
多
い
た
め
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
二
つ

の
教
室
の
面
積
、
指
導
員
の
配
置
数
、
安
全
を
保
障
で
き
る
環
境
等
を
考
慮
し
、
最

大
受
け
入
れ
人
数
を
六
〇
名
と
し
て
い
る
。
地
域
に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
輪
が
少

ふたまた児童クラブ活動風景
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な
い
時
代
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
異
年
齢
の
児
童
が
お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、
相
手
を
認
め
合
い
、
思
い
や
り

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
と
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
四
季
折
々
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

三　

宮
脇
・
城
北
保
育
園
耐
震
工
事

東
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
想
定
震
源
域
も
拡
大
す
る
中
で
、
宮
脇
・

城
北
・
南
郷
の
掛
川
三
園
は
と
も
に
耐
震
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
早

急
な
補
強
工
事
が
必
要
と
診
断
さ
れ
て
い
た
が
、
耐
震
対
策
が
具
体
化
し
た
の

は
平
成
一
四
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

宮
脇
・
城
北
の
二
園
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
耐
震
補
強
が
比
較
的
容
易

で
あ
っ
た
が
、
南
郷
保
育
園
は
鉄
骨
造
の

た
め
、
構
造
体
の
耐
力
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ

な
い
た
め
に
は
園
舎
全
体
に
及
ぶ
大
規
模

な
補
強
が
必
要
と
な
る
上
、
建
物
の
使
用

環
境
も
著
し
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

掛
川
市
と
協
議
の
結
果
、
南
郷
に
つ
い
て
は
掛
川
市
行
政
計
画
の
中
で
方

針
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
宮
脇
・
城
北
の
耐
震
補
強
工
事
を
先
行
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
両
園
と
も
主
と
し
て
耐
震
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
を
壁
面
に
は

め
込
む
補
強
工
事
で
あ
っ
た
が
、
園
舎
を
使
用
し
な
が
ら
保
育
の
継
続
が
可
能

宮脇保育園外観

城北保育園外観
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で
あ
っ
た
。
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
両
園
同
時
着
工
し
、
年
度
末
に
無
事
竣
工
し
た
。

一
方
、
南
郷
保
育
園
は
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
平
成
一
八
年
度
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保

育
園
部
」
へ
移
転
改
築
と
な
っ
た
。

四　

す
ぎ
の
こ
保
育
園
耐
震
工
事

天
竜
厚
生
会
保
育
所
の
改
築
も
含
め
た
耐
震
化
整
備
が
進
む
中
で
、
す
ぎ
の

こ
保
育
園
は
平
成
一
四
年
度
の
耐
震
診
断
に
よ
り
、
脆
弱
な
構
造
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
天
竜
市
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
同
市
の
補
助
金
を
受
け

て
平
成
一
六
年
度
に
耐
震
工
事
を
実
施
し
た
。

工
事
は
、
同
年
一
〇
月
に
着
工
し
約
三
ヶ
月
を
要
し
た
。
園
舎
東
西
方
向
の

全
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
壁
面
を
軽
量
鉄
骨
に
交
換
し
、
地
震
に
よ
る
崩
落
防
止

対
策
と
と
も
に
、
各
所
に
耐
震
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
を
施
す
予
想
以
上
に
大
掛
か
り

な
も
の
と
な
っ
た
。
平
屋
建
て
の
園
舎
の
外
観
は
、
耐
震
設
計
の
工
夫
が
功
を

奏
し
て
、
保
育
に
支
障
を
与
え
る
ほ
ど
の
影
響
は
出
な
か
っ
た
。

工
事
期
間
中
は
、
す
ぎ
の
こ
保
育
園
で
の
保
育
が
困
難
な
た
め
、
近
隣
の
や

ま
び
こ
保
育
園
で
合
同
保
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

すぎのこ保育園耐震補強基礎工事
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五　

み
な
み
し
ま
保
育
園
の
設
置

平
成
一
三
年
度
に
福
田
町
は
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
福
祉

向
上
を
図
る
べ
く
公
立
保
育
所
の
民
営
化
、
待
機
児
童
の
解
消
、
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
の
目
標
を
掲
げ
た
。
そ
れ
を
受
け
翌
年
一
一
月
に
、
保
育 

所
の
運
営
を
委
託
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
選
考
会
が
開
か
れ
た
。
選
考
の
結 

果
、
天
竜
厚
生
会
の
保
育
理
念
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
福
田
第
二
保
育
所
の
運
営

を
受
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
福
田
町
立
幼
稚
園
跡
地
で
の

新
保
育
所
開
設
の
準
備
が
本
格
化
し
た
。
平
成
一
六
年
度
に
は
敷
地
の
整
備
、

園
舎
の
建
設
が
行
わ
れ
、
平
成
一
七
年
四
月
、
磐
田
市
南
島
に
、
定
員
一
三
〇

名
の
保
育
所
と
し
て
「
み
な
み
し
ま
保
育
園
」
を
開
園
し
た
が
、
待
機
児
童
が

多
い
こ
と
か
ら
平
成
一
八
年
度
に
は
、
定
員
を
一
五
〇
名
へ
と
変
更
し
た
。

ま
た
、
専
任
の
看
護
師
を
配
置
し
、
病
気
回
復
期
に
あ
る
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な
磐
田
市
内
の
認
可
保
育
所

に
通
っ
て
い
る
、
お
お
む
ね
一
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
を
一
時
預
か
り
、
専
用
室
に
て
保
育
を
行
う
病

後
児
保
育
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
共
働
き
の
保
護
者
等
に
、
よ
り
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
と
一
層
の
安
心
感

を
提
供
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
人
事
的
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
よ
う
、
前
も
っ
て
当
法
人
の
中
堅
職
員
二
名
を
、
移
管
一
年

前
に
前
身
公
立
保
育
所
に
長
期
研
修
（
一
年
間
）
と
し
て
送
り
出
し
、
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
た
。
以
降
、
公
立
保

育
所
、
幼
稚
園
の
受
託
の
際
に
は
、
同
様
の
長
期
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

みなみしま保育園
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六　

と
み
が
お
か
保
育
園
の
設
置

平
成
一
三
年
度
、
豊
田
町
に
お
い
て
平
成
二
二
年
度
ま
で
の
長
期
児
童
育

成
計
画
（
ニ
ッ
セ
の
郷
の
楽
し
い
子
育
て
プ
ラ
ン
）
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

期
を
同
じ
く
し
て
、
天
竜
厚
生
会
も
磐
田
市
エ
リ
ア
で
の
新
た
な
福
祉
事
業

展
開
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
こ
で
旧
豊
田
町
保
育
所
創
設
事
業
に
参
入
す
る

こ
と
と
し
、
公
立
保
育
所
（
豊
田
東
保
育
所
）
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
移
管

公
募
制
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
に
参
加
し
た
。

平
成
一
五
年
九
月
、
当
法
人
の
提
出
し
た
企
画
書
が
選
考
委
員
会
に
て
受

け
入
れ
ら
れ
、
移
管
法
人
と
し
て
の
指
名
を
受
け
、
具
体
的
運
営
の
協
議
が

開
始
さ
れ
た
。
新
磐
田
市
が
誕
生
し
た
平
成
一
七
年
四
月
一
日
、
旧
豊
田
町

の
移
管
を
受
け
、「
と
み
が
お
か
保
育
園
」
が
開
園
し
た
。

移
管
と
同
時
に
新
園
舎
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
旧
園
舎
を
そ
の
ま
ま
譲
り
受
け
、
事
業
を
継
続
し
た
。

そ
の
後
改
築
し
、
平
成
一
九
年
二
月
五
日
、
定
員
九
〇
名
の
保
育
所
と
し
て
竣
工
式
を
迎
え
た
。
建
設
に
あ
た
り
、

大
切
に
し
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
生
活
し
や
す
い
と
こ
ろ
」、
保
護
者
に
と
っ
て
「
安
心
で
き
る
と 

こ
ろ
」、
地
域
に
と
っ
て
「
利
用
し
や
す
い
と
こ
ろ
」、
保
育
士
に
と
っ
て
「
働
き
が
い
の
あ
る
と
こ
ろ
」
で
あ
る
。

改
築
に
併
せ
子
育
て
支
援
環
境
の
充
実
に
向
け
、「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
一
時
預
か
り
保
育
」「
病
後

児
保
育
」
の
新
事
業
を
、
専
用
室
や
専
任
職
員
を
配
置
し
開
始
し
た
。　

とみがおか保育園
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七　

し
ん
ぱ
ら
保
育
園
増
改
築

浜
北
市
内
四
番
目
の
保
育
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
新
原
保
育
園
は
、
昭
和
五
〇
年
開
設
で
、
壁
面
ク
ラ
ッ
ク
や

雨
漏
り
等
の
老
朽
化
に
よ
る
補
修
を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
た
が
、「
こ
ま
つ
」「
き
ぶ
ね
」「
し
ば
も
と
」
と
順
次

増
改
築
が
完
了
し
、
次
の
増
改
築
対
象
と
な
っ
て
い
た
。　
　
　

新
原
保
育
園
を
増
改
築
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
土
地
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
東
側
隣
接
民
有
地
の
地

権
者
と
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
借
用
が
実
現
し
、
工
事
着
手
の
目
途
が
立
っ
た
。

国
庫
補
助
協
議
の
結
果
、
平
成
一
六
年
度
七
〇
％
、
平
成
一
七
年
度
三
〇
％
の
二
ヶ
年
整
備
事
業
と
決
定
し
、
平

成
一
六
年
八
月
に
着
工
し
た
。
ま
ず
借
用
地
に
仮
設
園
舎
を
設
置
し
、
移
動
後
同
年
一
〇
月
か
ら
既
存
園
舎
解
体
撤

去
、
新
園
舎
建
設
、
新
園
舎
竣
工
移
設
後
仮
設
園
舎
解
体
撤
去
、
駐
車
場
等

外
構
工
事
と
進
み
、
平
成
一
七
年
七
月
全
工
程
が
完
了
し
た
。

新
原
保
育
園
は
定
員
九
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
改
築
整
備
に
あ
た
っ
て
は
当

該
地
区
の
市
街
化
拡
大
に
伴
う
待
機
児
童
解
消
の
た
め
定
員
を
一
五
〇
名
と

し
、
併
せ
て
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
育
児
相
談
や
情
報
提

供
等
、
子
育
て
家
庭
支
援
、
児
童
福
祉
施
策
推
進
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

す
る
計
画
と
し
た
。

名
称
も
他
園
同
様
ひ
ら
が
な
で
「
し
ん
ぱ
ら
保
育
園
」
と
改
称
し
、
新
し

い
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

しんぱら保育園
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八　

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
の
設
置

平
成
一
七
年
、
南
郷
保
育
園
は
、
掛
川
市
立
上
内
田
幼
稚
園
、
中
央
厚
生
会

中
央
保
育
園
と
統
合
し
、
掛
川
市
二
番
目
、
天
竜
厚
生
会
最
初
の
幼
保
園
と
な

る
こ
と
が
決
定
し
た
。

南
郷
保
育
園
は
上
張
地
区
か
ら
杉
谷
地
区
へ
と
移
転
改
築
を
す
る
こ
と
と
な

り
、
当
初
の
計
画
で
は
平
成
一
八
年
四
月
一
日
移
転
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
国

の
財
政
事
情
に
よ
り
、
二
ヶ
年
事
業
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
七
月
一
日
に
変
更
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
南
郷
保
育
園
に
お
い
て
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
際
、
南
郷
保
育
園
と
中
央
保
育
園
が
統
合
さ
れ
、
一
二
〇
名
に
定
員
変
更
し

た
。
そ
の
後
、
同
年
六
月
一
日
に
は
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部
」

と
名
称
変
更
し
、
七
月
一
日
に
は
、
一
四
〇
名
に
定
員
変
更
し
、
完
成
し
た
新

園
舎
で
の
保
育
が
開
始
さ
れ
た
。

な
お
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部
は
、
上
内
田
幼
稚
園
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
一
九
年
四
月
一
日
よ

り
当
法
人
が
学
校
法
人
を
取
得
し
、
運
営
を
開
始
し
、
名
実
と
も
に
幼
保
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
時
、
保

育
園
部
は
定
員
を
一
五
〇
名
に
変
更
し
た
。

子育てセンターひだまり新園舎
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九　

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
の
設
置　
　
　

平
成
二
〇
年
四
月
一
日
、
掛
川
市
長
谷
地
区
に
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や

の
も
り
」
が
設
置
さ
れ
た
。

「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
」
は
、
掛
川
市
立
曽
我
幼
稚
園
、
天
竜
厚

生
会
宮
脇
保
育
園
及
び
城
北
保
育
園
を
統
合
し
建
設
さ
れ
た
、
掛
川
市
に
お
い

て
は
五
ヶ
所
目
、
天
竜
厚
生
会
と
し
て
は
二
ヶ
所
目
の
幼
保
園
と
な
る
。

定
員
は
、
保
育
園
部
二
二
〇
名
、
幼
稚
園
部
九
〇
名
、
合
計
三
一
〇
名
で
、

当
法
人
が
運
営
す
る
園
の
中
で
も
群
を
抜
い
た
大
規
模
の
園
で
あ
る
。

大
規
模
で
は
あ
っ
て
も
、
当
法
人
が
大
切
に
し
て
い
る
「
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
保
育
」
の
考
え
は
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
基
本
理
念
に
「
感
性
豊

か
で
生
き
る
力
を
そ
な
え
た
子
ど
も
に
育
て
る
た
め
に
」
を
掲
げ
、
四
季
折
々

の
自
然
の
中
で
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
経
験
を
い
っ
ぱ
い
し
よ
う
と
い
う
目
標
の
中
で
、
散
歩
、
自
然
体
験
学

習
や
園
児
一
人
ひ
と
り
の
五
感
を
磨
く
保
育
を
実
践
し
て
い
く
計
画
を
立
て
た
。

理
念
や
計
画
を
実
践
す
る
た
め
に
、
建
物
の
面
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
〇
歳
児
を
除
く
各
年
齢
を
二
ク
ラ
ス
ず

つ
と
す
る
こ
と
で
、
少
人
数
で
の
保
育
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
特
別
保
育
事
業
と
し
て
、
一
時
預
か

り
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
専
用
室
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
多
く
の
地
域
の
方
が
来
園
し
、
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
園
児
も
保
育
士
も
様
々
な
方
々
と
触
れ
合
う
経
験
の
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

子育てセンターさやのもり新園舎
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一
〇　

矢
崎
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
運
営
受
託

浜
松
市
二
俣
町
南
鹿
島
に
位
置
す
る
矢
崎
計
器
天
竜
工
場
は
六
〇
〇
名
余

り
の
従
業
員
を
抱
え
て
お
り
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
従
業
員
の
子
育
て
を
支
援
す
べ
く
平
成
一
八
年
五
月
一
日
に
事
業
内
保
育

所
「
矢
崎
計
器
保
育
園
」
を
設
置
し
、
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
天
竜
厚
生
会

に
運
営
を
委
託
し
た
。

当
法
人
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
所
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
さ

ら
に
矢
崎
計
器
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
育
所
に
し
て
い
こ
う
と
努
め
た
。
会
社

側
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
様
々
な
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
っ
た
。

初
め
て
親
と
な
る
保
護
者
の
方
や
、
工
場
の
方
に
子
育
て
や
、
子
ど
も
の
い

る
生
活
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
工
場
内
の
公
園
に
積
極
的

に
出
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
行
事
で
は
畑
作
り
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
遠
足
を
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
赤
ち
ゃ
ん

の
生
ま
れ
た
家
庭
に
は
誕
生
カ
ー
ド
を
贈
る
と
と
も
に
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
を
開
き
、
普
及
に
努
め
て
き
た
。

平
成
二
〇
年
に
は
、
会
社
名
が
矢
崎
資
源
天
竜
工
場
と
改
名
さ
れ
る
と
、
保
育
所
名
も
「
矢
崎
お
ひ
さ
ま
保
育
園
」

と
な
っ
た
。

開
園
し
て
四
年
、
毎
日
九
名
の
子
ど
も
た
ち
が
通
い
、
祝
日
保
育
に
は
二
〇
名
余
り
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し

て
い
る
。

矢崎おひさま保育園
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一
一　

な
か
ぜ
保
育
園
増
改
築

浜
北
市
五
番
目
の
保
育
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
中
瀬
保
育
園
」
は
、
建

物
の
経
年
劣
化
に
伴
う
改
築
の
時
期
を
迎
え
て
い
た
。
待
機
児
童
増
加
は
、

浜
北
区
内
各
保
育
所
の
定
員
増
を
も
っ
て
し
て
も
解
消
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
待
機
児
童
解
消
を
図
る
た
め
、
三
〇
名
の

定
員
増
と
と
も
に
、
良
好
な
保
育
環
境
の
維
持
増
進
を
目
的
に
園
舎
の
整
備

を
行
い
、
併
せ
て
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
の
子
育
て

支
援
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ
た
。

平
成
二
一
年
二
月
、
中
瀬
保
育
園
の
老
朽
化
し
た
園
舎
が
増
改
築
さ
れ
、

同
年
四
月
、
園
名
は
「
な
か
ぜ
保
育
園
」
と
ひ
ら
が
な
に
し
、
親
し
み
や
す

く
な
っ
た
。
増
改
築
に
あ
わ
せ
て
新
た
に
土
地
を
借
り
受
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
園
庭
が
広
が
り
、
園
児
た
ち
は
よ
り
の
び
の
び
と
活
動
し
て
い
る
。
車
道
か
ら
見
え
る
位
置
に
園
舎
や
園
庭
を

配
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
が
利
用
し
や
す
く
な
り
、
中
で
も
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
園
児
と

の
交
流
も
で
き
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
ぜ
保
育
園
の
改
築
を
も
っ
て
、
浜
北
区
内
五
ヶ
園
の
改
築
整
備
事
業
が
完
了
し
た
。

なかぜ保育園
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在
宅
医
療
・
精
神
科
医
療
に
向
け
た
取
り
組
み

施
設
ご
利
用
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
、
ま
た
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、
平
成
一
四
年
頃
よ
り
既
存

の
診
療
所
の
他
に
、
療
養
病
床
を
含
め
た
診
療
所
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
検
討
を
重
ね
、
平
成
二
一
年
精
神
科

医
療
・
医
療
療
養
型
を
中
心
と
し
た
一
八
床
の
「
天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所
」
を
開
設
し
た
。

ま
た
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
地
域
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
在
宅
医
療
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
。

一　

天
竜
厚
生
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
開
始

在
宅
生
活
を
営
む
ご
利
用
者
は
、
退
院
後
看
護
師
の
訪
問
な
ど
の
在
宅
医
療
ケ

ア
を
希
望
し
て
い
た
。
天
竜
厚
生
会
診
療
所
を
退
院
し
た
福
祉
住
宅
の
方
や
介
護

老
人
保
健
施
設
さ
い
わ
い
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
も
同
様
で
あ
っ

た
。当

法
人
の
医
師
や
看
護
師
も
「
な
ん
と
か
こ
の
よ
う
な
ご
利
用
者
の
在
宅
医
療

ケ
ア
が
で
き
な
い
も
の
か
」
と
考
え
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
の
検
討
を

始
め
た
。
当
初
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
ず
、
で
き
る
範
囲
内
で
訪
問
し
て

い
こ
う
と
い
う
方
針
を
決
定
し
、
訪
問
は
診
療
所
の
病
棟
看
護
師
一
名
と
外
来
看

護
師
が
交
代
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設

訪問看護ステーション事業開始
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を
申
請
し
、
平
成
一
七
年
七
月
一
五
日
付
で
認
可
を
受
け
、
同
年
八
月
一
日
に
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
場
所
は
、
天
竜
厚
生
会
診
療
所
の
建
物
内
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
山
診
療
所
内
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
テ

ラ
イ
ト
を
設
け
た
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
病
気
や
け
が
の
た
め
家
庭
に
お
い
て
継
続
し
て
療
養
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
認
め
た
場
合
、
そ
の
ご
利
用
者
宅
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
が
訪
問
し
て

看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
医
療
を
含
め
た
相
談
に
応
じ
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

二　

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
認
可
、
運
営

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

身
近
な
人
に
囲
ま
れ
て
在
宅
で
の
最
期
を
迎
え
る
こ
と
も
選
択
で
き
る
よ
う
、
平
成
一
八
年
の
医
療
法
改
正
に
よ
り

「
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
」
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
天
竜
厚
生
会
診
療
所
は
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
か
ら
申
請
し
、
平
成
一
八
年
四
月
認
可
さ
れ
た
。

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
は
在
宅
医
療
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
病
院
、
診
療
所
、

薬
局
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と
の
連
携
を
図
り
、
二
四
時
間
往
診
お
よ
び
訪
問
看
護
等
を
提
供
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
自
宅
以
外
の
多
様
な
居
住
の
場
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
推
進
し
て
い
る
。
介
護
保
険
法
上
の
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
の
指
定
を
受
け
て
い
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
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ご
利
用
者
で
あ
っ
て
も
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者
に
つ
い
て
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
医
師
が
訪
問
診
療
を
行
う

こ
と
や
そ
の
指
示
に
基
づ
い
て
訪
問
看
護
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

三　

天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所
の
設
置

天
竜
厚
生
会
診
療
所
は
、
施
設
ご
利
用
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
、
ま
た
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
た
。

し
か
し
、
入
院
患
者
の
増
加
、
入
院
期
間
の
長
期
化
に
よ
り
、
療
養
病
床
を
持
つ
新
た
な
診
療
所
が
必
要
と
な
っ
た
。

検
討
の
結
果
、
平
成
二
一
年
四
月
、
天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所
を
新
規
に
開
設
し
た
。

第
二
診
療
所
入
院
部
門
に
は
、
一
二
床
の
医
療
保
険
適
応
型
療
養
病
床
と
六
床
の
一
般
病
床
が
あ
り
、
慢
性
疾

患
の
方
の
た
め
の
病
床
と
し
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
診
療
所
外
来
部
門
は
主
と
し
て
精
神
科
医
が
担
当
し
て
い
る
。
当
法

人
で
は
、
認
知
症
、
て
ん
か
ん
、
精
神
疾
患
を
対
象
と
し
た
精
神
神
経
学
的

治
療
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
浜
松
市
北
遠
地
区
の
精
神
科
医
療
を
担
う
た
め
、

平
成
一
九
年
八
月
に
、
天
竜
厚
生
会
診
療
所
に
常
勤
医
師
を
配
置
し
た
。
第

二
診
療
所
開
設
を
機
に
検
査
室
や
処
置
室
、
待
合
室
な
ど
の
設
備
を
整
え
外

来
部
門
を
開
設
し
た
。

天竜厚生会第二診療所
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四　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
の
取
り
組
み

天
竜
厚
生
会
診
療
所
は
、
静
岡
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
お
け
る
、
西
部
圏
域
「
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
、 
そ
こ
に
住
む
人
々
と
と
も
に
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
安
全
に

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
や
保
健
、
福
祉
及
び
生
活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
人
々
が
行
う
活
動
の
全
て
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

当
法
人
に
お
い
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
機
関
に
対
す
る
助
言
・

技
術
指
導
、
地
域
住
民
や
医
療
・
介
護
従
事
者
に
向
け
て
の
リ
ハ
ビ
リ
相
談
、

研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
他
、

医
師
・
看
護
師
、
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
員
等
多
く
の
職
種
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

地域リハビリテーションの様子
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地
域
・
海
外
に
向
け
た
活
動

一　

新
「
福
祉
教
育
用
ビ
デ
オ
」
完
成

国
際
障
害
者
年
の
昭
和
五
六
年
よ
り
、
障
が
い
者
の
理
解
の
推
進
を
目
的

に
、
福
祉
教
育
事
業
を
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
。

福
祉
教
育
は
、
福
祉
や
障
が
い
者
の
理
解
を
目
的
と
す
る
基
礎
編
と
障
が

い
者
や
高
齢
者
へ
の
支
援
を
学
ぶ
実
践
編
、
実
際
に
施
設
へ
出
向
い
て
施
設
実

習
を
行
う
体
験
交
流
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
受
講
者
と

施
設
お
よ
び
ご
利
用
者
の
様
子
を
伝
え
る
橋
渡
し
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
福
祉
教
育
ビ
デ
オ
で
あ
る
。
ビ
デ
オ
は
福
祉
教
育
を
開
始
し
た
当
時
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
福
祉
制
度
や
天
竜
厚
生
会
各
施
設
の
様
子
も
大
き

く
様
変
わ
り
し
、
ビ
デ
オ
内
容
の
修
正
・
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
平
成
一

四
年
度
に
福
祉
教
育
ビ
デ
オ
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
日
本

小
型
自
動
車
振
興
会
（
現
Ｊ
Ｋ
Ａ
）
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
新
た
な
福
祉
教
育
ビ
デ
オ
の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。

ビ
デ
オ
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
業
者
か
ら
コ
ン
ペ
方
式
で
企
画
提
案
を
求
め
、
最
も
優
れ
た
提
案
を

し
た
業
者
に
選
定
し
た
。

内
容
は
、
施
設
ご
利
用
者
と
福
祉
教
育
受
講
者
で
あ
る
地
元
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
映
像

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
教
育
受
講
者
が
施
設
実
習
に
抱
く
不
安
の
解
消
に
努
め
た
。
ま
た
福
祉
制
度
や
障
が
い 福祉教育の様子
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者
等
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
一
年
を
通
し
て
数
多
く
の
場
面
を
撮
影
し
て
も
ら
い
、
数
回
の
試
写
会
を
行
い
、
そ
の

度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
協
議
し
、
慎
重
に
構
成
・
編
集
を
進
め
、
よ
り
よ
い
ビ
デ
オ
制
作
に
努
め
た
。
最
終
段
階
に

は
映
像
へ
の
音
入
れ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
吹
き
込
み
及
び
テ
ロ
ッ
プ
の
挿
入
を
完
了
し
、
新
し
い
福
祉
教
育
ビ
デ
オ

「
福
祉
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
が
平
成
一
五
年
に
完
成
し
た
。

二　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
人
が
真
ん
中
」
コ
ー
ナ
ー
放
送

平
成
一
七
年
四
月
よ
り
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日
の
午
前
一
一
時
二
三
分
頃
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
人
が
真
ん
中
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
天
竜
厚
生
会
の
職
員
が
障
が
い
、
高
齢
、
保
育
、
医
療
、
保
健
等
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
で
解
説
す
る
番
組
を
放
送
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、一
般
の
方
に
福
祉
の
内
容
（「
介
護
保
険
制
度
」「
障
害
者
自
立
支
援
制
度
」「
特
別
保
育
事
業
」

な
ど
）
を
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
や
り
と
り
を
中
心
に
質
問
形

式
を
取
り
入
れ
、
誰
も
が
豊
か
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
ヒ
ン
ト
に
な

る
よ
う
な
福
祉
の
話
題
を
お
届
け
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」「
地

域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
相
談
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
日
常
業
務
の
体
験
談
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の

人が真ん中コーナー開始
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コ
ー
ナ
ー
の
最
後
に
視
聴
者
に
意
見
、
感
想
、
質
問
等
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
お
便
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
数
多
く
の
方
に
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三　

ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
修
了
生
の
訪
問

天
竜
厚
生
会
で
は
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
、「
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
」
の
受
け
入
れ
を

昭
和
五
九
年
の
事
業
開
始
当
初
よ
り
行
っ
て
お
り
、
こ
の
研
修
事
業
は
平
成
二
一
年
度
で
二
六
年
目
を
迎
え
た
。
当

法
人
で
研
修
を
修
了
し
た
ア
ジ
ア
各
国
の
修
了
生
の
多
く
は
、
母
国
に
戻
り
社
会
福
祉
実
践
の
現
場
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
五
年
に
一
度
「
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
修
了
生
の
そ
の
後
の
活
動
状
況
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
一
年
に
は
第
五
回
目
が
開
催
さ
れ
、
当
法
人
も
東
京
の
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
に
五
ヶ
国
九
名
の
修
了
生
の
訪
問
を
受
け
た
。
平
成
二
一
年
八
月
五

日
～
六
日
、
報
告
会
は
職
員
全
体
研
修
で
実
施
し
た
。
終
了
後
は
懇
親
の
場

を
設
け
、
研
修
生
は
当
時
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
職
員
と
の
再
会
を
果
た
し
た
。

さ
ら
に
職
員
宅
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
企
画
し
、
家
庭
的
な
親
交
も
深
め
た
。

第
一
期
修
了
生
の
方
な
ど
か
ら
当
時
の
話
を
聞
く
こ
と
は
、
若
い
職
員
に

と
っ
て
か
つ
て
の
当
法
人
を
知
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
た
。
修
了
生
の
多

く
は
、
日
本
で
の
研
修
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
た
め
、
言
葉
の
面
で
不
安

本部前記念写真
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当法人で研修を修了した研修生	 （敬称略）

期 氏名 国 研修期間

1 張
ジャン

　昌
ジャン

　燁
ヨップ

韓国
1984 年12 月  3日～1985 年  4 月27日

ダッタ バングラデシュ

2
車
チャー

　南
ナム

　勲
フン

韓国

1985 年 11 月  1日～ 1986 年  3 月25日セートゥンガ スリランカ

ナシル バングラデシュ

3
チンタナ タイ

1986 年 10 月27日～1987 年  3 月15日
ナハル バングラデシュ

4 粱
ヤン

　東
ドン

　淑
スク

韓国
1987 年 11 月11日～ 1988 年  3 月15日

ネリー フィリピン

5 金
キム

　恵
ヘイ

　
リ

韓国
1988 年 11 月  7日～ 1989 年  2 月15日

サイワルーン タイ

6
林
リン

　國
コツ

　光
コウ

台湾 1989 年  9 月11日～1989 年  9 月22日

アイリーン フィリピン
1989 年 10 月16日～1990 年  1月30日

チャンパ スリランカ

7
チャンピカ スリランカ 1990 年 11 月  5日～ 1991 年  1 月  7日

エレナ フィリピン 1991 年  1 月  7日～ 1991 年  2 月  8日

8
ソムラック タイ 1991 年 11 月  5日～ 1991 年 12 月28日

ナンダ スリランカ 1992 年  1 月  6日～ 1992 年  2 月  6日
9 マーリー タイ 1993 年 12 月11日～ 1994 年  1月24日

18 邊
ビョン

　小
ソ

　
ヒョン

韓国 2001 年 11 月  1日～ 2002 年  1 月26日

19 馬
マ

　綺
チ

　蓮
リェン

台湾 2002 年 11月  1日～ 2003 年  1月25日

20 周
ジュ

　恩
ウン

　英
ヨン

韓国 2003 年10 月29日～ 2004 年  1月30日

21 許
シー

　綺
チー

　玲
リン

台湾 2004 年  7 月  1日～ 2004 年  9 月  8日

22 ヤヤット インドネシア 2005 年  8 月  1日～ 2005 年11月25日

23 林
イム

　延
ゼン

　恩
ウン

韓国 2006 年  8 月10日～ 2006 年11月16日

24 スアルニ インドネシア 2007 年  9 月18日～ 2007 年11月22日

25 李
イ

　効
ヒョ

　靜
ジョン

韓国 2008 年  7 月31日～ 2008 年  8 月29日

26 姜
ガン

　眞
ジン

　姫
ヒ

韓国 2009 年  6 月15日～ 2009 年  8 月28日

※■が第5回の訪問者
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が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、修
了
生
ほ
ぼ
全
員
が
日
本
語
で
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
の
現
状
や
活
動
内
容
を
壇
上
で
報
告
し
た
。

日
頃
、
目
の
前
の
業
務
に
と
ら
わ
れ
、
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
な
職
員
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
抱
え
る
課

題
を
修
了
生
か
ら
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
場
と
な
っ
た
。

四　

空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
へ
の
協
力

「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
と
い
う
活
動
は
、
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
が
支
援
を
行
う
事
業
で
、
使
わ
な
く
な
っ

た
車
い
す
を
工
業
高
校
の
生
徒
や
工
科
大
学
の
学
生
が
修
理
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
レ
ー
で
車
い
す
の
不
足
し
て

い
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
届
け
る
活
動
で
あ
る
。
現
地
で
車
い
す
を
受
け
取
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
「
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
」
を
修
了
し
た
方
が
参
加
し
て
い
て
、

天
竜
厚
生
会
で
研
修
し
た
方
も
活
躍
し
て
い
る
。

日
本
で
廃
棄
処
分
さ
れ
る
車
い
す
の
中
に
は
、
修
理
す
れ
ば
ま
だ
使
え
る
も

の
も
多
く
、
一
方
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
車
い
す
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
現

実
が
あ
る
。
当
法
人
で
も
多
く
の
車
い
す
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

当
法
人
が
初
め
て
提
供
し
た
車
い
す
二
〇
台
は
、
神
奈
川
工
科
大
学
の
学
生

た
ち
が
点
検
・
梱
包
し
、
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
サ
ハ
ナ
・

サ
ラ
ナ
財
団
に
届
け
ら
れ
た
。
次
に
提
供
し
た
五
台
は
、
掛
川
工
業
高
等
学
校

の
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
修
理
さ
れ
、
同
年
一
一
月
一
七
日
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

スリランカに届けられた車いす
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障
害
児
財
団
へ
届
け
ら
れ
た
。

当
法
人
は
、
日
頃
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
少
し

で
も
力
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
活
動
へ
の
協
力
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
他
に
も
ど
の
よ
う
な
活

動
が
で
き
る
か
、
平
成
二
二
年
度
に
「
天
竜
厚
生
会
と
し
て
実
施
で
き
る
社
会
貢
献
活
動
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

五　

外
国
人
福
祉
人
材
雇
用
支
援
事
業

浜
松
市
は
国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

介
護
・
環
境
等
の
重
点
分
野
の
各
事
業
所
に
よ
る
創
意
工
夫
の
ア
イ
デ
ア
提
案
を
募
集
し
て
い
た
。
天
竜
厚
生
会
は

「
外
国
人
福
祉
人
材
雇
用
支
援
事
業
」
を
提
案
し
浜
松
市
に
採
択
さ
れ
、
平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日
か
ら
事
業
を

開
始
し
た
。

提
案
し
た
内
容
は
、
不
況
の
た
め
離
職
し
た
外
国
人
を
雇
用
し
、
将
来
増
加
す
る
外
国
人
労
働
者
雇
用
に
先
駆

け
て
、
当
法
人
が
外
国
人
人
材
福
祉
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
雇
用
し
た
の
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
を
出
し
、「
福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
」
と
い
う
強
い
意
思
が
感

じ
ら
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
・
ペ
ル
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
四
名
で
あ
っ
た
。

介
護
現
場
で
働
き
始
め
る
に
あ
た
り
、
約
一
ヶ
月
間
に
お
よ
ぶ
介
護
の
た
め
の
日
本
語
教
育
を
行
っ
た
。
日
本
語

教
育
で
は
財
団
法
人
浜
松
国
際
交
流
協
会
か
ら
紹
介
を
受
け
た
日
本
語
講
師
と
と
も
に
作
成
し
た
天
竜
厚
生
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
施
設
職
員
の
協
力
も
受
け
な
が
ら
猛
勉
強
を
し
た
。
そ
の
成
果
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が
最
終
日
の
作
文
発
表
に
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
と
介
護
に
対
す
る

想
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
月
以
降
は
障
害
者
支
援
施
設
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
で
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
き
始
め
た
。
四
名
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
介
護

だ
っ
た
た
め
不
慣
れ
な
部
分
も
多
く
、
特
に
ご
利
用
者
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と

や
オ
ム
ツ
交
換
に
は
苦
戦
し
て
い
た
。
し
か
し
施
設
職
員
か
ら
の
丁
寧
な
介
護

指
導
や
、
読
め
な
い
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
振
る
な
ど
の
配
慮
で
、
不
安
や
課

題
を
解
消
し
、
意
欲
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日本語の勉強風景



128

天
竜
厚
生
会
の
今
後
の
歩
む
べ
き
方
向理

事
長　

山　

本　

た　

つ　

子　

昭
和
二
一
年
春
、
結
核
回
復
者
自
ら
の
生
き
る
道
と
後
か
ら
続
く
結
核
回
復
者
の
生
活
の
活
路
を
見
出
す
た
め

の
取
り
組
み
が
、
旧
天
竜
荘
内
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
が
天
竜
厚
生
会
の
原
点
で
あ
る
。
結
核
回
復
者
の
集
ま
り
か

ら
目
的
を
明
確
に
し
た
財
団
法
人
と
し
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
昭
和
二
五
年
五
月
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
六
〇

年
、
当
法
人
の
歩
ん
で
き
た
道
は
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
。

三
五
周
年
を
迎
え
た
折
に
、
当
時
の
内
山
信
一
理
事
長
が
、
著
書
「
思
い
出
草
」
の
中
で
次
の
よ
う
な
言
葉
を

残
さ
れ
て
い
る
。

「
昭
和
四
七
年
、
福
祉
工
場
と
い
う
新
し
い
試
み
と
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
機
会
に
、
系
統
的
な
施
設
を
更
に

拡
充
し
て
、
総
合
的
な
社
会
福
祉
施
設
完
成
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
、
一
方
、
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
地
域
福

祉
増
進
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
す
べ
く
前
進
を
つ
づ
け
、
今
日
の
三
五
周
年
を
迎
え
た
。

今
や
、百
名
近
い
宿
泊
施
設
を
持
つ
研
修
セ
ン
タ
ー
、診
療
所
、身
体
障
害
者
体
育
館
（
委
託
経
営
）
が
整
備
さ
れ
、

周
辺
に
社
会
福
祉
住
宅
の
建
設
も
行
わ
れ
た
の
で
、
天
竜
厚
生
会
は
十
四
の
施
設
を
経
営
す
る
全
国
屈
指
の
規
模
に

発
展
し
（
地
域
福
祉
の
た
め
に
保
育
所
を
十
ヶ
所
も
経
営
し
て
い
る
）、
毎
年
国
内
は
勿
論
、
外
国
か
ら
の
研
修
生

も
迎
え
、
見
学
者
の
応
接
に
い
と
ま
な
い
程
で
あ
る
。

こ
の
発
展
の
歴
史
を
回
顧
す
る
時
、
創
立
の
恩
人
、
宍
戸
博
士
、
今
も
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
を
つ
づ
け
る

山
村
三
郎
君
の
努
力
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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事
業
が
成
立
す
る
に
は
鬼
と
い
わ
れ
る
人
、
狂
人
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
出
現
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
山
村

三
郎
君
こ
そ
、
社
会
福
祉
の
狂
人
で
あ
り
、
鬼
と
い
う
べ
き
人
だ
と
思
う
。

安
定
経
済
の
下
、
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
今
後
の
社
会
福
祉
の
あ
り
方
は
、
複
雑
多
岐
な
面
を
抱
え
て
苦
難
の

道
を
歩
む
こ
と
と
思
う
が
、
福
祉
の
原
点
で
あ
る

｢

九
十
九
匹
は
み
な
帰
り
た
れ
ど
、
の
こ
る
一
匹
の
行
方
た
ず
ね

ん
」
と
い
う
聖
書
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
こ
の
上
と
も
こ
の
道
に
精
進
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。｣

（
原
文

の
ま
ま
）

創
立
三
五
周
年
は
、
昭
和
六
〇
年
に
あ
た
る
。
当
時
の
天
竜
厚
生
会
は
、
浜
名
園
側
の
用
地
取
得
も
ひ
と
段
落
し
、

海
外
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
世
界
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
開
催
に
も
関
わ
る
な
ど
更
に
大
き
く
飛
躍
を
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
は
本
部
敷
地
中
心
の
事
業
展
開
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
高
齢
者
の
在
宅
対
策

の
必
要
性
な
ど
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。
内
山
理
事
長
が
、
い
み
じ
く
も
大
き
な
変
化
を
予

感
し
、新
た
な
時
代
に
こ
そ
当
法
人
の
原
点
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
と
て
も
印
象
深
い
。

更
に
二
五
年
を
経
て
、
天
竜
厚
生
会
は
、
山
村
三
郎
、
大
石
勝
馬
、
更
に
は
内
山
信
一
、
塩
崎
信
男
と
い
う
偉

大
な
指
導
者
を
失
い
、
一
方
で
河
合
晴
夫
と
い
う
新
し
い
指
導
者
の
も
と
、
更
に
大
き
な
発
展
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
出
来
た
。

先
人
た
ち
の
教
え
を
受
け
て
、
ま
た
先
人
た
ち
の
築
い
た
天
竜
厚
生
会
と
い
う
財
産
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
継
承
し
た
者
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。

戦
後
の
我
が
国
の
社
会
福
祉
政
策
の
中
で
、
最
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
制
度

化
で
あ
り
、
以
来
今
日
ま
で
、
我
が
国
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
状
況
の
大
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き
な
変
化
の
中
で
、
社
会
福
祉
法
人
の
体
質
が
、
補
助
金
に
依
存
し
、
国
の
定
め
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
終
始

し
、
社
会
福
祉
開
発
や
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
創
造
と
い
っ
た
面
に
お
い
て
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
欠
け
る
と
い
う

指
摘
も
あ
る
。
社
会
福
祉
法
人
の
今
日
的
課
題
は
山
積
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、こ
う
し
た
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
と
は
何
か
、
我
々
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
議
論
し
、
新
し
い
社
会
福
祉
法
人
像
を
社
会
に
対

し
て
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
天
竜
厚
生
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
今
後

の
展
望
に
あ
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
課
題
は
、
既
に
中
期
経
営
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
実
践
に
向
け
て
更
に

検
討
し
て
い
く
必
要
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

地
域
に
根
ざ
し
た
法
人
経
営

社
会
福
祉
事
業
は
、
暮
ら
す
人
へ
の
支
援
で
あ
る
。
人
々
の
暮
ら
し
の
営
み
は
、
地
域
の
中
に
あ
り
、
社
会
福

祉
の
支
援
は
、課
題
を
抱
え
る
人
々
に
寄
り
添
う
こ
と
で
あ
る
。在
宅
か
、入
所
か
と
い
う
観
点
か
ら
で
は
な
く
、人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
を
、
地
域
の
中
に
あ
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
課
題
を
見
出
し
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
天
竜
厚
生
会
は
、
東
は
富
士
宮
市
か
ら
西
は
湖
西
市
に
至
る
静
岡
県
内
の
幅
広
い
エ
リ
ア
で
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ
、
行
政
や
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
の
も

と
に
継
続
的
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
や
地
域
の
特
性
を
鑑
み
た
う
え
で
の

事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
法
人
経
営
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
中
に
あ
っ
て
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
く
視
点
が
重
要
で
あ
り
、
地

域
に
根
ざ
し
た
法
人
経
営
、
施
設
運
営
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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二　

財
政
基
盤
の
確
立　
《
長
期
資
金･

積
み
立
て
計
画
の
継
続
的
更
新
》

財
政
基
盤
の
確
立
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
継
続
的･

安
定
的
経
営
を
目
指
す
う
え
で
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
精
査
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
法
人
で
も
安
定
的
財
源
の
確
保
と
計
画

的
事
業
推
進
及
び
検
証
の
仕
組
み
に
よ
り
、
財
政
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
制

度
の
ゆ
れ
動
き
が
激
し
い
な
か
で
、
常
に
政
策
動
向
を
見
据
え
た
強
固
な
基
盤
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
今
後

は
、
人
件
費
の
将
来
動
向
、
施
設
の
計
画
的
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
新
規
事
業
の
検
討
等
々
運
営
費
以
外
に
予
測

さ
れ
る
出
費
を
可
能
な
限
り
抽
出
し
、
資
金
計
画
を
立
て
た
う
え
で
、
計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三　

機
能
的
な
組
織
の
構
築

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
根
幹
と
な
る
組
織
が
整
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
約
二
、
〇
〇
〇
名
の
職
員
、
一
日
四
、
五
〇
〇
名
を
超
す
ご
利
用
者
に
対
し
、
安

全
、
安
心
に
、
か
つ
健
全
な
事
業
者
と
し
て
の
責
任
を
果
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
効

性
あ
る
組
織
と
し
て
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
天
竜
厚
生
会
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮
管
理
の
下

で
、
中
央
集
権
型
組
織
で
あ
っ
た
。
事
業
が
拡
大
・
地
域
分
散
す
る
な
か
で
、
機
能
的
な
組
織
と
す
る
た
め
に
事
業

部
制
を
敷
き
、
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
ま
ず
理
事
会･

評
議
員
会
の
役
割
分
担

の
明
確
化
と
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
ラ
イ
ン
部
門
の
役
割
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の
明
確
化
、
各
施
設
管
理
職
と
事
業
部
と
の
関
係
の
明
確
化
、
ひ
い
て
は
、
天
竜
厚
生
会
の
組
織
の
あ
り
方
検
討
が

求
め
ら
れ
る
。
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
管
理
職
、
中
堅
職
員
、
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
自
ら
の
役

割
と
使
命
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
自
ら
の
意
思
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き
る
環
境
を
整
え
て
、

や
り
が
い
と
希
望
の
持
て
る
職
場
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
機
能
的
な
組
織
を
構
築
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で

あ
る
。

四　

人
材
確
保
と
育
成

社
会
福
祉
事
業
の
質
の
向
上
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
懸
か
っ
て
い
る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保･

育
成
す
る
と

と
も
に
、
職
員
が
や
り
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
勤
め
続
け
る
こ
と
の
出
来
る
体
制
の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
も
取
り

組
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
更
に
主
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

（
一
）
人
材
の
確
保

平
成
一
四
年
よ
り
、
総
合
職
（
四
年
制
大
学
以
上
）
に
つ
い
て
は
求
人
サ
イ
ト
で
全
国
に
募
集
を
か
け
、
優
秀

な
人
材
を
確
保
し
、
採
用
方
法
も
定
着
し
て
き
た
が
、
短
大
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
応
募
者
が
減
少
し
、
法
人
全

体
の
採
用
計
画
か
ら
す
れ
ば
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
人
材
を
ど
の
程
度
確
保
す

る
の
か
、
将
来
を
見
越
し
た
人
材
確
保
計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。

高
齢
化
が
進
み
、
医
療
・
介
護
施
設
が
増
加
す
る
な
か
で
、
職
員
確
保
は
益
々
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
高

校
生
か
ら
の
採
用
、
外
国
人
の
雇
用
、
多
様
な
労
働
形
態
に
よ
る
採
用
方
法
、
採
用
後
の
支
援
体
制
も
含
め
て
働
き

や
す
い
環
境
を
人
材
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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（
二
）
人
材
の
育
成

人
材
確
保
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
人
材
育
成
の
シ
ス
テ
ム
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の

仕
組
み
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
に
他
な
ら
な
い
。
仕
事
に
対
す
る

誇
り
と
働
き
甲
斐
、
そ
し
て
働
く
喜
び
を
職
員
同
士
が
共
有
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
確
保
し
た
人

材
を
育
て
、
活
か
す
環
境
土
壌
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
既
に
新
任
職
員
の
一
年
間
育
成
の
制
度
や
主
任

者
研
修
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
管
理
職
研
修
等
取
り
組
ん
で
い
る
が
更
に
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

（
三
）
職
場
環
境
整
備

人
材
確
保
、
人
材
の
育
成
と
と
も
に
重
要
な
視
点
は
、
職
員
の
職
場
環
境
で
あ
る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
育

成
し
て
も
、
長
期
的
に
安
心
し
て
働
く
環
境
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
何
も
な
ら
な
い
。
特
に
福
祉
の
業
界
は
、
女
性

の
多
い
職
場
で
あ
る
。
二
〇
年
以
上
前
は
、
出
産
育
児
の
終
わ
っ
た
女
性
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、
近
年
で
は
学

校
で
介
護
や
福
祉
を
学
ん
だ
若
い
世
代
の
就
労
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
３
Ｋ
職
場
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
週

四
〇
時
間
勤
務
体
制
や
、
産
休
育
休
取
得
制
度
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
制
度
を
更
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
法
人
独
自
の
体
制
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
整
備
し
た
事
業
所
内
保
育
所
、
今
年
度
導

入
し
た
子
育
て
世
代
の
短
時
間
勤
務
体
制
、
更
に
は
育
児
の
た
め
一
時
的
に
退
職
し
た
職
員
へ
の
再
雇
用
制
度
の
導

入
検
討
等
々
働
き
や
す
い
環
境
整
備
は
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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五　

専
門
的
機
能
の
充
実

社
会
福
祉
事
業
の
今
日
的
課
題
は
、
量
的
確
保
と
と
も
に
質
の
確
保
で
あ
る
。
か
つ
て
社
会
福
祉
施
設
は
、
家

庭
の
代
替
機
能
と
し
て
必
要
な
育
児
、
介
護
、
支
援
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
単
に
家
庭
機
能
の
社
会
化
の
み
で

は
解
決
し
得
な
い
複
雑
多
岐
な
社
会
課
題
が
山
積
し
、
社
会
福
祉
施
設
の
担
う
べ
き
機
能
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

保
育
で
言
え
ば
地
域
子
育
て
支
援
機
能
や
高
齢
で
の
認
知
症
高
齢
者
支
援
、
ま
た
、
障
が
い
の
地
域
移
行
の
推
進
な

ど
専
門
的
力
量
が
益
々
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
医
療
や
保
健
等
と
の
連
携
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
機
関
と

の
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
専
門
的
資
質
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
。

天
竜
厚
生
会
が
地
域
に
お
け
る
専
門
的
機
関
と
し
て
役
割
を
果
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
個
々
の
職
員
の
力
量

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
組
織
全
体
と
し
て
専
門
的
機
関
と
し
て
役
割
を
果
し
得
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、

天
竜
厚
生
会
の
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

六　

新
た
な
社
会
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
挑
戦

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
に
は
、
現
行
の
制
度
内
に
お
け
る
事
業
の
透
明
性
や
確
実
性
、
安
全
性
と
と
も
に
、
新

た
な
社
会
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
あ
る
。
安
定
性
や
効
率
性
が
論
議
さ
れ
る
な
か
で
、
と
も
す
る
と
新
た
な
社
会

福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
消
極
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
規
模
の
拡
大
よ
り
も
、
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
ら
れ
る
法
人
と
し
て
、
検
討
を
重
ね
た
上
で
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

特
に
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
課
題
は
、
介
護
保
険
法
、
障
害
者
自
立
支
援
法
、
児
童
福
祉
法
等
の
法
の
狭

間
で
充
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
人
々
や
、
制
度
は
あ
る
が
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
な
い
中
山
間
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地
域
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
ま
た
今
後
起
こ
り
得
る
課
題
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
貧
困
層
の
人
々
や
障
が
い
者
、
児
童
へ
の
支
援
で
あ
ろ
う
。
天
竜
厚
生
会
が
直
接
的
に
海
外
支
援

を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
一
国
と
し
て
果
す
べ
き
役
割
が
我
が
国
に
課
せ
ら
れ
た
時
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。





年　
　

表
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 13 年　　　　２００１
4
1
職
員
人
事

　

介
護
福
祉
部
次
長
兼
介
護
福
祉
課
長　

山
本
た
つ
子

　

医
務
課
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　

睦

　

子
育
て
支
援
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

栄

　

会
計
課
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷
克
章

　

き
ぶ
ね
保
育
園
長　
　
　
　
　
　
　
　

石
津
富
代

　

し
ば
も
と
保
育
園
長　
　
　
　
　
　
　

小
倉
啓
子

　

宮
脇
保
育
園
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
典
子

秋
山
一
男　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

指
導
部
に
子
育
て
支
援
課
を
設
置

苦
情
検
討
委
員
会
の
設
置

や
ま
び
こ
児
童
ク
ラ
ブ　

三
〇
名
か
ら
六
〇
名
に
定
員
変
更

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
に
植
松
史
浩
出
向

天
竜
厚
生
会
マ
イ
カ
ー
の
業
務
上
の
取
扱
規
程
の
制
定

職
員
退
職
手
当
支
給
規
程
の
制
定

苦
情
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
定

就
業
規
則
の
改
正

出
張
旅
費
規
程
の
改
正

26
小
泉
純
一
郎
内
閣
成

立

5
8
さ
や
の
家
（
み
な
み
の
ま
ち 

増
築
）
竣
工
式

30
理
事
会　

評
議
員
会

6
1
第
八
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
五
日
）　

一
六
名
参
加

8
大
阪
教
育
大
学
付
属

池
田
小
学
校
で
児
童

八
名
が
死
亡
す
る
無

差
別
殺
傷
事
件

27
翠
松
苑
（
増
改
築
）
地
鎮
祭

30
伊
熊
牧
治　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

7
1
岡
本
一
八　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱　

26
浜
北
市
補
助
金
に
よ
り
中
瀬
保
育
園　

園
庭
及
び
駐
車
場
整
備

31
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
一
八
一
号
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 13 年　　　　２００１
8

18
第
八
回
静
岡
県
少
年
の

翼（
ハ
ワ
イ
）金
田
祥
史

9

1
新
宿
歌
舞
伎
町
雑
居

ビ
ル
火
災
で
四
四
名

死
亡

11
ア
メ
リ
カ
、
同
時
多

発
テ
ロ
発
生

10
1
さ
い
わ
い
デ
イ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

四
〇
名
か
ら
五
〇
名
に
定
員
変
更

7
第
二
〇
回
静
岡
県
ふ
れ

あ
い
の
翼
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）
渡
邉
房
枝

19
常
務
理
事　

灌
峯
義
文　

静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
二
二
名
受
賞

29
第
三
二
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
一
一
月
四
日
）

11
1
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
生
の
受
け
入
れ
（
韓
国
）

4
第
二
六
回
厚
生
会
ま
つ
り

9
厚
生
寮
主
任
事
務
員　

森
川
紀
久
子　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

12
3
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
三
四
三
号
）

1
皇
太
子
妃
雅
子
様
が

第
一
子
出
産

10
野
依
良
治
、
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
受
賞

21
理
事
会　

評
議
員
会

平成 14 年　　　　
1

31
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
翠
松
苑　

増
改
築
整
備

23
雪
印
食
品
の
牛
肉
偽

装
が
発
覚

30
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
で

原
告
団
と
国
が
和
解

2
22
翠
松
苑
（
増
改
築
）
竣
工
式

8
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ

ィ
大
会
開
催

25
さ
や
の
家
（
増
改
築
）
地
鎮
祭

3
5
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
四
施
設
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 14 年　　　　２００２
3

20
共
同
募
金
交
付
さ
れ
る
（
六
施
設
）

27
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
四
八
六
号
）

29
理
事
会　

評
議
員
会

31
鈴
木
松
壽　

監
事
を
退
任

天
竜
厚
生
会
中
長
期
計
画
の
策
定

天
竜
厚
生
会
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
作
成

4
1
職
員
人
事 

　

常
務
理
事	

灌
峯
義
文

　

指
導
部
長
兼
介
護
福
祉
部
長	

山
本
た
つ
子

　

総
務
部
長	

土
居
孝
臣

　

医
療
保
健
部
長	

湯
浅　

肇

　

総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長	

池
野
谷
博
信

　

指
導
部
次
長
兼
指
導
課
長
兼
支
援
費
準
備
室
長	

伊
藤
政
象

　

企
画
調
整
課
長	

永
田
一
宏

　

研
修
課
長
兼
浜
北
学
苑
施
設
長	

藤
井
祐
三

　

業
務
課
長
兼
赤
石
寮
施
設
長	

青
木
和
夫

　

介
護
福
祉
課
長
兼
新
原
特
養
準
備
室
長	
岩
沢
光
高

　

浜
名
寮
施
設
長	
中
村　

哲

　

赤
松
寮
施
設
長	

高
塚
靖
弘

　

翠
松
苑
施
設
長	

河
合
壽
美

　

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
長	

大
角
加
津
良

　

み
の
り
施
設
長	

山
本
一
正

　

き
ぶ
ね
保
育
園
長	

坪
井
逸
朗

　

中
瀬
保
育
園
長	

石
津
富
代

　

城
北
保
育
園
長	

田
中
正
美

　

南
郷
保
育
園
長	

松
浦
和
子

　

す
ぎ
の
こ
保
育
園
長	

松
野
正
子

　

さ
い
わ
い
施
設
長	

土
手
邦
夫
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 14 年　　　　２００２
4
1
保
育
園
勤
務
体
制　

四
週
八
休
制
に
変
更

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
に
井
上
裕
一
出
向

「
行
動
制
限
の
廃
止
に
か
か
る
基
本
事
項
（
通
知
）」
に
よ
り
、
行
動
制
限
へ
の
取

り
組
み
の
明
確
化

支
援
費
準
備
室
の
設
置

み
の
り　

知
的
障
害
者
の
自
活
訓
練
事
業
開
始

ふ
た
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
設
置　

定
員
二
〇
名　
（
天
竜
市
二
俣
小
学
校　

普
通
教

室
）

や
ま
び
こ
児
童
ク
ラ
ブ　

六
〇
名
か
ら
四
〇
名
に
定
員
変
更

8
牧　

一
雄　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

29
翠
松
苑
係
長　

久
保
田
志
づ
子　

勲
六
等
宝
冠
章
を
受
賞

5
1
宮
脇
保
育
園　
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ぽ
か
ぽ
か
ハ
ウ
ス
」
設
置
（
自
主
事
業
）

31
ア
ジ
ア
初
、
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
日
韓
共
催
で

開
幕

30
理
事
会　

評
議
員
会

第
九
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
五
日
）　

一
五
名
参
加

31
金
原
公
賢　

評
議
員
を
退
任

7
1
浜
北
市
委
託
事
業　

浜
北
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

し
ば
も
と

保
育
園
で
事
業
開
始

天
竜
三
ヶ
園　

や
ま
び
こ
保
育
園
で
合
同
休
日
保
育
開
始　
（
公
立
鹿
島
保
育
所

含
む
）

10
日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
補
助
金
に
よ
り
福
祉
教
育
ビ
デ
オ
の
制
作

8
1
理
事
会　

評
議
員
会

黒
田
愽
司　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任　
　

根
本
嘉
昭　

大
石
俊
彦　

稲
垣
義
雄　

評
議
員
を
退
任

2
増
田
憲
夫　

岩
村
越
司　

山
本
た
つ
子　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

今
村
貞
夫　

監
事
を
委
嘱　
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 14 年　　　　２００２
8
2
岡
野 

昇　

鈴
木
利
幸　

石
川
縫
三
郎　

志
田
直
正　

池
野
谷
博
信　

伊
藤
政
象　

評
議
員
を
委
嘱

20
天
竜
総
合
セ
ン
タ
ー
改
修
整
備

9
1
職
員
人
事

	
管
理
課
長	

田
坂
成
生

　

介
護
福
祉
課
長
兼
天
竜
厚
生
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

竹
内
健
二

	

浜
北
学
苑
施
設
長	

安
達　

進

	

百
々
山
施
設
長	

河
合
清
子

	

し
ら
い
と
施
設
長	

藤
井
祐
三

20「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ

ン
」
発
表

17
初
の
日
朝
首
脳
会

談
、
金
正
日
総
書
記

が
謝
罪

5
第
二
回
福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
〜
六
日
）

24
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
四
二
五
号
）

10
8
知
的
障
害
者
生
活
寮　

は
ば
た
き　

地
鎮
祭　

9
静
岡
県
ふ
れ
あ
い
の
翼

福
祉
友
好
訪
中
団（
中
国
）

杉
森
信
子
、
市
川　

哲

15
北
朝
鮮
、
拉
致
被
害

者
五
名
が
帰
国

21
第
三
三
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
二
七
日
）

職
員
海
外
視
察
研
修
（
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
）　

一
〇
日
間　

中
谷
克
章

23
ロ
シ
ア
、
チ
ェ
チ
ェ

ン
共
和
国
の
独
立
派

武
装
勢
力
が
モ
ス
ク

ワ
の
劇
場
を
占
拠

理
事
兼
財
務
部
長　

宮
澤
育
男
、
浜
名
寮
係
長　

松
本
和
子　

県
知
事
表
彰
を
受

賞静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
一
九
名
受
賞

27
第
二
七
回
厚
生
会
ま
つ
り

28
職
員
海
外
視
察
研
修
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
）　

一
〇
日
間　

齊
藤
和
明

11
1
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
生
の
受
け
入
れ
（
台
湾
）

8
厚
生
寮
主
任
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

田
中
美
稔
、
清
風
寮
主
任
看
護
師　

家
本
文
江　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

13
職
員
海
外
視
察
研
修
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）　

八
日
間　

河
合
壽
美
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 14 年　　　２００２
11
25
国
庫
補
助
金
、
県
補
助
金
に
よ
り
、
さ
や
の
家　

増
築
整
備　

七
〇
名
か
ら
一
二

〇
名
に
定
員
変
更

29
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
助
成
金
に
よ
り
、
さ
や
の
家　

緑
化
整
備

12
4
さ
や
の
家
（
増
改
築
）
竣
工
式

1
第
二
一
回
静
岡
県
ふ
れ

あ
い
の
翼
（
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
）
竹
内
弥
智
代

11「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
」

成
立

24「
障
害
者
基
本
計
画
」
に

基
づ
く
「
重
点
施
策
五

ヶ
年
計
画
」
策
定

10
小
柴
昌
俊
が
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
、
田
中

耕
一
が
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞

20
理
事
会　

評
議
員
会

平成 15 年　　　　２００３
1
1
職
員
人
事

　

み
の
り
施
設
長
兼
は
ば
た
き
施
設
長　

山
本
一
正

28
知
的
障
害
者
生
活
寮　

は
ば
た
き　

竣
工
式

31
県
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
生
活
寮　

は
ば
た
き　

新
築
整
備

2
1
知
的
障
害
者
生
活
寮   

は
ば
た
き　

設
置　

定
員
六
名

12
天
竜
厚
生
会
本
部
事
務
所
移
転

18
子
育
て
支
援
課
及
び
一
一
保
育
園　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
天
竜
福
祉
工
場
に
車
い
す
対
応
車
両
整
備

21
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
宮
脇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
介
護
支
援
車
両
整

備
28
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
五
四
四
号
）

3
7
し
ん
ぱ
ら
の
家　

地
鎮
祭

20
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦

13
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
天
竜
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
介
護
支
援
車
両
整

備
20
共
同
募
金
交
付
さ
れ
る
（
一
一
施
設
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 15 年　　　　２００３
3

26
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
翠
松
苑
に
車
い
す
対
応
車
両
整
備

28
理
事
会　

評
議
員
会

宮
脇
保
育
園
、
城
北
保
育
園　

耐
震
化
整
備

4
1
職
員
人
事

　

常
務
理
事
兼
統
括
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灌
峯
義
文

　

中
瀬
保
育
園
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
義
知

　

ま
ど
か
施
設
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
健
二

　

介
護
福
祉
課
参
事
兼
天
竜
厚
生
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
津
富
代

1
障
害
者
支
援
費
制
度
施
行

1
静
岡
市
、
清
水
市
合
併
に

よ
り
、
新
「
静
岡
市
」
と

な
る

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
世
界
的
流

行

給
与
規
程
の
改
正

パ
ー
ト
職
員
就
業
規
則
の
制
定

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス　

生
活
体
験
ハ
ウ
ス 

こ
ぶ
し 

二
号
の
設
置

天
竜
厚
生
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
決
定
、
運
用
開
始

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
に
朝
比
奈
エ
ミ
出
向

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
に
村
瀬
勇
出
向

き
ぶ
ね
保
育
園　

一
二
〇
名
か
ら
一
五
〇
名
に
定
員
変
更

ふ
た
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ　

二
〇
名
か
ら
三
〇
名
に
定
員
変
更

貴
布
祢
・
宮
脇
・
浜
松
・
し
ら
い
と
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
身
体
障
害
者

居
宅
介
護
事
業　

開
始

知
的
障
害
者
更
生
施
設
で
夜
勤
新
体
制
（
Ｄ
直
）
開
始
、
夜
勤
専
門
職
員
導
入

5
1
や
ま
び
こ
保
育
園　
「
や
ま
び
こ
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」　

設
置

29
理
事
会　

評
議
員
会

川
合
康
一　

評
議
員
を
退
任

市
川
憲
二　

評
議
員
を
委
嘱　

第
一
〇
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
五
日
）　

六
名
参
加
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 15 年　　　　２００３
6
6
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
三
六
四
号
）

26
厚
生
省
、「
二
〇
一
五
年

の
高
齢
者
介
護
」
と
り

ま
と
め

7

16「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
成
立

30「
少
子
化
社
会
対
策
基
本

法
」
公
布

8
1
知
的
障
害
者
生
活
寮　

は
ば
た
き　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
種
別
変
更

9
30
お
年
玉
付
郵
便
葉
書
等
寄
付
金
に
よ
り
、
送
水
設
備
改
修

26
静
岡
県
翼
フ
ァ
ミ
リ
ー

in
屋
久
島
・
種
子
島　

友
田
静
子

定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
四
二
八
号
）

10
1
地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー　

や
ま
び
こ　

設
置

24
静
岡
県
翼
フ
ァ
ミ
リ
ー

in
青
森
・
函
館　

大
石

好
男

な
ぎ
さ
保
育
園　

出
張
保
育
（
子
育
て
支
援
）
事
業
開
始

27
第
三
四
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
一
一
月
二
日
）

29
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
の
受
け
入
れ
（
韓
国
）

11
1
児
童
ク
ラ
ブ
休
日
保
育
開
始　
（
や
ま
び
こ
・
ふ
た
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
）

2
第
二
八
回
厚
生
会
ま
つ
り

11
厚
生
寮
施
設
長　

渡
邉　

宏　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

27
龍
山
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

鈴
木
ち
ゑ　

静
岡
県
知

事
表
彰
を
受
賞

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
一
四
名
受
賞

12
19
理
事
会　

評
議
員
会

31
篠　

通
泰　

監
事
を
退
任

平成 16 年
1

19
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
五
〇
二
号
）

29
百
々
山　

増
築　

地
鎮
祭

31
国
補
助
金
、
県
補
助
金
、
浜
北
市
補
助
金
に
よ
り
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
新
築
整
備

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
「
喫
茶
ち
ゃ
む
」
拡
張
整
備
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 16 年　　　　２００４
2
1
職
員
人
事

　

し
ん
ぱ
ら
の
家
施
設
長　

岩
沢
光
高

9
し
ん
ぱ
ら
の
家　

竣
工
式　

16
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
助
成
金
に
よ
り
、
し
ん
ぱ
ら
の
家　

緑
化
整
備

20
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

し
ん
ぱ
ら
の
家　

設
置
認
可

3
3
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
さ
や
の
家
訪
問
入
浴
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
入
浴
車
両
整

備

21
第
九
回
静
岡
県
少
年
の

翼
in
石
垣
島
・
西
表
島
・

竹
富
島　

河
合
由
起
子

4
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
一
施
設
）

15
し
ん
ぱ
ら
の
家
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置

18
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
さ
や
の
家
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
介
護
支
援
車

両
整
備

定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
北
健
保
第
一
三
五
九
号
）

20
県
費
補
助
金
に
よ
り
、
天
竜
福
祉
工
場
授
産
設
備
近
代
化
整
備

24
共
同
募
金
交
付
さ
れ
る
（
五
施
設
）

長
サ
第
二
八
四
号

　
　
　

平
成
十
六
年
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
知
事　

石
川
嘉
延

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

河
合
晴
夫
様

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
し
ん
ぱ
ら
の
家
」
設
置
に
つ
い
て
（
認
可
）

　

平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
し
ん
ぱ
ら
の
家
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年

法
律
一
三
三
号
第
一
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
可
し
ま
す
。
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 16 年　　　　２００４
3
27
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
に
車
い
す
対
応
車
両
整
備

日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
介
護
支

援
車
両
整
備

30
理
事
会　

評
議
員
会

土
橋
昌
訓　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

佐
野
純
雄　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

31
掛
川
三
ヶ
園　

学
童
保
育
事
業
停
止
（
自
主
事
業
）

機
関
車
バ
ス
整
備

4
1
職
員
人
事

	

指
導
部
次
長
兼
業
務
課
長	

伊
藤
政
象

	

指
導
課
長	

伊
藤　

栄

	

子
育
て
支
援
課
長	
高
塚
靖
弘

	

厚
生
寮
施
設
長	
小
川
道
雄

	

赤
石
寮
施
設
長	

青
木
和
夫

	

赤
松
寮
施
設
長	

日
下
部
き
よ
子

	

き
ぶ
ね
保
育
園
長	

田
中
正
美

	

城
北
保
育
園
長	

坪
井
逸
朗

１
消
費
税
の
内
税
表
示

義
務
化

日
本
社
会
事
業
大
学
専
門
職
大
学
院
入
学　

松
野　

聡

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
制
度
の
施
行

身
体
障
害
者
施
設
、
知
的
障
害
者
施
設
で
児
童
短
期
入
所
事
業
を
開
始

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス　

ザ
ザ
シ
テ
ィ
浜
松
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
開
設

や
ま
び
こ
児
童
ク
ラ
ブ　

養
護
学
校
中
等
部
受
け
入
れ
開
始
（
自
主
事
業
）

こ
ま
つ
保
育
園　

障
害
の
あ
る
乳
幼
児
の
自
主
保
育
事
業
開
始

掛
川
三
ヶ
園　

一
時
保
育
自
主
事
業
か
ら
補
助
事
業
に
変
更

29
な
ぎ
さ
保
育
園　

祝
日
保
育
開
始
（
自
主
事
業
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 16 年　　　　２００４
5
7
浜
名
寮
係
長　

松
本
和
子　

瑞
宝
単
光
章
受
章

10
高
齢
者
関
係
施
設
、
医
療
関
係
施
設　

四
三
事
業
所　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取

得
28
理
事
会　

評
議
員
会

望
月
一
吾　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

丸
山
文
男　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

6
10
し
ば
も
と
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
よ
か
ぜ　

駐
車
場
拡
張
整
備

4「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」

決
定

10
静
岡
県
翼
フ
ァ
ミ
リ
ー

in
パ
リ　

伊
藤
智
美

7
1
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
の
受
け
入
れ
（
台
湾
）

9
共
同
募
金
交
付
さ
れ
る
（
専
用
水
道
取
水
設
備
非
常
用
発
電
機
整
備
）　

22
知
的
障
害
者
生
活
寮　

こ
だ
ま　

地
鎮
祭

8
17
み
な
み
し
ま
保
育
園　

地
鎮
祭

13
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ

ネ
大
会
開
催

23
登
呂
の
家　

地
鎮
祭

9
1
保
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
発
効
（
第
一
版
）

17
職
員
海
外
視
察
研
修
（
デ
ン
マ
ー
ク
）　

八
日
間　

小
川
道
雄

21
第
五
六
回
保
健
文
化
賞
受
賞

10
1
育
児
休
暇
制
度
、
介
護
休
暇
制
度
の
一
部
改
正

22
第
二
二
回
静
岡
県
ふ
れ

あ
い
の
翼
in
ス
イ
ス
・

イ
タ
リ
ア　

藤
信
忠
輝

23
新
潟
県
中
越
地
震
発
生

4
イ
チ
ロ
ー
、
シ
ー
ズ

ン
二
六
二
安
打
の
メ

ジ
ャ
ー
新
記
録
樹
立

5
国
補
助
金
、
県
費
補
助
金
、
天
竜
市
補
助
金
に
よ
り
、
百
々
山
増
築
整
備

6
理
事
会　

評
議
員
会

17
第
一
一
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
六
日
）
二
〇
名
参
加
〈
付
添

職
員　

今
泉
仁
志
〉

20
し
ん
ぱ
ら
保
育
園
長　

小
杉
由
喜
、
翠
松
苑
係
長　

櫻
田
百
々
代
、
赤
石
寮
主
任

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

大
西
穎
子　

静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

静
岡
県
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
二
〇
名
受
賞
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 16 年　　　　２００４
10
25
第
三
五
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
三
一
日
）

31
第
二
九
回
厚
生
会
ま
つ
り

11
1
百
々
山　
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山
」　

増
築　

一
一
〇
名
か
ら
一
六
〇
名
に
定
員
変
更

9
ア
ネ
ッ
ク
ス
百
々
山　

竣
工
式

11
新
原
保
育
園
（
増
改
築
）
地
鎮
祭

12
常
務
理
事　

灌
峯
義
文
、
管
理
課
係
長　

中
谷
雅
明　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
賞

20
増
田
憲
夫　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

26
県
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
心
身
障
害
者
生
活
寮　

こ
だ
ま　

新
築
整
備

30
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
四
六
〇
号
）

12
1
知
的
障
害
者
生
活
寮　

こ
だ
ま　

設
置　

入
居
定
員
五
名

　

日
本
の
人
口
が
ピ
ー

ク

3
知
的
障
害
者
生
活
寮　

こ
だ
ま　

竣
工
式

9
知
的
障
害
者
生
活
寮　

つ
ば
さ　

地
鎮
祭

17
理
事
会　

評
議
員
会

後
藤
孝
明　

評
議
員
を
退
任

大
石
芳
徳　

評
議
員
を
委
嘱

24
天
竜
市
補
助
金
に
よ
り
、
す
ぎ
の
こ
保
育
園
園
舎
耐
震
補
強
整
備

平成 17 年
1

22
第
一
回
保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催　
（
浜
北
エ
リ
ア
）

24
赤
石
寮
（
増
改
築
）
地
鎮
祭

31
し
ら
い
と
に
高
齢
者
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
「
ふ
き
の
と
う
」
設
置

2
1
掛
川
三
ヶ
園　

宮
脇
保
育
園
で
祝
日
保
育
開
始
（
自
主
事
業
）

18
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
一
〇
五
九
号
）

25
豊
田
町
補
助
金
に
よ
り
、
と
み
が
お
か
保
育
園
駐
車
場
・
屋
外
遊
戯
場
造
成
整
備

共
同
募
金
配
分
金
に
よ
り
、
専
用
水
道
取
水
設
備
・
非
常
用
発
電
機
整
備
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
3
3
日
本
財
団
補
助
金
に
よ
り
、
浜
名
寮
に
車
い
す
対
応
車
両
整
備

21
第
一
〇
回
静
岡
県
少
年
の

翼
in
石
垣
島
・
西
表
島
・

竹
富
島　

湯
口　

香

4
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
一
施
設
）　

10
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
補
助
金
に
よ
り
、
み
な
み
し
ま
保
育
園　

緑
化
整
備

15
日
本
財
団
補
助
金
に
よ
り
、
天
竜
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
介
護
支
援
車
両
整
備

16
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
一
一
一
五
号
）

日
本
財
団
補
助
金
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
浜
松
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
介
護

支
援
車
両
整
備

18
天
竜
市
補
助
金
に
よ
り
、
や
ま
び
こ
児
童
ク
ラ
ブ
拡
張
整
備

20
国
補
助
金
、
県
費
補
助
金
、
福
田
町
補
助
金
に
よ
り
、
み
な
み
し
ま
保
育
園
新
築
整
備

25
県
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
心
身
障
害
者
生
活
寮　

つ
ば
さ　

新
築
整
備

み
な
み
し
ま
保
育
園　

竣
工
式

29
知
的
障
害
者
生
活
寮　

つ
ば
さ　

竣
工
式

み
な
み
し
ま
保
育
園　

設
置
認
可

子
支
援
一
一
九
二
号

　
　
　

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
知
事　

石
川
嘉
延

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

河
合
晴
夫
様

　
　

児
童
福
祉
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
（
認
可
）

　

平
成
十
七
年
三
月
十
七
日
付
け
天
厚
管
第
五
八
六
号
の
申
請
に
つ
い
て
、

児
童
福
祉
法
第
三
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
設
置
年
月
日
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

施
設
の
名
称　

み
な
み
し
ま
保
育
園

二　

施
設
の
種
類　

保
育
所

三　

施
設
の
位
置　

磐
田
郡
福
田
町
南
島
一
六
四
番
地
一
号
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
3

29
と
み
が
お
か
保
育
園　

設
置
認
可

30
理
事
会　

評
議
員
会

31
第
二
診
療
所　

開
設
許
可

子
支
援
一
一
九
三
号

　
　
　

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
知
事　

石
川
嘉
延

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

河
合
晴
夫
様

　
　

児
童
福
祉
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
（
認
可
）

　

平
成
十
七
年
三
月
十
七
日
付
け
天
厚
管
第
五
八
七
号
の
申
請
に
つ
い
て
、

児
童
福
祉
法
第
三
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
設
置
年
月
日
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

施
設
の
名
称　

と
み
が
お
か
保
育
園

二　

施
設
の
種
類　

保
育
所

三　

施
設
の
位
置　

磐
田
郡
豊
田
町
富
丘
一
六
二
番
地
一
号

北
保
総
第
九
二
－
四
号

　
　
　

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
北
遠
保
健
所
長　

木
村
雅
芳

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

河
合
晴
夫
様

　
　

診
療
所
の
開
設
に
つ
い
て
（
許
可
）

　

平
成
十
七
年
二
月
二
十
三
日
付
け
で
申
請
の
あ
り
ま
し
た
下
記
診
療
所
の

開
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
〇
五
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

開
設
場
所　

天
竜
市
渡
ヶ
島
二
一
六
番
地
三
号

名　
　

称　

天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所



153

年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
3

31
第
二
診
療
所　

開
設
後
届　

4
1
新
組
織
体
制
（
複
数
常
務
理
事
制
、
事
業
部
制
、
経
営
企
画
室
、
監
査
指
導
室
、

人
事
教
育
課
の
新
設
）

職
員
人
事

	

常
務
理
事
兼
統
括
部
長	

土
居
孝
臣

	

常
務
理
事
兼
統
括
部
長	

山
本
た
つ
子

	

常
務
理
事
兼
雇
用
支
援
事
業
部
長	

宮
澤
育
男

	

常
務
理
事
兼
統
括
部
長	

湯
浅　

肇

	

経
営
企
画
室
長	

伊
藤　

栄

	

監
査
指
導
室
長	

金
指
忠
宏

	

障
害
者
支
援
事
業
部
長	

山
村　

睦

	

高
齢
者
支
援
事
業
部
長	

永
田
一
宏

1「
個
人
情
報
保
護
法
」
施

行
1「
静
岡
市
」
政
令
指
定
都

市
移
行

1
磐
田
市
、
福
田
町
、
竜

洋
町
、
豊
田
町
、
豊
岡

村
合
併
に
よ
り
、新
「
磐

田
市
」
と
な
る

1
掛
川
市
、
大
須
賀
町
、

大
東
町
合
併
に
よ
り
、

新
「
掛
川
市
」
と
な
る

第
六
号
様
式
（
第
一
〇
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　

住
所
（
所
在
地
）

届
出
者　

浜
松
市
天
竜
区
渡
ヶ
島
二
一
七
番
地
三
号  

氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

河
合
晴
夫　

印

　（
あ
て
先
）
浜
松
市
保
健
所
長

　
　

病
院
・
診
療
所
開
設
後
届

　

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
け
北
保
総
第
九
二
‐
五
号
で
許
可
を
受
け

た
病
院
・
診
療
所
を
開
設
し
た
の
で
、
医
療
法
施
行
令
第
四
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

病
院
・
診
療
所
の
名
称　
　

天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所

開
設
の
場
所　

浜
松
市
天
竜
区
渡
ヶ
島
二
一
六
番
地
の
三

開
設
の
年
月
日　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
4
1	

医
療
保
健
事
業
部
長	

渡
邉
房
枝

	

子
育
て
支
援
事
業
部
長	

高
塚
靖
弘

	

サ
ー
ビ
ス
事
業
部
長
兼
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

伊
藤
政
象

	

総
務
部
長
兼
総
務
課
長	

池
野
谷
博
信

	
財
務
部
長
兼
会
計
課
長	

中
谷
克
章

	
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長	

藤
原
裕
彦

	

人
事
教
育
課
長	

齊
藤
和
明

	

資
材
調
達
課
長	

石
津
富
代

	

厚
生
寮
施
設
長	

鈴
木　

明

	

あ
か
い
し
学
園
施
設
長	

小
菅
敏
行

	

翠
松
苑
施
設
長
兼
ま
ど
か
施
設
長	

三
室　

功

	

さ
や
の
家
施
設
長	

河
合
壽
美

	

登
呂
の
家
準
備
室
長	

木
藤
祐
二

	

清
風
寮
施
設
長	

竹
内
健
二

	

し
ば
も
と
保
育
園
長	

村
田
典
子

	

宮
脇
保
育
園
長	

松
浦
和
子

	

南
郷
保
育
園
長	

乗
松
克
江

	

や
ま
び
こ
保
育
園
長	

萩
田
孝
子

	

な
ぎ
さ
保
育
園
長	

渥
美
惠
美
子

	

み
な
み
し
ま
保
育
園
長	
山
本　

実

	

と
み
が
お
か
保
育
園
長	
小
倉
啓
子

	

研
修
セ
ン
タ
ー
所
長	

山
本
修
二

　

天
竜
厚
生
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

向
井
伸
男

	

貴
布
祢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

鈴
木
公
彦

	

や
ま
び
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

澤
口
茂
彰

	

龍
山
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

和
田
政
名

	

宮
脇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

太
田
清
文

	

天
竜
厚
生
会
浜
松
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

高
柳　

弘
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
4
1
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
小
林
弘
明
出
向

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
鈴
木
康
利
出
向

掛
川
市
立
上
内
田
幼
稚
園
に
清
水
立
子
長
期
研
修

全
社
協
か
ら
一
名
出
向
・
長
期
研
修
受
け
入
れ
（
そ
の
後
毎
年
受
け
入
れ
）

連
続
休
暇
制
度
（
五
九
六
連
続
休
暇
制
度
）
の
施
行

身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
で
知
的
障
害
者
短
期
入
所
事
業

を
開
始

知
的
障
害
者
生
活
寮　

つ
ば
さ　

設
置　

入
居
定
員
五
名　

知
的
障
害
者
生
活
寮　

こ
だ
ま　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
変
更

み
な
み
し
ま
保
育
園　

設
置　

定
員
一
三
〇
名

み
な
み
し
ま
保
育
園　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
」　

設
置

み
な
み
し
ま
保
育
園　

乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
開
始
（
当
法
人
初
）

み
な
み
し
ま
保
育
園　

自
主
事
業
に
よ
る
祝
日
保
育
開
始

と
み
が
お
か
保
育
園　

設
置　

定
員
六
〇
名

と
み
が
お
か
保
育
園　

駐
車
場
・
園
庭
整
備

8
障
害
関
係
施
設
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

ラ
ジ
オ
番
組
『
人
が
真
ん
中
』
提
供　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ　

浜
松
発
！
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
内　

年
間
二
四
本

5
25
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
一
一
六
号
）

27
新
原
保
育
園　

竣
工
式

理
事
会　

評
議
員
会

市
川　

清　

評
議
員
を
退
任

渥
美　

孝　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

金
原
弘
次　

評
議
員
を
委
嘱
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
6
1
知
的
障
害
者
生
活
寮　

つ
ば
さ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
変
更

29「
介
護
保
険
法
」改
正（
平

成
一
八
年
四
月
施
行
）

新
原
保
育
園　

増
改
築　

九
〇
名
か
ら
一
五
〇
名
に
定
員
変
更　

名
称
を
「
し
ん

ぱ
ら
保
育
園
」
に
変
更

20
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
二
二
一
号
）

7
1
「
行
方
不
明
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
発
効

1
浜
松
市
、
天
竜
市
、
浜

北
市
、
春
野
町
、
龍
山

村
、佐
久
間
町
、水
窪
町
、

舞
阪
町
、
雄
踏
町
、
細

江
町
、
引
佐
町
、
三
ヶ

日
町
合
併
に
よ
り
、
新

「
浜
松
市
」
と
な
る

7
ロ
ン
ド
ン
で
バ
ス
爆

破　

連
続
テ
ロ
事
件

発
生

し
ん
ぱ
ら
保
育
園 　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご
」 

設
置

し
ん
ぱ
ら
の
家
・
貴
布
祢
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
統
合

20
国
庫
補
助
金
、
県
費
補
助
金
、
浜
松
市
補
助
金
に
よ
り
、
し
ん
ぱ
ら
保
育
園
増
改

築
等
整
備

31
国
庫
補
助
金
、
静
岡
市
法
定
補
助
金
、
静
岡
市
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
登
呂
の
家
」
新
築
整
備

8
1
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
の
受
け
入
れ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

8
小
泉
首
相
、
衆
議
院

解
散
（
郵
政
解
散
）

天
竜
厚
生
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

設
置

18
登
呂
の
家　

竣
工
式

23
登
呂
の
家　

設
置
認
可

様
式
第
二
六
号
（
第
一
四
条
関
係
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
認
可
通
知
書

一
七
静
保
福
高
第
一
六
八
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
七
年
八
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
市
長　

小
嶋　

善
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

河
合
晴
夫
様

平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
老
人
福
祉
法
第
一
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の

と
お
り
決
定
し
た
の
で
通
知
し
ま
す
。
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
8

23
9
1
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

登
呂
の
家　

入
所
定
員
八
〇
名　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

二
〇
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー　

設
置

8
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
一
一
〇
〇
号
）

20
第
一
八
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
社
会
福
祉
専
門
職
会
議

韓
国
社
会
福
祉
士
協
会
・
国
際
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
連
盟
主
催

常
務
理
事　

山
本
た
つ
子　

韓
国
（
〜
二
四
日
）

28
さ
や
の
家　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
棟
「
和
」（
増
築
）　

地
鎮
祭

30
第
一
二
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
六
日
）　

八
名
参
加

10
2
米
国
社
会
福
祉
経
営
セ
ミ
ナ
ー　

全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
主
催

理
事
長　

河
合
晴
夫　

ア
メ
リ
カ
（
〜
九
日
）

1「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

法
」
一
部
施
行

19
静
岡
県
ふ
れ
あ
い
の
翼

フ
ァ
ミ
リ
ー
in
シ
ド
ニ

ー　

疋
田
光
二　

間
渕

美
咲

19
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
（
増
改
築
）
地
鎮
祭

23
永
井
富
平　

評
議
員
を
退
任

26
第
三
六
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
三
〇
日
）

30
第
三
〇
回
厚
生
会
ま
つ
り

決
定
の
内
容　
　
　
　

認
可

名
称　
　
　
　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
登
呂
の
家

施
設
種
類　
　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

所
在
地　
　
　
　
　
　

静
岡
市
駿
河
区
登
呂
三
丁
目
四
番
一
号

定
員　
　
　
　
　
　
　

八
〇
人
（
外
短
期
入
所
生
活
介
護
利
用
者
定
員
二
〇
人
）

設
置
主
体　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

経
営
主
体　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会

建
物
の
規
模
・
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
六
階
建
延
面
積
五
，
七
一
二
．
六
一
㎡

認
可
効
力
発
生
時
期　

平
成
十
七
年
九
月
一
日
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 17 年　　　　２００５
11
1
新
人
事
制
度
要
綱
の
施
行

職
群
制
度
、
役
割
等
級
制
度
、
人
事
評
価
制
度
、
社
内
求
人
公
募
制
度
、
求
職

登
録
制
度
、
社
内
留
学
制
度
、
研
修
・
出
向
派
遣
制
度
の
新
設

7「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

公
布

9「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」

公
布
（
平
成
一
八
年
四

月
施
行
）

天
竜
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
天
竜
厚
生
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
同
室
運

営
開
始

4
翠
松
苑
係
長　

櫻
田
百
々
代　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

常
務
理
事　

宮
澤
育
男
、
し
ん
ぱ
ら
保
育
園
長　

小
杉
由
喜　

全
国
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

12
掛
川
三
ヶ
園
三
〇
周
年
記
念
式
典　
　

第
一
回
保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催　

三
〇
周
年
記
念
誌
発
行

27
静
岡
県
社
会
福
祉
施
設
等
海
外
研
修　

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催　

鈴
木
啓

晋　

カ
ナ
ダ
（
〜
一
二
月
六
日
）

30
中
瀬
保
育
園
長　

松
本
義
和
、
こ
ま
つ
保
育
園
長　

野
村
弘
子
、
浜
北
学
苑
主
任

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

小
田
由
美
子　

静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
一
〇
名
受
賞

12
15
国
庫
補
助
金
、
県
費
補
助
金
、
市
町
村
補
助
金
（
県
下
二
四
市
町
）
に
よ
り
、
赤

石
寮
移
転
改
築

16
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
五
一
七
号
）

赤
石
寮
（
増
改
築
）
竣
工
式

理
事
会　

評
議
員
会

石
川
縫
三
郎　

評
議
員
を
退
任

野
村
郁
夫　

評
議
員
を
委
嘱

平成 18 年
1
5
赤
石
寮　

移
転
改
築
に
よ
り　

一
二
〇
名
か
ら
九
〇
名
に
定
員
変
更

23
日
本
郵
政
株
式
会
社

発
足

赤
石
寮　

通
所
事
業
開
始　

定
員
一
〇
名

15
こ
ど
も
未
来
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
こ
ま
つ
保
育
園
建
具
改
修

16
静
岡
市
よ
り
、
生
活
援
助
指
導
員
派
遣
事
業
受
託
（
三
月
よ
り
正
式
に
事
業
開
始
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 18 年　　　　２００６
2
4
す
ぎ
の
こ
保
育
園　

単
独
土
曜
保
育
実
施

10
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ト
リ
ノ
大
会
開
催

6
理
事
会　

評
議
員
会

19
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
だ
ま
、
つ
ば
さ　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

28
日
本
財
団
補
助
金
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
浜
松
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
介
護

支
援
車
両
整
備

3
8
日
本
財
団
補
助
金
に
よ
り
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
介
護
支

援
車
両
整
備

31
静
岡
市
、
蒲
原
町
が
合

併

3
第
一
回
ワ
ー
ル
ド
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ

ッ
ク
開
催
。
日
本
代

表
が
初
代
王
者
に
輝

く

14
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
二
施
設
）

17
国
庫
補
助
金
、
浜
松
市
法
定
補
助
金
に
よ
り
天
竜
福
祉
工
場
授
産
施
設
近
代
化
整

備
20
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
金
に
よ
り
、
厚
生
寮
入
浴
機
器
整
備

30
理
事
会　

評
議
員
会

定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
七
一
四
号
）

31
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
第
一
四
二
四
号
）

国
庫
交
付
金
、
県
費
補
助
金
に
よ
り
さ
や
の
家
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
棟
「
和
」
増
築

整
備

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス　

ザ
ザ
シ
テ
ィ
浜
松
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
閉
設

4
1
職
員
人
事

1「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

一
部
施
行

1「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

法
」
全
面
施
行

	

美
浜
寮
施
設
長	

澤
口
茂
彰

	

し
ん
ぱ
ら
保
育
園
長	

高
柳
陽
子

	

中
瀬
保
育
園
長	

平
野
直
子

　

す
ぎ
の
こ
保
育
園
長	

松
本
多
美
枝

	

研
修
セ
ン
タ
ー
所
長	

小
倉　

端

	

や
ま
び
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

山
本
修
二

	

さ
い
わ
い
副
施
設
長	

向
井
伸
男
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 18 年　　　　２００６
4
1
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
山
村
吾
郎
出
向

掛
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
甘
蔗
孝
仁
、
落
合
惠
美
子
出
向

「
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
一
本
化
「
事

故
・
ヒ
ヤ
リ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
効

浜
北
学
苑　

浜
松
市
発
達
障
害
児
等
生
活
支
援
事
業
開
始

介
護
予
防
事
業
開
始
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ･

ケ
ア
、
ヘ

ル
パ
ー
、
訪
問
看
護
、
訪
問
入
浴
事
業
）

さ
や
の
家　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
棟｢

和
」　

増
築　

二
四
名
か
ら
四
四
名
に
定
員
変
更

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
浜
北
北
部
事
業
開
始

静
岡
市
駿
河
区
大
里
高
松
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始

掛
川
市
西
部
包
括
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
東
部
包
括
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始

障
害
児
拠
点
園　

と
み
が
お
か
保
育
園
を
加
え
四
園
で
実
施

天
竜
厚
生
会
診
療
所
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
開
始

南
郷
保
育
園　

九
〇
名
か
ら
一
二
〇
名
に
定
員
変
更

み
な
み
し
ま
保
育
園　

一
三
〇
名
か
ら
一
五
〇
名
に
定
員
変
更

ふ
た
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ　

三
〇
名
か
ら
四
〇
名
に
定
員
変
更

こ
ま
つ
保
育
園 　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
設
置

き
ぶ
ね
保
育
園 　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
」
設
置

中
瀬
保
育
園 　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か
ぜ
っ
こ
」
設
置

6
さ
や
の
家　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
棟
「
和
」　

竣
工
式

5
1
登
呂
の
家
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

設
置

26「
公
益
法
人
制
度
改
革
関

連
法
」
成
立

矢
崎
計
器
保
育
園　

運
営
受
託

9
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
健
地
第
一
一
五
号
）

30
理
事
会　

評
議
員
会

市
川
憲
二　

金
原
弘
次　

評
議
員
を
退
任

和
田
節
男　

小
野　

晧　

評
議
員
を
委
嘱
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 18 年　　　　２００６
6
1
南
郷
保
育
園　

名
称
を
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部
」
に
変
更

9「
認
定
こ
ど
も
園
設
置 

法
」公
布（
一
〇
月
施
行
）

9
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ド
イ

ツ
大
会
開
幕

20
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
（
増
改
築
）　

竣
工
式

21
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
一
七
〇
号
）

磐
田
二
ヶ
園　

子
育
て
通
信
「
ま
ん
て
ん
」
創
刊

7
1
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部　

一
二
〇
名
か
ら
一
四
〇
名
に
定
員
変
更

5
北
朝
鮮
、
テ
ポ
ド
ン

二
号
な
ど
の
ミ
サ
イ

ル
発
射

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま
」　

設
置

13
と
み
が
お
か
保
育
園
（
増
改
築
）　

地
鎮
祭

20
第
Ⅱ
期
中
長
期
計
画
（
平
成
一
八
年
〜
二
三
年
）
策
定
・
施
行

21
理
事
会　

評
議
員
会

28
国
庫
交
付
金
、
国
庫
補
助
金
、
掛
川
市
法
定
補
助
金
に
よ
り
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
整
備

8
1
渥
美
金
一
郎　

齊
藤
孝
彦　

小
村　

武　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

田
中
祐
司　

理
事
を
退
任

今
村
貞
夫　

監
事
を
退
任

大
桑
太
作　

評
議
員
を
退
任

2
理
事
会

野
村
郁
夫　

松
浦
徳
久　

中
谷
良
作　

内
山　

勝　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

松
島
達
也　

監
事
を
委
嘱

市
川　

清　

花
島
邦
隆　

評
議
員
を
委
嘱

10
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
の
受
け
入
れ
（
韓
国
）

9
11
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
二
七
九
号
）

6
秋
篠
宮
文
仁
親
王
と

紀
子
妃
の
第
三
子
と

し
て
、
皇
室
で
は
四

一
年
ぶ
り
の
男
児
誕

生
26
安
倍
晋
三
内
閣
成
立

26
第
一
三
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
六
日
）
一
〇
名
参
加
〈
付
添

職
員　

稲
葉
大
介
〉
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 18 年　　　　２００６
10
1
次
世
代
育
成
手
当
規
程
の
制
定

相
談
支
援
事
業
所
や
ま
び
こ　

設
置

新
体
系
移
行　

短
期
入
所
事
業(

身
体
障
害
者
施
設
・
知
的
障
害
者
施
設
）

新
体
系
移
行　

居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
事
業　

貴
布
祢
・
宮
脇
・
浜
松
・
し

ら
い
と
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日
中
一
時
支
援
事
業
の
受
託(

身
体
障
害
者
施
設
・
知
的
障
害
者
施
設
）

厚
生
寮　

浜
松
市
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
施
設
利
用
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
受
託

新
体
系
移
行　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ば
た
き
、
こ
だ
ま
、
つ
ば
さ
が
一
体
管
理
と

な
り
、
共
同
生
活
援
助
事
業 

は
ば
た
き
に
変
更　

入
居
定
員
一
六
名

建
物
全
体
（
天
竜
厚
生
会
診
療
所
、
さ
い
わ
い
、
デ
イ
・
ケ
ア
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
の
総
称
を
、「
天
竜
厚
生
会
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る

く
ん
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

単
独
事
業
と
し
て
事
業
開
始

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部　

病
後
児
保
育
事
業
開
始

1「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

全
面
施
行

23
第
三
七
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
二
九
日
）

24
常
務
理
事　

山
本
た
つ
子
、
宮
脇
保
育
園
長　

松
浦
和
子
、
美
浜
寮
主
任
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー　

伊
藤
和
子　

静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
九
名
受
賞

27
理
事
会　

評
議
員
会

29
第
三
一
回
厚
生
会
ま
つ
り

11
3
元
し
ら
い
と
施
設
長　

稲
垣
義
雄　

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

3
第
二
三
回
静
岡
県
ふ
れ

あ
い
の
翼
in
ベ
ト
ナ
ム

　

大
石
直
弘

10
常
務
理
事　

土
居
孝
臣
、
こ
ま
つ
保
育
園
長　

野
村
弘
子　

全
国
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
を
受
賞

12
22
理
事
会　

評
議
員
会

山
本
治
男　

監
事
を
委
嘱

26
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
三
八
五
号
）



163

年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 19 年　　　　２００７
1
1
職
員
人
事

	

こ
ま
つ
保
育
園
長　

内
山
啓
子

2
5
と
み
が
お
か
保
育
園
（
増
改
築
）　

竣
工
式

18
登
呂
の
家(

入
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）、
天
竜
厚
生
会

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

3
7
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
一
施
設
）

20
日
本
財
団
補
助
金
に
よ
り
、
研
修
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
等
整
備

27
国
庫
補
助
金
、
磐
田
市
補
助
金
、
磐
田
市
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
と
み
が
お
か
保

育
園
増
改
築
等
整
備

共
同
募
金
交
付
さ
れ
る
（
七
施
設
）

29
理
事
会　

評
議
員
会

31
松
浦
徳
久　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

浜
松
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

浜
北
支
部　

事
業
廃
止

4
1
河
合
代
悟　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

1「
浜
松
市
」
政
令
指
定
都

市
移
行

定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
五
三
一
号
）

資
材
調
達
課
を
廃
止
し
、
管
理
課
用
度
係
、
給
食
セ
ン
タ
ー
食
材
係
を
設
置

職
員
人
事

	

経
営
企
画
室
長	

池
野
谷
博
信

	

雇
用
支
援
事
業
部
長
兼
天
竜
福
祉
工
場
施
設
長	

伊
藤　

栄
	

総
務
部
長	

藤
井
祐
三

	

総
務
課
長
兼
人
事
教
育
課
長	

齊
藤
和
明

	

会
計
課
長	

三
室　

功

	

管
理
課
長	

向
井
伸
男

	

赤
石
寮
施
設
長	

日
下
部
き
よ
子

	

赤
松
寮
施
設
長	

家
本
哲
郎
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 19 年　　　　２００７
4
1　

翠
松
苑
施
設
長	

石
津
富
代

　

し
ら
い
と
施
設
長	

植
松
史
浩

　

清
風
寮
施
設
長	

田
坂
成
生

　

き
ぶ
ね
保
育
園
長	

西
村
晴
子

　

天
竜
厚
生
会
診
療
所
事
務
長	

青
木
和
夫

　

ま
ど
か
施
設
長	

竹
内
健
二

　

さ
い
わ
い
事
務
長	

辻
村
明
枝

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
澤
木
俊
祐
出
向

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
川
合
秀
紀
出
向

掛
川
市
立
曽
我
幼
稚
園
に
小
塩
美
貴
子
長
期
研
修

「
天
竜
厚
生
会
障
害
者
虐
待
防
止
倫
理
綱
領
」
制
定

相
談
支
援
事
業
所　

や
ま
び
こ　

名
称
を
「
相
談
支
援
事
業
所　

て
ん
り
ゅ
う
」

に
変
更

相
談
支
援
事
業
所　

は
ま
き
た　

設
置

て
ん
り
ゅ
う
・
は
ま
き
た
で
浜
松
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業
受
託

福
祉
ホ
ー
ム
（
旧
身
体
障
害
者
福
祉
工
場　

居
住
部
門
）　

於
呂
の
家　

設
置　

定
員
三
三
名

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
北
遠
中
央
事
業
開
始

掛
川
市
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始

浜
北
五
ヶ
園　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
「
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
マ
イ

ル
セ
ン
タ
ー　

ほ
ほ
え
み
」
開
始
（
自
主
事
業
）

す
ぎ
の
こ
保
育
園　
「
す
ぎ
の
こ
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」　

設
置

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部　

一
四
〇
名
か
ら
一
五
〇
名
に
定
員
変
更

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部　

設
置　

定
員
九
〇
名

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部　

預
か
り
保
育
実
施

掛
川
三
ヶ
園　

祝
日
保
育
実
施
園
を
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
へ
変
更
（
自
主

事
業
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 19 年　　　　２００７
4
1
掛
川
三
ヶ
園　

特
別
支
援
教
育　

開
始

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り　

掛
川
家
庭
教
育
学
級
開
始

障
害
児
拠
点
園　

な
ぎ
さ
を
加
え
五
ヶ
園
で
実
施

国
庫
補
助
金
、
磐
田
市
補
助
金
、
磐
田
市
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
と
み
が
お
か
保

育
園　

増
改
築　

六
〇
名
か
ら
九
〇
名
に
定
員
変
更　

と
み
が
お
か
保
育
園　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
け
」　

設
置

と
み
が
お
か
保
育
園　

病
後
児
保
育
事
業
開
始

26
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り　

地
鎮
祭

5
17
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
一
一
〇
号
）

29
理
事
会　

評
議
員
会

6
1
天
竜
厚
生
会
板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

設

置

　

コ
ム
ス
ン
問
題
発
覚

21
静
岡
県
ふ
れ
あ
い
の
翼

フ
ァ
ミ
リ
ー
in
中
国　

石
田
雄
士

7
20
理
事
会　

評
議
員
会

16
新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生

丸
山
文
男　

野
村
郁
夫　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任　

26「
福
祉
人
材
確
保
指
針
」

改
正

小
里　

務　

松
本
悦
明　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

8
1
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス　

五
〇
名
か
ら
四
〇
名
に
定
員
変
更

天
竜
厚
生
会
診
療
所
、
精
神
科
医
師
（
常
勤
）
配
置

9
1
経
理
規
程
一
部
改
正

28
国
連
「
障
害
者
の
権
利

条
約
」
に
署
名

26
福
田
康
夫
内
閣
成
立

10
職
員
海
外
視
察
研
修
（
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）　

一
一
日
間　

管
理
課
長　

向
井
伸
男

18
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
受
け
入
れ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

19
理
事
会　

評
議
員
会

26
第
一
四
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
ハ
ワ
イ
、
四
泊
六
日
）
一
二
名
参
加
〈
付
添

職
員　

井
上
裕
一
〉
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 19 年　　　　２００７
10
1
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
二
四
六
号
）

新
体
系
移
行　

障
害
者
支
援
施
設　

赤
石
寮
（
施
設
入
所
支
援
九
〇
名　

生
活
介

護
一
〇
〇
名
）

6
Ｃ
Ｆ
Ｓ
杯
静
岡
県
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
第
二
〇
回
中
部
記
念
大
会
に
て
、
連
続

二
〇
回
出
場
の
功
績
を
表
彰
さ
れ
る

18
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
四
名
受
賞

22
第
三
八
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
二
八
日
）

28
第
三
二
回
厚
生
会
ま
つ
り

11
2
常
務
理
事　

山
本
た
つ
子
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部
園
長　

乗
松

克
江　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

7
静
岡
県
ふ
れ
あ
い
の
翼

フ
ァ
ミ
リ
ー
in
ド
イ
ツ

　

橋
本
恵
子

22
ア
ジ
ア
初
と
な
る
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東

京
版
発
売

12
1
夜
勤
手
当
の
増
額
（
月
六
回
目
以
降
分
）

5「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護

福
祉
士
法
」
改
正

19「
老
人
福
祉
法
」
改
正

25
障
害
者
施
策
に
お
け
る

「
重
点
施
策
実
施
五
ヶ
年

計
画
」（
後
期
）
策
定

21
理
事
会　

評
議
員
会

岡
本
一
八　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

大
石
芳
徳　

評
議
員
を
退
任

高
田
和
夫　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

渥
美
利
治　

評
議
員
を
委
嘱

平成 20 年
1

30
掛
川
市
補
助
金
に
よ
り
、
城
北
保
育
園
を
移
転
増
改
築

名
称
を
「
城
北
保
育
園
」
か
ら
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保
育
園
部
」
へ

変
更
し
、
九
〇
名
か
ら
二
二
〇
名
に
定
員
変
更

2
1
日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
補
助
金
に
よ
り
、
み
の
り
に
全
自
動
大
型
洗
脱
水
機
整

備

27「
新
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」

発
表

19
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦

「
あ
た
ご
」
と
漁
船

「
清
徳
丸
」
が
衝
突

19
登
呂
の
家
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
板
屋

町
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

3
3
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
三
七
七
号
）

6
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り　

竣
工
式



167

年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 20 年　　　　２００８
3

11
ケ
ア
ホ
ー
ム
ね
が
た　

地
鎮
祭

公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
四
施
設
）　

28
理
事
会　

評
議
員
会

高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
助
成
金
に
よ
り
、
天
竜
福
祉
工
場
を
改
修

31
天
竜
厚
生
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
や
ま
び
こ
ヘ
ル
パ
ー
、
さ
や
の
家
ヘ
ル

パ
ー
、
貴
布
祢
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
廃
止

財
団
法
人
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
や
ま
び
こ
保
育
園
園

庭
総
合
遊
具
整
備

4
1
通
勤
費
規
程
改
正

職
員
人
事

	

監
査
指
導
室
長	

中
谷
克
章

	

財
務
部
長	

金
指
忠
宏

	

会
計
課
長	

朝
比
奈　

淳

	

美
浜
寮
施
設
長	

高
柳　

弘

	

と
よ
お
か
施
設
長	

今
泉
仁
志

	

天
竜
福
祉
工
場
施
設
長	

太
田
正
人

	

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
長
兼
み
の
り
施
設
長	

大
角
加
津
良

	

し
ん
ぱ
ら
保
育
園
長	
大
場
由
美

	

宮
脇
保
育
園
長	
平
松
美
智
代

	

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保
育
園
部
園
長	

伊
藤　

孝
	

す
ぎ
の
こ
保
育
園
長	

坪
井
逸
朗

	

な
ぎ
さ
保
育
園
長	

高
柳
陽
子

	

み
な
み
し
ま
保
育
園
長	

渥
美
惠
美
子

	

ス
ー
パ
ー
店
長	

澤
口
茂
彰

	

天
竜
厚
生
会
浜
松
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

山
下
克
広

	

天
竜
厚
生
会
板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

鈴
木
啓
晋

1
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
長
寿
医
療
制
度
）
開
始
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 20 年　　　　２００８
4
1	

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
幼
稚
園
部
園
長	

松
本
多
美
枝

	

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部
園
長	

堂
元
京
子

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
小
田
木
伸
太
郎
出
向

掛
川
市
乳
幼
児
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
幼
稚
園
部
に
松
尾
華
奈
出
向

新
卒
高
校
生
の
正
規
採
用
再
開

新
体
系
移
行　

障
害
者
支
援
施
設　

浜
名
寮
（
施
設
入
所
支
援
一
〇
〇
名　

生
活

介
護
一
〇
〇
名
）

掛
川
市
委
託
事
業　

掛
川
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か
指
定
管
理
受
託

天
竜
厚
生
会
介
護
福
祉
機
器
セ
ン
タ
ー
掛
川　

設
置

宮
脇
保
育
園　

九
〇
名
か
ら
六
〇
名
に
定
員
変
更

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保
育
園
部　

病
後
児
保
育
事
業
開
始

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
幼
稚
園
部　

預
か
り
保
育
実
施

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
幼
稚
園
部　

設
置　

定
員
九
〇
名

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り　
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

さ
や
の
も
り
」

設
置

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り　

掛
川
家
庭
教
育
学
級
開
始

17
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
宣
言

24
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
四
一
号
）

5
1
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
共
同
生
活
援
助
・
介
護
事
業　

は
ば
た
き
に
住
居
増

設
（
か
み
じ
ま
）
一
三
名
か
ら
二
九
名
に
定
員
変
更

12
静
岡
市
駿
河
区
大
里
高
松
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

移
転

30
理
事
会　

評
議
員
会

渥
美　

孝　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

土
屋
正
征　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

6
24
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
一
七
六
号
）

8
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 20 年　　　　２００８
7

17
中
瀬
保
育
園
（
増
改
築
）　

地
鎮
祭

24
理
事
会　

評
議
員
会

8
1
平
沢
典
子　

評
議
員
を
退
任

8
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京

大
会
開
幕

9
1
矢
崎
計
器
保
育
園 　

名
称
を
「
矢
崎
お
ひ
さ
ま
保
育
園
」
に
変
更

11
静
岡
県
ふ
れ
あ
い
の
翼

フ
ァ
ミ
リ
ー
in
ア
メ
リ

カ　

平
松
春
子

24
麻
生
太
郎
内
閣
成
立

9
天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所　

地
鎮
祭

12
ケ
ア
ホ
ー
ム
ね
が
た
一
号　

竣
工
式

26
第
一
五
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、四
泊
六
日
）七
名
参
加〈
付

添
職
員　

松
野　

聡
〉

10
1
は
ば
た
き　

名
称
を
「
天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
」
に
変
更

15
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ

ー
ス
経
営
破
た
ん
。

世
界
的
な
金
融
危
機

の
端
緒
と
な
る

浜
松
市
補
助
金
に
よ
り
、　

天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
住

居
増
設
（
ね
が
た
一
号
）
二
九
名
か
ら
三
六
名
に
定
員
変
更

20
第
三
九
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
二
六
日
）

26
第
三
三
回
厚
生
会
ま
つ
り

29
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
二
一
名
受
賞

11
7
と
み
が
お
か
保
育
園
長　

小
倉
啓
子
、
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長　

老
川
眞
里
子　

全

国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

1
静
岡
市
、
由
比
町
が
合

併

13
み
の
り
根
堅
作
業
棟
・
ね
が
た
二
号　

地
鎮
祭

25
Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
金
に
よ
り
、
百
々
山
に
福
祉
車
両
を
整
備

28
事
業
所
内
保
育
所
お
や
ま
の
保
育
園　

地
鎮
祭

12
5
理
事
会　

評
議
員
会

10
小
林　

誠
・
益
川
敏

英
・
南
部
陽
一
郎
の

三
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
、
下
村　

脩

が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞

中
谷
良
作　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

24
第
三
一
回
二
四
時
間
テ
レ
ビ　

福
祉
車
両
寄
贈
さ
れ
る

26
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
三
二
四
号
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 21 年　　　　２００９
1
1
天
竜
福
祉
工
場　

施
設
外
就
労
支
援
開
始

20
ア
メ
リ
カ
、
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
大
統
領
就
任

ア
メ
リ
カ
史
上
初
の

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
大
統
領
と
な
る

12
外
国
人
福
祉
人
材
雇
用
事
業
受
託
に
伴
い
、
四
名
を
雇
用

2
17
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か
、
介
護
福
祉
機
器
セ
ン
タ
ー
掛
川　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
認
証
取
得

7
天
皇
陛
下
即
位
二
〇

年
22
滝
田
洋
二
郎
監
督

「
お
く
り
び
と
」
が

ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
語

映
画
賞
受
賞

20
中
瀬
保
育
園
増
改
築　

竣
工
式

3
1
個
人
情
報
管
理
手
引
書
を
改
訂
し
、
個
人
情
報
管
理
規
程
と
し
て
施
行

　

定
額
給
付
金
支
給
開

始

10
第
四
六
回
愛
の
都
市
訪
問
福
祉
支
援
活
動　

天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ

ア
ホ
ー
ム
に
車
両
寄
贈
さ
れ
る

12
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
一
施
設
）　

13
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ヘ
ル
パ
ー
車
両
を
整
備

19
日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
送

迎
車
両
を
整
備

23
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
交
付
さ
れ
る
（
一
施
設
）　

24
み
の
り
根
堅
作
業
棟
・
ね
が
た
二
号　

竣
工
式

26
事
業
所
内
保
育
所
お
や
ま
の
保
育
園　

竣
工
式

27
理
事
会　

評
議
員
会

31
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
福
地
第
一
一
六
六
号
）

日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
龍
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
車
い
す
対
応
車
両

を
整
備

宮
脇
保
育
園　

閉
園
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 21 年　　　　２００９
4
1
ス
タ
ッ
フ
部
門
を
中
心
に
業
務
分
掌
を
見
直
し
、
業
務
移
管
等
を
行
う

　

経
営
企
画
室
Ｉ
Ｔ
係
を
管
理
課
Ｉ
Ｔ
係
へ

　

管
理
課
用
度
係
を
会
計
課
用
度
係
へ

総
務
部
総
務
課
・
人
事
教
育
課
の
二
課
制
を
廃
止
し
、
総
務
部
総
務
課
に
総
務

係
、
人
事
教
育
係
、
広
報
係
を
置
く

職
員
人
事

	

浜
北
学
苑
施
設
長	

藤
原
裕
彦

	

あ
か
い
し
学
園
施
設
長	

鈴
木
久
美
子

	

赤
松
寮
施
設
長	

和
田
政
名

	

百
々
山
施
設
長	

木
藤
祐
二

	

さ
や
の
家
施
設
長	

河
合
清
子

	

登
呂
の
家
施
設
長	

河
合
壽
美

	

し
ば
も
と
保
育
園
長	

平
松
美
智
代

	

や
ま
び
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長　

稲
穂
浩
美

	

龍
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	
甘
蔗
孝
仁

	

天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所
長	
永
山
建
次

	

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長	

山
本
修
二

	

管
理
課
長	

朝
比
奈　

淳
	

学
校
法
人
天
竜
厚
生
会
事
務
長	

向
井
伸
男

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
秋
葉　

聡
出
向

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
富
永
直
樹
出
向

中
期
経
営
計
画
（
平
成
二
一
年
〜
二
五
年
）
策
定
・
施
行

夜
間
専
門
職
員
の
賃
金
単
価
改
正

土
・
日
・
祝
日
（
暦
上
）
就
業
パ
ー
ト
職
員
賃
金
時
給
単
価
改
正

パ
ー
ト
職
員
特
別
有
給
休
暇
付
与

裁
判
員
特
別
休
暇
の
創
設
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 21 年　　　　２００９
4
1
新
体
系
移
行　

障
害
者
支
援
施
設　

あ
か
い
し
学
園
（
施
設
入
所
支
援
五
〇
名　

生
活
介
護
五
〇
名
）

新
体
系
移
行
・
名
称
変
更
・
移
転
開
設　

障
害
者
支
援
施
設　

美
浜
（
施
設
入
所

支
援
五
〇
名　

生
活
介
護
五
〇
名
）

み
の
り
生
活
棟　

美
浜
に
移
管

新
体
系
移
行　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業　

み
の
り　

定
員
六
〇
名

県
補
助
金
、
浜
松
市
補
助
金
に
よ
り
、
み
の
り
根
堅
作
業
棟
設
置

天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
住
居
か
み
じ
ま　

入
居
定
員
七
名

増
員
し
、
四
三
名
に
定
員
変
更

国
庫
補
助
金
、
浜
松
市
補
助
金
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

ホ
ー
ム
住
居
増
設
（
ね
が
た
二
号
）　

四
三
名
か
ら
五
〇
名
に
定
員
変
更

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
北
遠
中
央
水
窪
支
所
（
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）・
佐
久
間
支

所
（
ブ
ラ
ン
チ
）
事
業
開
始

浜
松
市
補
助
金
、
浜
松
市
単
独
補
助
金
に
よ
り
、
中
瀬
保
育
園　

増
改
築　

九
〇

名
か
ら
一
二
〇
名
に
定
員
変
更　

名
称
を
「
な
か
ぜ
保
育
園
」
に
変
更

国
助
成
金
に
よ
り
、
事
業
所
内
保
育
所　

お
や
ま
の
保
育
園　

設
置　

定
員
二
〇
名

湖
西
市
補
助
に
よ
り
、
な
ぎ
さ
保
育
園　

子
育
て
相
談
事
業
開
始

10
天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所　

竣
工
式

20
天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所　

開
設

5
25
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
一
二
五
号
）

9
カ
ナ
ダ
か
ら
帰
国
し

た
高
校
生
三
名
が
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染

21
裁
判
員
制
度
始
ま
る

27
理
事
会　

評
議
員
会

佐
野
純
雄　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任　

諏
訪
重
夫　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱

7
24
理
事
会　

評
議
員
会

13
改
正
臓
器
移
植
法
成

立

松
本
悦
明　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

石
川
縫
三
郎　

理
事
兼
評
議
員
を
委
嘱　
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 21 年　　　　２００９
8
11
定
款
の
一
部
変
更
認
可(

西
健
障
第
二
一
八
号
）

28
七
月
の
失
業
率
過
去

最
悪
五
．
七
％

地
震
に
よ
り
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
破
損

9
7
職
員
海
外
視
察
研
修
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
デ
ン
マ
ー
ク
）　

一
〇
日
間　

植
松
史
浩

16
歴
史
的
政
権
交
代
鳩

山
由
紀
夫
内
閣
成
立

15
ケ
ア
ホ
ー
ム
ね
が
た
三
号　

地
鎮
祭

24
第
一
六
回
定
年
退
職
者
海
外
旅
行
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
四
泊
六
日
）
一
〇
名
参

加
〈
付
添
職
員　

寺
尾
尭
見
〉

10
4
高
円
宮
妃
殿
下　

登
呂
の
家
御
視
察

15
理
事
会　

評
議
員
会

山
本
た
つ
子　

副
理
事
長
に
就
任

20
法
令
遵
守
規
程
施
行

26
第
四
〇
回
施
設
合
同
作
品
展
（
〜
三
一
日
）

11
1
第
三
四
回
厚
生
会
ま
つ
り

3
常
務
理
事　

土
居
孝
臣　

静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

19
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
一
一
名
受
賞

20
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
長　

伊
藤
政
象
、
浜
名
寮
係
長　

島　

京
子　

全
国
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

12
11
理
事
会　

評
議
員
会

平成 22 年
1
5
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
三
三
〇
号
）

27
丸
紅
基
金
社
会
福
祉
助
成
金
に
よ
り
、
障
が
い
者
サ
ッ
カ
ー
用
電
動
車
い
す
二
台

整
備

2
18
天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
か
み
じ
ま
・
ね
が
た
一
号
・
ね

が
た
二
号
）、
天
竜
厚
生
会
第
二
診
療
所　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

3
8
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
整
備

11
公
益
信
託
市
川
園
社
会
福
祉
基
金
交
付
さ
れ
る
（
一
施
設
）
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 22 年　　　　２０１０
3

12
浜
松
市
障
害
者
就
労
訓
練
設
備
等
整
備
事
業
（
厚
生
寮
）

23
湖
西
市
、
新
居
町
合
併

に
よ
り
新
「
湖
西
市
」

と
な
る

25
浜
松
市
障
害
者
就
労
訓
練
設
備
等
整
備
事
業
（
赤
松
寮
）

26
理
事
会　

評
議
員
会

23
富
士
宮
市
、
芝
川
町
合

併
に
よ
り
新
「
富
士
宮

市
」
と
な
る

31
清
水
基
金
一
般
助
成
事
業
助
成
金
に
よ
り
、
み
の
り
に
小
型
自
動
床
面
洗
浄
機
を

整
備

日
本
財
団
助
成
金
に
よ
り
、
し
ら
い
と
短
期
、
し
ら
い
と
ヘ
ル
パ
ー
に
福
祉
車
両

を
整
備

な
か
ぜ
保
育
園　

一
時
預
か
り
事
業
廃
止

4
1
池
野
谷
博
信　

理
事
兼
評
議
員
に
就
任

組
織
再
編

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
部
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
に
変
更

　

雇
用
支
援
事
業
部
を
廃
止
し
、
障
が
い
者
支
援
事
業
部
に
統
合

　

経
営
企
画
室
を
経
営
企
画
部
に
変
更

　

監
査
指
導
室
を
監
査
指
導
部
に
変
更

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
、
障
が
い
者
支
援
事
業
部
、
高
齢
者
支
援
事
業
部
、
子

育
て
支
援
事
業
部
に
事
業
課
長
、
経
営
企
画
部
に
課
長
を
配
置

職
員
人
事

	

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
長	
高
塚
靖
弘

	

障
が
い
者
支
援
事
業
部
長	
伊
藤　

栄
	

高
齢
者
支
援
事
業
部
長	

山
村　

睦
	

子
育
て
支
援
事
業
部
長	

永
田
一
宏

	

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
課
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長	

山
本
修
二

	

障
が
い
者
支
援
事
業
課
長
兼
浜
北
学
苑
施
設
長	

藤
原
裕
彦

	

高
齢
者
支
援
事
業
課
長
兼
さ
や
の
家
施
設
長	

河
合
清
子

	

子
育
て
支
援
事
業
課
長
兼
学
校
法
人
事
務
長	

朝
比
奈　

淳
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 22 年　　　　２０１０
4
1	

研
修
セ
ン
タ
ー
所
長	

齊
藤
和
明

	

赤
石
寮
施
設
長	

青
木
和
夫

	
百
々
山
施
設
長	

岩
沢
光
高

	
翠
松
苑
施
設
長	

村
瀬　

勇

	
し
ら
い
と
施
設
長	

寺
尾
尭
見

	

し
ん
ぱ
ら
の
家
施
設
長	

太
田
清
文

	

登
呂
の
家
施
設
長	

植
松
史
浩

	

天
竜
福
祉
工
場
施
設
長
兼
み
の
り
施
設
長	

太
田
正
人

	

し
ん
ぱ
ら
保
育
園
長	

伊
藤
里
佳

	

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保
育
園
部
園
長	

松
浦
け
い
子

	

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部
園
長	

山
本
千
栄
子

	

す
ぎ
の
こ
保
育
園
長	

小
倉
啓
子

	

と
み
が
お
か
保
育
園
長	

大
場
由
美

	

天
竜
厚
生
会
診
療
所
事
務
長	

井
上
裕
一

	

貴
布
祢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

伊
藤　

孝

	

ま
ど
か
施
設
長	

鈴
木
公
彦

	

宮
脇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長	

大
石
好
男

	

経
営
企
画
課
長	
小
林
弘
明

	

総
務
課
長	
木
藤
祐
二

	

会
計
課
長	

澤
口
茂
彰

	

管
理
課
長	

疋
田
光
二

	

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部
園
長	

乗
松
克
江

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
小
田
航
也
出
向

浜
松
市
補
助
金
に
よ
り
、
天
竜
厚
生
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
住
居

増
設
（
ね
が
た
三
号
）　

五
〇
名
か
ら
五
七
名
に
定
員
変
更　

清
風
寮　

居
宅
生
活
訓
練
事
業
開
始
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年
月
日

内  　

  

容

関　

連　

事　

項

一　

般　

事　

項

平成 22 年　　　　２０１０
4

19
定
款
の
一
部
変
更
認
可
（
西
健
障
第
六
二
号
）

28
浜
名
寮
（
改
築
）　

地
鎮
祭

5
1
天
竜
厚
生
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
日

27
理
事
会　

評
議
員
会

6

8
菅
直
人
内
閣
成
立

8
1
河
合
晴
夫　

理
事
長
を
退
任

内
山　

勝　

岩
村
越
司　

秋
山
一
男　

理
事
兼
評
議
員
を
退
任

松
島
達
也　

監
事
を
退
任

田
中
祐
司　

市
川　

清　

岡
野　

昇　

竹
内
克
己　

花
島
邦
隆　

石
井
正
春　

下
位
正
知　

木
下
道
子　

池
野
谷
博
信　

若
林
宏
和　

評
議
員
を
退
任

2
理
事
会　

評
議
員
会

山
本
た
つ
子　

理
事
長
に
就
任

川
口
正
俊　

鈴
木　

忍　

理
事
を
委
嘱

細
川
一
郎　

鈴
木
富
士
雄　

水
島
秀
俊　

松
井
敏
文　

西
尾
繁
昭　

高
塚
靖
弘　

藤
井
祐
三　

評
議
員
を
委
嘱



天
竜
厚
生
会
施
設
紹
介





天
竜
厚
生
会
施
設
紹
介

天
竜
厚
生
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク 

天
竜
厚
生
会
本
部
施
設

各
施
設
の
所
在
地 

天
竜
厚
生
会
施
設
建
物
紹
介 
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天竜厚生会シンボルマーク

天竜厚生会ロゴマーク

天竜厚生会のイニシャルである「T」をモチーフに、真ん
中に「I＝愛」があるという意味がこめられています。
黄色い部分はやさしさと、みんなで支え合う姿を象徴し、
天竜厚生会スローガンの豊かな知識、すぐれた技術を表現
しています。
また、真ん中の「I＝愛」は熱い心を示し、上の緑の部分は
自然豊かな環境を表現しています。
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天竜厚生会本部施設
平成21年12月撮影

隣接する国立病院機構天竜病院・静岡県立天竜特別支援学校と天竜厚生会
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新東名と天竜厚生会

平成21年12月撮影
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新東名と浜松市北遠地区の山並

平成21年12月撮影
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富士山
静岡空港
富士山
静岡空港
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富士山
静岡空港
富士山
静岡空港
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天竜厚生会施設建物紹介
障がいをお持ちの方のために

●生活介護・施設入所支援事業●

美浜
定員／生活介護 50 名　施設入所支援 50 名
昭和 52 年 4 月1日設立

厚生寮
定員／生活介護100 名　施設入所支援100 名
昭和 47 年 7 月1日設立

あかいし学園
定員／生活介護 50 名　施設入所支援 50 名
昭和 56 年 4 月1日設立

赤石寮
定員／生活介護100 名　施設入所支援 90 名
昭和 46 年 5 月1日設立

赤松寮
定員／生活介護 50 名　施設入所支援 50 名
昭和 63 年 4 月1日設立

浜名寮
定員／生活介護100 名　施設入所支援100 名
昭和 50 年 4 月1日設立

浜北学苑
定員／ 60 名　昭和 58 年 4 月1日設立

天竜ワークキャンパス
定員／ 40 名　昭和 51年 4 月1日設立
写真左下／生活体験ハウス こぶし　写真右下／喫茶ちゃむ

●身体障害者更生施設● ●身体障害者授産施設●
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天竜福祉工場
定員／ 80 名　昭和 47 年10 月1日設立　写真左下／フクシクリーニ
ングセンター

●就労継続支援A型事業所●

清風寮
定員／100 名　昭和 37 年11月1日設立　写真左下／居宅生活訓練事
業

●救護施設●

●就労継続支援B型事業所●

於呂の家
定員／ 33 名　昭和 47 年10 月1日設立

●福祉ホーム事業●

●共同生活援助・介護事業●

みのり
定員／ 60 名　平成10 年1月1日設立　写真左下／みのり根堅作業棟

つばさ
定員／ 5 名　平成17 年 4 月1日設立

かみじま
定員／ 20 名　平成 20 年 5 月1日設立

はばたき
定員／ 6 名　平成15 年 2 月1日設立

こだま
定員／ 5 名　平成16 年12 月1日設立
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お年寄りのために
●特別養護老人ホーム・介護老人保健施設●

特別養護老人ホーム 百々山
定員／160 名　昭和 39 年 6 月1日設立

特別養護老人ホーム 翠松苑
定員／ 80 名　昭和 54 年 4 月1日設立

ねがた1号
定員／ 7 名　平成 20 年10 月1日設立

ねがた 3 号
定員／ 7 名　平成 22 年 4 月1日設立

ねがた 2 号
定員／ 7 名　平成 21年 4 月1日設立

特別養護老人ホーム しんぱらの家
定員／ 80 名　平成16 年 2 月23日設立

特別養護老人ホーム さやの家
定員／120 名　平成 8 年 4 月1日設立
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特別養護老人ホーム 登呂の家
定員／ 80 名　平成17 年 9 月1日設立

特別養護老人ホーム しらいと
定員／110 名　昭和 41年 4 月1日設立

介護老人保健施設 さいわい
定員／117 名　平成 9 年 6 月6日設立

●ケアハウス●

ケアハウス まどか
定員／ 50 名　平成 8 年 4 月1日設立

●養護老人ホーム（指定管理者）●

とよおか
定員／ 50 名　平成 20 年 4 月1日指定管理開始

●デイサービスセンター●

くんまデイサービスセンター
平成11年 5 月18日設立

龍山デイサービスセンター
平成11年 5 月6日設立
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しんぱらの家デイサービスセンター
平成16 年 2 月23日設立（認知症型含む）

天竜厚生会浜松デイサービスセンター
平成13 年 2 月1日設立

やまびこデイサービスセンター
平成 8 年 4 月1日設立

天竜厚生会板屋町デイサービスセンター
平成19 年 6 月1日設立

貴布祢デイサービスセンター
平成 6 年 4 月1日設立

さやの家デイサービスセンター
平成 8 年 5 月1日設立（認知症型含む）

宮脇デイサービスセンター
平成12 年 4 月1日設立

登呂の家デイサービスセンター
平成17 年 9 月1日設立（認知症型含む）
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子どもたちのために
●保育所・幼稚園●

なかぜ保育園
定員／120 名　昭和 51年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター なかぜっこ

こまつ保育園
定員／120 名　昭和 44 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター ぬくもり

すぎのこ保育園
定員／60名　昭和53年4月1日設立　写真左下／すぎのこ地域子育て支援センター

きぶね保育園
定員／150 名　昭和 45 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター ひまわり

しばもと保育園
定員／120 名　昭和 46 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター そよかぜ

しんぱら保育園
定員／150 名　昭和 50 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター ゆりかご

●デイケアセンター●

さいわいデイ・ケアセンター
平成 9 年 6 月6日設立

しらいとデイサービスセンター
平成11年 4 月1日設立（認知症型含む）
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やまびこ保育園
定員／90名　平成4年4月1日設立　写真左下／やまびこ地域子育て支援センター

子育てセンター さやのもり（幼保）
定員／保育園部 220 名　昭和 50 年 4 月1日設立　（P114 参照）
定員／幼稚園部　90 名　平成 20 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター さやのもり

みなみしま保育園
定員／150 名　平成17 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター ほのぼの

子育てセンター ひだまり（幼保）
定員／保育園部150 名　昭和 51年 4 月1日設立　（P113 参照）
定員／幼稚園部　90 名　平成19 年 4 月1日設立　写真左下／地域子育て支援センター おひさま

とみがおか保育園
定員／ 90 名　平成17 年 4 月1日　写真左下／地域子育て支援センター ぽっけ

なぎさ保育園
定員／ 90 名　昭和 53 年 4 月1日設立

●放課後児童クラブ●

やまびこ児童クラブ
定員／ 40 名　平成12 年 4 月1日設立

ふたまた児童クラブ
定員／ 40 名　平成14 年 4 月1日設立
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健康のために
●診療所●

有床診療所 天竜厚生会診療所
昭和 53 年 3 月31日設立

●認可外保育所●

おやまの保育園
平成 21年 4 月1日設立

矢崎おひさま保育園
平成18 年 5 月1日設立

有床診療所 天竜厚生会第二診療所
平成 21年 4 月1日設立

龍山診療所
平成11年 5 月6日設立
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法人本部スーパーてんりゅう

研修センター
昭和 55 年 4 月1日設立

スーパーはまな

浜松市天竜障害者体育館（指定管理者）
昭和 52 年 5 月25日設立

給食センター
平成 5 年 4 月24日設立

その他の施設



資　
　

料





資
料天

竜
厚
生
会
組
織
図 

年
次
別
入
所
施
設
利
用
者
数 

天
竜
厚
生
会
事
業（
施
設
）数 

年
次
別
職
員
数 

利
用
者
内
部
移
動
数 

利
用
者
出
身
地
一
覧
表 

年
齢
別
利
用
者
数 

保
育
所
・
幼
稚
園
入
園
児
の
推
移 

福
祉
教
育
参
加
人
数
の
推
移 

理
事
・
監
事
・
評
議
員
名
簿 

管
理
職
名
簿 
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平成22年4月1日現在
（除く 学校法人）
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平成22年4月1日現在
（除く 学校法人）
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施
設
名

年
度

厚
生
寮

清
風
寮

百
々
山

し
ら
い
と

あ
か
い
し
学
園

赤
石
寮

福
祉
工
場

浜
名
寮

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
パ
ス

美
浜

翠
松
苑

浜
北
学
苑

赤
松
寮

さ
や
の
家

ま
ど
か

さ
い
わ
い

み
の
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム

し
ん
ぱ
ら
の
家

登
呂
の
家

と
よ
お
か

昭和 26
6/1 

29
昭和 27 18
昭和 28 17
昭和 29 23
昭和 30 33

昭和 31
注 1

37
昭和 32 43
昭和 33 53
昭和 34 47
昭和 35 52
昭和 36 49

昭和 37
60 11/1

12
昭和 38 53 51

昭和 39
6/1

51 62 21

昭和 40
注 2

42 56 52
昭和 41 39 99 54 16
昭和 42 41 107 56 54
昭和 43 41 110 57 55
昭和 44 44 110 56 55

昭和 45
注 3
4/1 6/1 注 4
42　4 104 56 54 10

昭和 46
注 5

25 104 55 110 48 51

昭和 47
10/3

108 106 56 110 45 52 10

昭和 48
注 6 注 7

109 109 84 107 45 100 45
昭和 49 108 110 110 110 46 99 57
昭和 50 102 110 109 106 42 100 56 100
昭和 51 110 110 110 106 43 100 58 108 34

昭和 52
注 8

109 110 110 107 46 119 53 110 51 50
昭和 53 109 110 110 109 47 120 55 110 50 50

昭和 54
4/3

110 108 110 110 47 120 56 110 52 50 32

昭和 55
注 9 注 10 注 11

110 110 110 110 50 120 63 110 50 50 49

昭和 56
注 12

108 109 110 110 50 120 70 110 52 50 80
昭和 57 110 110 110 108 50 120 73 110 53 50 80

年次別入所施設利用者数（各年度４月１日現在）
（名）

注 1 厚生寮定員変更 36 名→ 50 名 注 7 赤石寮定員変更 50 名→ 100 名
注 2 清風寮定員変更 50 名→ 100 名 注 8 赤石寮定員変更 100 名→ 120 名
注 3 内部障害者更生援護施設厚生寮廃止（昭和 45 年 8 月 31 日） 注 9 百々山定員変更 100 名→ 110 名
注 4 しらいと定員変更 50 名→ 100 名 注 10 しらいと定員変更 100 名→ 110 名
注 5 重度身体障害者更生援護施設厚生寮定員変更 25 名→ 75 名→ 100 名 注 11 天竜福祉工場定員変更 50 名→ 80 名
注 6 百々山定員変更 50 名→ 100 名 注 12 翠松苑定員変更 50 名→ 80 名
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施
設
名

年
度

厚
生
寮

清
風
寮

百
々
山

し
ら
い
と

あ
か
い
し
学
園

赤
石
寮

福
祉
工
場

浜
名
寮

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
パ
ス

美
浜

翠
松
苑

浜
北
学
苑

赤
松
寮

さ
や
の
家

ま
ど
か

さ
い
わ
い

み
の
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム

し
ん
ぱ
ら
の
家

登
呂
の
家

と
よ
お
か

昭和 58 110 110 110 110 50 120 68 109 52 50 80 25
昭和 59 110 110 110 110 50 120 69 110 54 50 81 55
昭和 60 110 110 110 110 50 120 69 110 54 50 80 55

昭和 61
注 13

108 110 110 110 50 120 68 110 52 50 80 56
昭和 62 104 109 110 110 50 120 65 104 50 50 80 59
昭和 63 100 109 110 110 50 120 62 100 50 50 80 60 50
平成１ 100 110 110 110 50 120 62 100 50 50 80 60 50
平成２ 100 110 110 110 50 120 62 100 50 50 80 60 50
平成３ 100 111 110 110 50 120 54 100 50 50 80 60 50
平成４ 100 110 110 110 50 120 61 100 50 50 80 60 50
平成５ 100 108 110 110 50 120 60 100 50 50 80 60 50
平成６ 100 109 110 110 50 120 57 100 50 50 80 60 50
平成７ 100 108 110 110 50 120 55 100 50 50 80 60 50
平成８ 100 109 110 110 50 120 58 100 50 50 80 60 50 47 38

平成９
6/6 1/1

100 108 110 110 50 120 57 100 50 50 80 60 50 50 50 15 50
平成 10 100 110 110 110 50 120 62 100 50 50 80 60 50 50 50 86 50
平成 11 100 110 110 110 50 120 65 100 50 50 80 60 50 50 50 92 50
平成 12 100 110 110 110 50 120 72 100 50 50 80 60 50 50 50 80 50

平成 13
注 14 注 15

100 110 108 110 50 120 73 100 50 50 79 60 50 69 50 117 50

平成 14
注 16 注 17,2/1

100 108 107 107 50 120 74 100 50 50 77 60 50 70 50 117 50 6

平成 15
2/1

100 109 110 110 50 120 77 100 50 50 79 60 50 119 50 118 50 6 16

平成 16
注 18 注 19

99 105 110 110 49 111 75 99 50 50 80 60 50 120 50 100 50 6 63

平成 17
注 20 注 21 9/1

100 99 158 110 50 92 79 99 48 51 100 60 50 118 50 108 49 12 77 53
平成 18 98 101 156 110 50 90 76 100 49 50 80 60 50 119 50 115 49 11 80 78
平成 19 100 99 160 110 47 90 75 100 45 50 78 60 51 118 50 105 50 16 79 79

平成 20
注 22

99 103 158 108 46 89 80 100 41 47 78 60 51 117 50 105 47 16 79 79 47

平成 21
注 23 注 24

99 106 160 110 48 91 80 100 39 43 80 60 50 118 50 113 48 75 80 50

平成 22
注 25

97 102 159 108 49 90 74 99 41 47 78 60 51 118 50 113 48 78 78 49

注 13 浜北学苑定員変更 50 名→ 60 名 注 20 赤石寮定員変更 120 名→ 90 名　平成 18 年 1 月
注 14 さやの家定員変更 50 名→ 70 名 注 21 つばさ（定員 5 名）開設　平成 17 年 4 月
注 15 さいわい定員変更 100 名→ 127 名 注 22 ねがた 1 号（定員７名）開設　平成 20 年 10 月
注 16 さやの家定員変更 70 名→ 120 名　平成 14 年 12 月 注 23 みのり入所事業廃止　　
注 17 はばたき（定員 6 名）開設　平成 15 年 2 月 注 24 かみじま（定員 7 名）、ねがた 2 号（定員 7 名）開設　平成 21 年 4 月
注 18 百々山定員変更 110 名→ 160 名　平成 16 年 11 月 注 25 ねがた 3 号（定員 7 名）開設　平成 22 年 4 月
注 19 こだま（定員 5 名）開設　平成 16 年 12 月
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天竜厚生会事業（施設）数

大 中 小 細　目 名　称 番号

障
が
い
者
支
援
事
業
部

障
害
者
支
援
施
設

入
所 施設入所支援事業

厚生寮 1
浜名寮 2
赤石寮 3
あかいし学園 4
美浜 5
赤松寮 6

在
宅 生活介護事業

厚生寮 7
浜名寮 8
赤石寮 9
あかいし学園 10
美浜 11
赤松寮 12

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

入
所

身体障害者更生施設 
（旧身体障害者更生施設支援事業） 浜北学苑 13

身体障害者授産施設 
（旧身体障害者授産施設支援事業） 天竜ワークキャンパス 14

在
宅

短期入所事業

厚生寮 15
浜名寮 16
浜北学苑 17
赤石寮 18
あかいし学園 19
美浜 20
赤松寮 21
天竜ワークキャンパス 22

居宅介護事業・重度訪問介護事業

貴布祢ヘルパーステーション 23
天竜厚生会浜松ヘルパーステーション 24
宮脇ヘルパーステーション 25
しらいとヘルパーステーション 26

就労継続支援 A 型事業 天竜福祉工場 27
就労継続支援 B 型事業 みのり 28
共同生活援助・介護事業 天竜厚生会グループホーム・ケアホーム 29

相
談 相談支援事業

てんりゅう 30
はまきた 31

地
域
生
活
支
援
事
業

在
宅

日中一時支援事業

厚生寮 32
浜名寮 33
浜北学苑 34
赤石寮 35
あかいし学園 36
美浜 37
赤松寮 38
天竜ワークキャンパス 39

移動支援事業 貴布祢ヘルパーステーション 40
浜松市在宅重度身体障害者 
社会福祉施設利用入浴サービス事業 厚生寮 41

福祉ホーム 於呂の家 42

相
談 浜松市障害者相談支援事業

てんりゅう 43
はまきた 44

生活
保護

入
所 救護施設 清風寮 45

（平成 22 年 6 月1日現在） 
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大 中 小 細　目 名　称 番号

高
齢
者
支
援
事
業
部

高
齢
施
設
事
業

入
所

特別養護老人ホーム 
（指定介護老人福祉施設）

百々山 46
翠松苑 47
しんぱらの家 48
さやの家 49
しらいと 50
登呂の家 51

在
宅

老人短期入所事業 
（短期入所生活介護事業）

百々山 52
翠松苑 53
しんぱらの家 54
さやの家 55
しらいと 56
登呂の家 57

老人 
福祉

軽費老人ホーム：ケアハウス まどか 58
養護老人ホーム【指定管理】 とよおか 59

高
齢
関
係
事
業

在
宅

老人デイサービス事業 
（通所介護事業）

くんまデイサービスセンター 60
やまびこデイサービスセンター 61
貴布祢デイサービスセンター 62
しんぱらの家デイサービスセンター 63
天竜厚生会浜松デイサービスセンター 64
天竜厚生会板屋町デイサービスセンター 65
龍山デイサービスセンター 66
さやの家デイサービスセンター 67
宮脇デイサービスセンター 68
しらいとデイサービスセンター 69
登呂の家デイサービスセンター 70

老人居宅介護等事業 
（訪問介護事業）

貴布祢ヘルパーステーション 71
天竜厚生会浜松ヘルパーステーション 72
龍山ヘルパーステーション 73
宮脇ヘルパーステーション 74
しらいとヘルパーステーション 75
登呂の家ヘルパーステーション 76

訪問入浴介護事業
貴布祢訪問入浴センター 77
さやの家訪問入浴センター 78
しらいと訪問入浴センター 79

居宅介護支援事業

天竜ケアサポートセンター 80
やまびこケアサポートセンター 81
しんぱらの家ケアサポートセンター 82
天竜厚生会浜松ケアサポートセンター 83
天竜厚生会板屋町ケアサポートセンター 84
龍山ケアサポートセンター 85
さやの家ケアサポートセンター 86
宮脇ケアサポートセンター 87
しらいとケアサポートセンター 88
登呂の家ケアサポートセンター 89

特定福祉用具販売事業
福祉用具貸与事業
特定介護予防福祉用具販売事業
介護予防福祉用具貸与事業

天竜厚生会介護福祉機器センター 90

天竜厚生会介護福祉機器センター掛川 91
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大 中 小 細　目 名　称 番号

高
齢
者
支
援
事
業
部

高
齢
関
係
事
業

予
防
相
談

地域包括支援センター 
（介護予防支援事業）

地域包括支援センター浜北北部 92
地域包括支援センター北遠中央 93
掛川市西部地域包括支援センター 94
掛川市東部地域包括支援センター 95
静岡市駿河区大里高松地域包括支援センター 96

老
人
福
祉

老人介護支援センター 
＜在宅介護支援センター＞

やまびこ在宅介護支援センター 97
貴布祢在宅介護支援センター 98
天竜厚生会浜松在宅介護支援センター 99
しらいと在宅介護支援センター 100

そ
の
他

入浴センター 浜松市天竜入浴センター（休止中） 101
生活援助員派遣事業 登呂の家 102

医
療
保
健
事
業
部

医
療
施
設

診療所（有床）
天竜厚生会診療所 103
天竜厚生会第二診療所 104

診療所 龍山診療所 105
訪問看護事業 天竜厚生会訪問看護ステーション 106

老
人
保
健
施
設

入
所 介護老人保健施設 さいわい 107

在
宅

老人短期入所事業 
（短期入所療養介護事業所） さいわいショートステイ 108

デイ・ケアセンター 
（通所リハビリテーション事業所） さいわいデイ・ケアセンター 109

子
育
て
支
援
事
業
部

保
育
事
業

保育所

こまつ保育園 110
きぶね保育園 111
しばもと保育園 112
しんぱら保育園 113
なかぜ保育園 114
すぎのこ保育園 115
やまびこ保育園 116
子育てセンターさやのもり保育園部 117
子育てセンターひだまり保育園部 118
なぎさ保育園 119
みなみしま保育園 120
とみがおか保育園 121

児童 
クラブ 放課後児童健全育成事業

やまびこ児童クラブ 122
ふたまた児童クラブ 123

支
援
事
業

地域子育て支援センター

地域子育て支援センターぬくもり（こまつ保育園に併設） 124
地域子育て支援センターひまわり（きぶね保育園に併設） 125
地域子育て支援センターそよかぜ（しばもと保育園に併設）126
地域子育て支援センターゆりかご（しんぱら保育園に併設）127
地域子育て支援センターなかぜっこ（なかぜ保育園に併設）128
すぎのこ地域子育て支援センター（すぎのこ保育園に併設）129
やまびこ地域子育て支援センター（やまびこ保育園に併設）130
地域子育て支援センターさやのもり（子育てセンターさや
のもりに併設） 131

地域子育て支援センターおひさま（子育てセンターひだま
りに併設） 132

地域子育て支援センターほのぼの（みなみしま保育園に併設）133
地域子育て支援センターぽっけ（とみがおか保育園に併設）134
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大 中 小 細　目 名　称 番号
子
育
て
支
援
事
業
部

支
援
事
業

病児・病後児保育事業

子育てセンターさやのもり保育園部 135
子育てセンターひだまり保育園部 136
みなみしま保育園 137
とみがおか保育園 138

公
益 事業所内保育事業

矢崎おひさま保育園 139
おやまの保育園 140

学校
法人

教育
事業 幼稚園

子育てセンターひだまり幼稚園部 141
子育てセンターさやのもり幼稚園部 142

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

収益
事業 天竜厚生会売店

スーパーてんりゅう
143

スーパーはまな

そ
の
他

サービスセンター 144
心身障害者訓練研修事業 天竜厚生会研修センター 145

天竜厚生会給食センター 146
体育館事業【指定管理】 浜松市天竜障害者体育館 147

その
他 水道事業 天竜厚生会水道事業 148

事   業（施   設）合   計   数 148
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年次別職員数（各年度３月31日現在）

0

150

300

450

600

750

900

1050

1200

1350

1500

1650

1800

1950

2000

昭25 平１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（名）

正規職員数　（名）

パート職員数（名）

※平成２年度よりパート職員数も掲載

1 2 3 9 11 12 13 14 15 15 15 16 21 23
39 46 61 69 71

90

152

222

265
301

406

478
498

548 559
582

604
630 617 622 620 617 617

602 603 595

657 671
706 706 700

731

802

910

952

1,033

1,200

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63
（年度）

65 68
97 99 94

116

155

218

234

283

441

592 603 609 607 606 615 647 692 718 750 759

1,319

569

750

1,399

634

765

1,511

719

792

1,570

765

805

1,726

855

871

1,756

871

885

1,811

898

913

1,904

954

950

1,971

1,006

965
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年次別職員数（各年度３月31日現在）
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1650

1800

1950

2000

昭25 平１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（名）

正規職員数　（名）

パート職員数（名）

※平成２年度よりパート職員数も掲載

1 2 3 9 11 12 13 14 15 15 15 16 21 23
39 46 61 69 71

90

152

222

265
301

406

478
498

548 559
582

604
630 617 622 620 617 617

602 603 595

657 671
706 706 700

731

802

910

952

1,033

1,200

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63
（年度）

65 68
97 99 94

116

155

218

234

283

441

592 603 609 607 606 615 647 692 718 750 759

1,319

569

750

1,399

634

765

1,511

719

792

1,570

765

805

1,726

855

871

1,756

871

885

1,811

898

913

1,904

954

950

1,971

1,006

965
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年
度

施
設
名
・
略
号 

厚
生
寮

清
風
寮

百
々
山

し
ら
い
と

あ
か
い
し

学
園

赤
石
寮

福
祉
工
場

浜
名
寮

天
竜
ワ
ー
ク

美
浜

翠
松
苑

浜
北
学
苑

赤
松
寮

ま
ど
か

さ
や
の
家

さ
い
わ
い

み
の
り

し
ん
ぱ
ら

の
家

登
呂
の
家

と
よ
お
か

厚 清 百 し 学 赤 工 浜 ワ 美 翠 北 松 ま 家 さ み しん 登 と

昭和
37 年

清 11

38 年
清 1
厚 1

39 年
百 10

40 年
百 1 百 2

厚 1

41 年
し 1
厚 3

42 年
清 1 百 1

厚 1

43 年
清 1

44 年

45 年
厚 2 し 1 し 2 百 1
し 1

46 年
赤 2 厚 11 赤 9 厚 1

赤 8

47 年
赤 12 百 13 厚 6 厚 4
百 5 赤 5

48 年
百 1

49 年
浜 39 百 2 赤 1 浜 8

浜 1

50 年
浜 8 浜 1 厚 1
百 2 あ 1 ワ 1

51 年
浜 2 美 1 浜 1 ワ 5 厚 1 工 6
百 1 美 8
ワ 2

52 年
し 1 百 1 美 1 赤 1 赤 1
百 2 工 3

53 年
浜 1 百 1 厚 2 赤 1
ワ 1

54 年
翠 4 浜 1 翠 2 あ 1 厚 1 工 3 百 1
百 1 百 1 清 1

百 1

利用者内部移動数
（名）

〈表の見方〉
昭和４５年に厚生寮から３名の利用者が移動し、そのうち２名が新種別の厚生寮へ１名がしらいとへ移動したことを表わす。
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年
度

施
設
名
・
略
号 

厚
生
寮

清
風
寮

百
々
山

し
ら
い
と

あ
か
い
し

学
園

赤
石
寮

福
祉
工
場

浜
名
寮

天
竜
ワ
ー
ク

美
浜

翠
松
苑

浜
北
学
苑

赤
松
寮

ま
ど
か

さ
や
の
家

さ
い
わ
い

み
の
り

し
ん
ぱ
ら

の
家

登
呂
の
家

と
よ
お
か

厚 清 百 し 学 赤 工 浜 ワ 美 翠 北 松 ま 家 さ み しん 登 と

昭和
55 年

翠 4 翠 1 浜 1 浜 1 翠 1 工 3 百 1
し 1 厚 1

56 年
し 1 翠 2 赤 3 あ 3 百 1 工 1 赤 3 百 1
浜 1 百 1 美 3

57 年
翠 1 浜 1 北 1 北 1 百 1 百 1

58 年
翠 1 百 1 浜 2 北 2 北 2 工 1 北 1 赤 1
北 7 美 2 翠 1 百 1 厚 4

ワ 2

59 年
赤 1 美 1 工 1 百 1 厚 1
北 7 北 1

60 年
赤 1 し 1 浜 1 翠 1 厚 1 ワ 1
翠 1 北 1

61 年

し 1 翠 1 美 1 翠 1 赤 1 ワ 1
百 1 厚 2 工 1

北 1
翠 1

62 年
百 1 厚 3 百 1 ワ 1

63 年
美 1 翠 1 翠 1 厚 1

平成
元年

浜 1 百 1
北 1

２年
翠 2 工 1 ワ 1
工 1 し 1
し 1

３年
百 1 翠 2 美 1 翠 2 工 1 ワ 1
翠 1 百 1 百 1

翠 1

４年
浜 1 百 1 学 2 ワ 2 浜 1
学 1 百 1
百 1 翠 1

５年
北 1 清 1 ワ 2 百 1

厚 1

６年
浜 1 百 2 ワ 1

７年
工 1 百 1 百 2

８年
北 1 ワ 1
家 1 翠 1

９年
み 3 み 4 み 8 ワ 2 み 5 さ 1 百 1

百 1
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年
度

施
設
名
・
略
号 

厚
生
寮

清
風
寮

百
々
山

し
ら
い
と

あ
か
い
し

学
園

赤
石
寮

福
祉
工
場

浜
名
寮

天
竜
ワ
ー
ク

美
浜

翠
松
苑

浜
北
学
苑

赤
松
寮

ま
ど
か

さ
や
の
家

さ
い
わ
い

み
の
り

し
ん
ぱ
ら

の
家

登
呂
の
家

と
よ
お
か

厚 清 百 し 学 赤 工 浜 ワ 美 翠 北 松 ま 家 さ み しん 登 と

平成
10 年

百 1 百 1 ワ 1 さ 1 百 6
翠 1 翠 7

11 年
厚 1 さ 2 百 4

翠 5

12 年
厚 1 浜 1 さ 1 百 7

翠 6

13 年
厚 1 厚 1 さ 1 百 5

翠 3

14 年
さ 1 厚 2 さ 2 さ 1 百 4 工 3

翠 4

15 年

百 1 百 1 厚 1 さ 1 百 4 工 1
厚 1 し 1 しん 1 しん 3 翠 8

翠 3 し
ん 11

浜 1
美 1

16 年

百 3 浜 2 百 2 ワ 1 さ 1 翠 1 しん 2 翠 1 さ 1 しん 1 赤 1 百 29 工 2 百 1
厚 1 翠 1 百 1 百 1 百 1 厚 1 さ 1 翠 3 さ 1

浜 1 翠 1 し
ん 6

美 4 し
ん 1 家 1

学 4
松 5
家 1 北 1 厚 1

17 年
浜 1 翠 1 百 1 登 1 清 1 百 1 み 1 翠 2 百 8 工 1
百 1 翠 1 登 1 さ 3 翠 2

しん 2

18 年

さ 1 翠 1 厚 1 翠 1 さ 2 さ 1 百 13 翠 1
み 1 翠 6

しん 1
家 1

19 年

厚 2 翠 1 ワ 1 翠 2 清 1 　 厚 1 さ 1 百 6 翠 1 　 　
百 3 さ 1 翠 1 　
と 1
翠 1

20 年

と 2 さ 1 百 1 厚 1 翠 2 厚 1 G 1 さ 1 百 11 美 18 翠 1
翠 1 浜 1 翠 1 さ 2 美 1 厚 1 翠 3 と 2 　 　
さ 1 G 2 北 1 美 3 北 1
百 1 学 6

赤 4
G 2
松 4
厚 2
浜 1
百 1

21 年

翠 1 美 1 さ 2 百 1 厚 2 美 2 百 1 百 10 美 1 さ 1
厚 1 G 4 翠 2 百 1
と 3
百 1

※ G はグループホーム・ケアホーム
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厚
生
寮

浜
名
寮

赤
石
寮

あ
か
い
し
学
園

美
浜

赤
松
寮

浜
北
学
苑

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

天
竜
福
祉
工
場

み
の
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム

於
呂
の
家

清
風
寮

百
々
山

翠
松
苑

し
ん
ぱ
ら

さ
や
の
家

し
ら
い
と

登
呂
の
家

ま
ど
か

と
よ
お
か

さ
い
わ
い

合
計

静岡市 7 17 9 2 2 2 2 3 4 1 76 125
浜松市 45 36 45 25 31 29 42 23 69 40 36 20 52 142 73 76 2 1 41 36 110 974
沼津市 4 6 4 1 1 1 2 1 20
熱海市 5 1 1 7
三島市 3 2 5
富士宮市 1 2 4 1 97 105
伊東市 1 2 3
島田市 3 2 1 2 2 1 1 6 1 19
富士市 2 3 3 1 1 2 6 18
磐田市 8 10 7 5 6 9 4 2 3 2 2 5 10 2 2 10 1 88
焼津市 2 1 2 2 1 1 1 10
掛川市 3 1 5 4 1 4 2 1 3 3 2 112 141
藤枝市 1 4 3 1 1 1 1 6 18
御殿場市 1 1 1 3
袋井市 7 3 3 3 3 2 1 2 2 3 1 1 1 1 33
下田市 0
裾野市 0
湖西市 4 2 1 3 1 3 1 1 3 1 1 21
伊豆市 1 1 2
御前崎市 1 1 1 1 3 1 1 1 10
菊川市 3 2 1 3 1 10
伊豆の国市 3 1 4
牧之原市 1 1 1 1 4
東伊豆町 1 1 2
河津町 0
南伊豆町 1 1 2
松崎町 0
西伊豆町 0
函南町 0
清水町 0
長泉町 0
小山町 1 1 2
吉田町 1 1 2
川根本町 2 1 3
森町 3 2 2 1 1 1 2 2 1 3 18
県内小計 97 96 97 48 47 50 59 40 74 50 47 20 102 159 78 77 117 106 78 46 49 112 1649
北海道帯広市 1 1
埼玉県さいたま市 1 1
埼玉県所沢市 1 1
東京都新宿区 1 1
東京都墨田区 1 1 2
東京都中野区 1 1
東京都大島町 1 1
神奈川県横浜市 1 1
山梨県山梨市 2 2
山梨県南巨摩郡 1 1
愛知県名古屋市 1 1
愛知県豊橋市 1 1
愛知県岡崎市 1 1
愛知県春日井市 1 1
愛知県西春日井郡 1 1
大阪府堺市 1 1
県外小計 0 3 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 1 2 0 4 0 1 18
合計 97 99 97 49 47 51 60 41 74 51 48 20 102 159 78 78 118 108 78 50 49 113 1667
※介護保険関係施設は、保険者
※とよおかは措置市町
※赤石寮については、生活介護事業利用者の人数

利用者出身地一覧表 （平成 22 年 4 月1日現在）（名） 
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年齢別利用者数

厚
生
寮

浜
名
寮

赤
石
寮

あ
か
い
し
学
園

美
浜

赤
松
寮

浜
北
学
苑

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

天
竜
福
祉
工
場

み
の
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

於
呂
の
家

清
風
寮

百
々
山

翠
松
苑

し
ん
ぱ
ら
の
家

さ
や
の
家

し
ら
い
と

登
呂
の
家

ま
ど
か

と
よ
お
か

さ
い
わ
い

合
計

20 歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

20 ～ 29 1 1 1 0 5 1 3 0 11 4 4 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34

30 ～ 39 4 7 10 3 4 11 6 3 19 9 7 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 87

40 ～ 49 10 11 15 28 7 23 18 7 12 11 12 4 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 172

50 ～ 59 24 35 43 10 17 6 15 14 29 18 18 10 22 1 1 1 1 0 0 0 0 1 266

60 ～ 69 35 25 17 7 10 7 15 16 0 9 6 3 46 10 4 5 4 2 2 3 8 7 241

70 ～ 79 23 18 4 1 4 3 3 1 0 0 0 0 15 41 22 20 23 22 15 11 19 16 261

80 ～ 89 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 68 30 36 53 49 37 30 18 53 377

90 歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 21 16 37 35 24 6 4 36 218

合計 97 99 90 49 47 51 60 41 74 51 48 20 102 159 78 78 118 108 78 50 49 113 1660

平均年齢 62.0 58.5 51.0 50.7 51.8 45.8 51.5 55.6 42.1 48.0 47.4 51.4 60.5 83.1 82.4 82.9 85.3 85.3 83.6 82.6 78.5 85.2 64.8

（平成 22 年 4 月1日現在）（名） 
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こ
ま
つ
保
育
園

き
ぶ
ね
保
育
園

し
ば
も
と
保
育
園

宮
脇
保
育
園

し
ん
ぱ
ら
保
育
園

城
北
保
育
園

な
か
ぜ
保
育
園

南
郷
保
育
園

す
ぎ
の
こ
保
育
園

な
ぎ
さ
保
育
園

や
ま
び
こ
保
育
園

み
な
み
し
ま
保
育
園

と
み
が
お
か
保
育
園

子
育
て
セ
ン
タ
ー 

ひ
だ
ま
り
保
育
園
部

子
育
て
セ
ン
タ
ー 

さ
や
の
も
り
保
育
園
部

子
育
て
セ
ン
タ
ー 

ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部

子
育
て
セ
ン
タ
ー 

さ
や
の
も
り
幼
稚
園
部

総
利
用
者
数

定
員
数

昭和 44 年 52 52 90 
昭和 45 年 66 37 103 185 
昭和 46 年 82 74 36 192 275 
昭和 47 年 90 90 79 104 363 360 
昭和 48 年 90 90 90 98 368 360 
昭和 49 年 90 90 90 120 390 390 
昭和 50 年 120 120 90 120 57 104 611 660 
昭和 51 年 120 119 90 118 90 119 80 120 856 870 
昭和 52 年 120 120 90 120 90 120 90 120 870 870 
昭和 53 年 120 120 90 120 90 117 90 115 59 58 979 1,020 
昭和 54 年 120 119 90 119 85 115 90 106 60 78 982 1,020 
昭和 55 年 114 120 90 114 82 114 90 103 59 88 974 1,020 
昭和 56 年 118 114 90 111 90 109 89 98 60 90 969 1,020 
昭和 57 年 116 118 90 101 90 105 90 97 58 86 951 1,020 
昭和 58 年 120 120 93 99 90 119 90 94 59 87 971 1,020 
昭和 59 年 120 119 97 91 86 96 97 88 58 83 935 960 
昭和 60 年 118 118 96 86 92 106 90 88 60 76 930 960 
昭和 61 年 122 113 97 80 92 98 90 91 58 78 919 960 
昭和 62 年 113 104 90 70 83 90 90 84 57 90 871 930 
昭和 63 年 117 112 92 90 80 78 89 82 53 90 883 930 
平成元年 114 101 90 87 80 78 85 90 52 87 864 930 
平成２年 112 114 89 88 82 79 81 84 58 90 877 930 
平成３年 116 113 89 86 89 88 84 77 60 90 892 930 
平成４年 120 115 88 78 91 85 87 82 58 86 84 974 1,020 
平成５年 117 103 90 90 86 86 75 72 60 83 90 952 1,020 
平成６年 125 123 89 90 84 71 92 69 65 93 99 1,000 1,020 
平成７年 128 127 95 92 81 82 98 72 63 94 93 1,025 1,020 
平成８年 131 126 99 90 78 82 99 72 60 94 91 1,022 1,020 
平成９年 130 130 93 90 94 95 98 84 63 94 93 1,064 1,020 
平成 10 年 134 127 90 91 99 92 94 93 65 93 89 1,067 1,020 
平成 11 年 138 133 96 86 96 103 99 88 64 99 90 1,092 1,020 
平成 12 年 137 138 100 99 100 102 102 99 60 87 87 1,111 1,020 
平成 13 年 145 142 138 105 95 110 101 102 67 90 93 1,188 1,086 
平成 14 年 138 138 138 103 102 101 103 97 67 100 90 1,177 1,050 
平成 15 年 148 150 150 108 113 113 113 111 67 92 98 1,263 1,050 
平成 16 年 134 150 135 96 103 94 103 99 68 101 91 1,174 1,080 
平成 17 年 143 149 144 109 132 108 108 102 102 105 101 152 60 1,515 1,330 
平成 18 年 137 149 143 107 170 112 109 72 102 101 154 73 148 1,577 1,380 
平成 19 年 145 149 140 109 168 112 108 69 112 108 149 92 149 75 1,685 1,530 
平成 20 年 141 153 138 62 173 112 72 106 104 165 93 152 203 90 80 1,844 1,720 
平成 21 年 143 156 139 175 133 69 111 107 151 93 172 207 91 91 1,838 1,690 
平成 22 年 137 153 136 173 142 68 109 98 157 103 163 215 92 90 1,836 1,690 
注意）昭和 44 年～平成 5 年までについては 4 月 1 日時点の児童数であり、平成 6 年以降については 6 月 1 日時点の
　　　児童数である。 
        　平成 22 年は、幼稚園部は 5 月 1 日時点の児童数である。

保育所・幼稚園入園児の推移 （名） 
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福祉教育参加人数の推移 （名）
 小学生・親子 中　学　生 高　校　生 専門学生・大学生 一　　般 計

 昭和56年度 0 430 275 0 982 1,687
 昭和57年度 0 740 224 0 619 1,583
 昭和58年度 27 1,186 201 0 1,066 2,480
 昭和59年度 51 2,023 123 0 1,060 3,257
 昭和60年度 143 2,185 735 109 904 4,076
 昭和61年度 52 2,334 921 114 702 4,123
 昭和62年度 44 2,669 1,002 128 733 4,576
 昭和63年度 94 2,929 757 107 671 4,558
 平成元年度 300 3,072 666 143 750 4,931
 平成２年度 332 3,195 689 133 713 5,062
 平成３年度 395 4,312 795 133 667 6,302
 平成４年度 928 3,613 741 104 651 6,037
 平成５年度 773 3,619 658 149 703 5,902
 平成６年度 619 3,552 888 255 455 5,769
 平成７年度 869 3,332 762 326 624 5,913
 平成８年度 813 3,726 791 720 478 6,528
 平成９年度 909 3,925 859 508 305 6,506
 平成10年度 724 4,071 837 451 453 6,536
 平成11年度 590 4,024 976 347 351 6,288
 平成12年度 721 3,931 964 460 292 6,368
 平成13年度 698 3,613 891 319 381 5,902
 平成14年度 503 3,426 931 639 215 5,714
 平成15年度 512 2,440 674 265 156 4,047
 平成16年度 526 2,747 913 212 217 4,615
 平成17年度 521 2,755 770 286 125 4,457
 平成18年度 372 2,922 693 320 88 4,395
 平成19年度 282 2,699 622 282 41 3,926
 平成20年度 348 3,259 507 255 260 4,629
 平成21年度 137 2,970 767 403 57 4,334
 計 12,283 85,699 20,632 7,168 14,719 140,501
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　理事名簿
氏　　名 職　　　名 備　　考

1 山 本 た つ 子 理事長 評議員兼務
2 土 居 孝 臣 常務理事 〃
3 宮 澤 育 男 常務理事 〃
4 湯 浅 　 肇 常務理事
5 池 野 谷 博 信 理事
6 吉 原 健 二 厚生年金事業振興団顧問 学識経験者
7 川 口 正 俊 元静岡県副知事 〃
8 鈴 木 　 忍 元浜松市助役 〃
9 灌 峯 義 文 前天竜厚生会常務理事 〃

　監事名簿
氏　　名 職　　　名 備　　考

1 内 山 　 等 元天竜市収入役
2 山 本 治 男 元浜松市収入役

　評議員名簿
氏　　名 職　　　名 備　　考

1 山 本 た つ 子 理事長 理事兼務
2 土 居 孝 臣 常務理事 〃
3 宮 澤 育 男 常務理事 〃
4 高 田 和 夫 浜松市社会福祉協議会会長 施設所在地代表
5 河 合 代 悟 静岡市社会福祉協議会会長 〃
6 石 川 縫 三 郎 磐田市社会福祉協議会会長 〃
7 諏 訪 重 夫 富士宮市社会福祉協議会会長 〃
8 小 里 　 務 掛川市社会福祉協議会会長 〃
9 土 屋 正 征 湖西市社会福祉協議会会長 〃
10 和 田 節 男 天竜区自治会連合会長 地元区代表
11 小 野 　 晧 浜北区自治会連合会長 〃
12 渥 美 利 治 天竜区民生児童委員協議会会長 〃
13 鈴 木 幸 男 浜北区民生児童委員協議会会長 〃
14 細 川 一 郎 あかいし学園家族 家族代表
15 鈴 木 利 幸 浜北学苑家族 〃
16 鈴 木 富 士 雄 しんぱらの家家族 〃
17 水 島 秀 俊 元厚生寮利用者 元利用者代表
18 志 田 直 正 静岡英和学院大学副学長 学識経験者
19 新 谷 　 司 日本福祉大学教授 〃
20 松 井 敏 文 元天竜総合事務所長 〃
21 西 尾 繁 昭 元掛川市理事 〃
22 伊 藤 政 象 前天竜厚生会サービス事業部長 施設長経験者
23 吉 田 脩 一 天竜厚生会診療所長 施設長代表
24 高 塚 靖 弘 天竜厚生会福祉サービス事業部長 〃
25 藤 井 祐 三 天竜厚生会総務部長 〃

定員　　　　　　　　　　　　　現員
　　理　事	 9 名	 理　事	 9 名
　　監　事	 2 名	 監　事	 2 名
　　評議員	 25 名	 評議員	 25 名

理事・監事・評議員名簿（平成 22 年 8 月 2日現在）
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No 役　　職　　名 氏　　名
1 理事長 山 本 た つ 子
2

常務理事
統括部長 土 居 孝 臣

3 統括部長 宮 澤 育 男
4 統括部長 湯 浅 　 肇
5 理事 経営企画部長 池 野 谷 博 信
6

事業部長 ･ 部長

福祉サービス事業部長 高 塚 靖 弘
7 障がい者支援事業部長 伊 藤 　 栄
8 高齢者支援事業部長 山 村 　 睦
9 医療保健事業部長 渡 邉 房 枝
10 子育て支援事業部長 永 田 一 宏
11 監査指導部長 中 谷 克 章
12 総務部長 藤 井 祐 三
13 財務部長 金 指 忠 宏
14

事業課長 ･ 施設長 
所長 ･ 事務長 
園長 ･ 課長

福祉サービス事業課長兼給食センター所長 山 本 修 二
15 研修センター所長 齊 藤 和 明
16 障がい者支援事業課長兼浜北学苑施設長 藤 原 裕 彦
17 厚生寮施設長 鈴 木 　 明
18 浜名寮施設長 中 村 　 哲
19 赤石寮施設長 青 木 和 夫
20 あかいし学園施設長 鈴 木 久 美 子
21 美浜施設長 高 柳 　 弘
22 赤松寮施設長 和 田 政 名
23 清風寮施設長 田 坂 成 生
24 天竜福祉工場長兼みのり施設長 太 田 正 人
25 天竜ワークキャンパス所長 大 角 加 津 良
26 高齢者支援事業課長兼さやの家施設長 河 合 清 子
27 百々山施設長 岩 沢 光 高
28 翠松苑施設長 村 瀬 　 勇
29 しらいと施設長 寺 尾 尭 見
30 しんぱらの家施設長 太 田 清 文
31 登呂の家施設長 植 松 史 浩
32 まどか施設長 鈴 木 公 彦
33 とよおか施設長 今 泉 仁 志
34 やまびこデイサービスセンター所長 稲 穂 浩 美
35 貴布祢デイサービスセンター所長 伊 藤 　 孝
36 天竜厚生会浜松デイサービスセンター所長 山 下 克 広
37 龍山デイサービスセンター所長 甘 蔗 孝 仁
38 宮脇デイサービスセンター所長 大 石 好 男
39 天竜厚生会板屋町デイサービスセンター所長 鈴 木 啓 晋
40 天竜厚生会診療所長 吉 田 脩 一

管理職名簿                                             （平成 22 年 8 月 2日現在）
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No 役　　職　　名 氏　　名
41

事業課長 ･ 施設長 
所長 ･ 事務長 
園長 ･ 課長

天竜厚生会診療所事務長 井 上 裕 一
42 天竜厚生会第二診療所長 永 山 建 次
43 龍山診療所長 若 林 宏 和
44 さいわい施設長 土 手 邦 夫
45 さいわい事務長 辻 村 明 枝
46 子育て支援事業課長兼学校法人事務長 朝 比 奈　 淳
47 こまつ保育園長 内 山 啓 子
48 きぶね保育園長 西 村 晴 子
49 しばもと保育園長 平 松 美 智 代
50 しんぱら保育園長 伊 藤 里 佳
51 なかぜ保育園長 平 野 直 子
52 すぎのこ保育園長 小 倉 啓 子
53 やまびこ保育園長 萩 田 孝 子
54 なぎさ保育園長 高 柳 陽 子
55 子育てセンターひだまり保育園部園長 山 本 千 栄 子
56 子育てセンターさやのもり保育園部園長 松 浦 け い 子
57 みなみしま保育園長 渥 美 惠 美 子
58 とみがおか保育園長 大 場 由 美
59 経営企画課長 小 林 弘 明
60 総務課長 木 藤 祐 二
61 会計課長 三 室 　 功
62 会計課長 澤 口 茂 彰
63 管理課長 疋 田 光 二

学校法人
学校法人事務長兼子育て支援事業課長（再掲） 朝 比 奈　 淳

64 子育てセンターひだまり幼稚園部園長 乗 松 克 江
65 子育てセンターさやのもり幼稚園部園長 松 本 多 美 枝
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編　

集　

後　

記

天
竜
厚
生
会
が
刊
行
し
た
記
念
誌
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
本
書
概
要
の
部
分
で
記
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
一
〇
年

ご
と
の
編
集
に
は
時
の
責
任
者
が
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
心
血
を
注
い
で
い
ま
す
。

特
に
昭
和
五
三
年
、
塩
澤
茂
雄
氏
が
天
竜
厚
生
会
の
発
足
時
か
ら
の
史
的
文
献
を
整
理
し
な
が
ら
二
年
三
ヶ
月
か
け
て
取
り
組
ん

だ
『
編
年
天
竜
厚
生
会
史―

年
表
』
は
今
日
の
記
念
誌
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

塩
澤
氏
が
発
足
当
初
の
古
い
資
料
を
整
理
し
て
い
る
最
中
に
み
つ
け
た
、『
こ
の
寒さ
む
や夜

、
病や

み
臥ふ

す
人
ら
如い

か何
に
あ
ら
む
、
厚
生
寮

の
寝
具
不
足
を
お
も
ふ
』
と
い
う
詠
草
が
発
足
当
時
の
世
相
を
偲
ば
せ
ま
す
。

六
〇
周
年
を
迎
え
た
今
回
が
四
冊
目
の
記
念
誌
で
す
。
本
年
は
役
員
・
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
及
び
六
〇
周
年
記
念
行

事
等
の
準
備
で
連
日
多
忙
を
極
め
ま
し
た
が
、
五
月
の
起
稿
及
び
度
重
な
る
校
正
・
読
み
直
し
等
を
経
て
よ
う
や
く
刊
行
し
ま
し
た
。

六
〇
周
年
の
節
目
の
年
に
は
ど
う
し
て
も
発
刊
し
た
い
と
い
う
皆
の
熱
い
心
に
圧
倒
さ
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
編
集
担
当
者

の
努
力
は
並
み
大
抵
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
先
人
達
の
強
い
後
押
し
が
あ
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

編
集
は
、
用
語
の
統
一
、
文
脈
の
整
合
等
に
努
力
し
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

一
〇
年
の
諸
事
業
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
か
え
り
み
る
と
大
切
な
事
項
を
見
落
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

は
今
後
の
機
会
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
は
主
観
を
交
え
な
い
生
の
記
録
と
し
て
残
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
知
恵
を

得
、
法
人
発
展
の
糧
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
記
念
誌
の
刊
行
に
あ
た
り
内
容
、
説
明
等
率
先
ご
協
力
下
さ
っ
た
先
輩
各
位
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天
竜
厚
生
会
六
〇
周
年
実
行
委
員
会　
　

副
委
員
長　

宮　

澤　

育　

男
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天
竜
厚
生
会
六
〇
周
年
実
行
委
員
会
（
五
〇
音
順
）

執
筆
者
（
五
〇
音
順
）

河
合
晴
夫

山
本
た
つ
子

土
居
孝
臣

宮
澤
育
男

池
野
谷
博
信

青
木
和
夫

朝
比
奈　

淳

渥
美
惠
美
子

伊
藤　

栄

伊
藤　

孝

稲
穂
浩
美

今
泉
仁
志

大
石
直
弘

大
角
加
津
良

小
倉
啓
子

河
合
清
子

木
藤
祐
二

熊
切
智
子

小
杉
祐
介

齊
藤
和
明

佐
々
木　

潤

鈴
木
啓
晋

鈴
木
芳
人

鈴
木
善
道

高
塚
靖
弘

高
柳　

弘

田
坂
成
生

辻
村
明
枝

永
田
一
宏

中
村　

哲

中
谷
克
章

永
山
建
次

西　

勇
司

乗
松
克
江

萩
田
孝
子

平
野
直
子

藤
井
祐
三

古
橋
祥
子

増
井　

潤

松
浦
け
い
子

松
野　

聡

三
室
康
成

村
瀬　

勇

守
屋　

綾

諸
田
嘉
人

山
岸
さ
と
み

山
下　

真

山
村　

睦

山
本
修
二

渡
邉
房
枝

岩
沢
光
高

松
崎
英
嗣

委
員
長	

山
本
た
つ
子

副
委
員
長	

土
居
孝
臣

　

	

宮
澤
育
男

委
員	
藤
井
祐
三

	
高
塚
靖
弘

	

永
田
一
宏

	

大
場
由
美

	

木
藤
祐
二

	

齊
藤
和
明

	

疋
田
光
二

飯
島
友
紀

磯
貝
公
隆

稲
垣
裕
子

稲
葉
大
介

大
橋
香
織

小
木
磨
美

金
子
規
予

灌
峯
一
暢

鈴
木
暁
子

鈴
木
康
利

田
口
佐
希
子

冨
田
直
樹

姫
野
泰
弘

古
橋
祥
子

増
井　

潤

松
野　

聡

守
屋　

綾

諸
田
嘉
人

山
下　

真

横
溝
智
子



天
竜
厚
生
会
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　

（
平
成
一
三
年
〜
平
成
二
二
年
）

平
成
二
二
年
一
〇
月
三
一
日  

発
行

編
　

集
　

社
会
福
祉
法
人  

天
竜
厚
生
会

発
　

行
　
　

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
渡
ヶ
島
二
一
七
の
三

印
　

刷
　

株
式
会
社
S
B
S
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

   

静
岡
県
浜
松
市
中
区
旭
町
一
一
の
一

禁無断転載






	0001
	0002
	0003
	0004
	0005
	0006
	0007
	0008
	0009
	0010
	0011
	0012
	0013
	0014
	0015
	0016
	0017
	0018
	0019
	0020
	0021
	0022
	0023
	0024
	0025
	0026
	0027
	0028
	0029
	0030
	0031
	0032
	0033
	0034
	0035
	0036
	0037
	0038
	0039
	0040
	0041
	0042
	0043
	0044
	0045
	0046
	0047
	0048
	0049
	0050
	0051
	0052
	0053
	0054
	0055
	0056
	0057
	0058
	0059
	0060
	0061
	0062
	0063
	0064
	0065
	0066
	0067
	0068
	0069
	0070
	0071
	0072
	0073
	0074
	0075
	0076
	0077
	0078
	0079
	0080
	0081
	0082
	0083
	0084
	0085
	0086
	0087
	0088
	0089
	0090
	0091
	0092
	0093
	0094
	0095
	0096
	0097
	0098
	0099
	0100
	0101
	0102
	0103
	0104
	0105
	0106
	0107
	0108
	0109
	0110
	0111
	0112
	0113
	0114
	0115
	0116
	0117
	0118
	0119
	0120
	0121
	0122
	0123
	0124
	0125
	0126
	0127
	0128
	0129
	0130
	0131
	0132
	0133
	0134
	0135
	0136
	0137
	0138
	0139
	0140
	0141
	0142
	0143
	0144
	0145
	0146
	0147
	0148
	0149
	0150
	0151
	0152
	0153
	0154
	0155
	0156
	0157
	0158
	0159
	0160
	0161
	0162
	0163
	0164
	0165
	0166
	0167
	0168
	0169
	0170
	0171
	0172
	0173
	0174
	0175
	0176
	0177
	0178
	0179
	0180
	0181
	0182
	0183
	0184
	0185
	0186
	0187
	0188
	0189
	0190
	0191
	0192
	0193
	0194
	0195
	0196
	0197
	0198
	0199
	0200
	0201
	0202
	0203
	0204
	0205
	0206
	0207
	0208
	0209
	0210
	0211
	0212
	0213
	0214
	0215
	0216
	0217
	0218
	0219
	0220
	0221
	0222
	0223
	0224
	0225
	0226
	0227
	0228
	0229
	0230
	0231
	0232
	0233
	0234
	0235
	0236
	0237
	0238



